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附属明細書

(健康保険勘定 )

1 有形 固 定資産 及 び無 形 固 定奮 産 の 明細

2 引 当金 の 明細

3_資 本 金 、準備 金 、積 立金 及 び剰 余金 の明細

4 国等 か らの財 源 措 に1等 の明細

5 役 員及 び職 員 の給 与 等 の明細



資産の種類 期首残高 当期増カロ額 当期減少額 期末残高
減価償 f累計額

1 当胡償却額

差引期末
1帳簿価額 摘 要

建 物 15,634,691 17,456,694 2,754,467 30,33691( 2,482,58f I,598,793 27,854,33(

車両 2,221,28` 2,221,28 1,854,77( 741,910 366,506

有形固定資産 工共備品 121,375,43〔 13,165,06` 134,540,49( 52,087,427 25,390,202 82,453,072

リース資産 3,304,795,08` 65、 223.86( 3,370,018,94( 1,880,454,27〔 764,531,126 1,489,564,67( ,主 1

計 3,444,026,49[ 95,845,621 2,754,467 3,537,117,64〔 1,930,879,064 792.262,031 1,600,238,58

無形固定資産

ソフトウェア 8,412,966,321 1,065,348,05( 9,478,314,38( 4,137,002,78〔 1,837,274,821 5,341,311,60(

ソフトウェア″烹勘長 272,008,80( 95,044,95( 272,008,80( 95,044,95( 95,044,95(

リース資産 l17,074,20( 117,o74,20( 58,537,10( 23,414,84( 58,537,10(

計 8,802,049,321 1,160,393,00( 272,008,80( 9,690,433,53( 4,195,539,88 1,860,689,661 ,494,893,65

注 1)当 期 増 加 額 は 、「資産 除 去 債 務 に 関 す る会 計 り1に 準 (企業 会

【健康保険勘定】

1有形固定資産及び無形固定資産の明細

附 属 明 細 普

(単位 :円 )

債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年 3月 31日 )及 び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企 業会計基準
適用指争1第 21号 平成20年 3月 31日 )を適用したことによる除去 |サ 用(50,907,367円 )を含めて計上しております。

2.引 当金の明細

(単位 P])

X分 期 首残 高 当期増加額
当期 減 少 額

期末残高 摘 要
目的使用 その他

貸倒引当金 5,134,857,47t 5,003,808,00 913,856,404 4,221,001,07 5,003,808,001 注 1,注 2

賞与引当金 1,003,301,19〔 972,938,75 1,003,301,19f 972,938,751

役 li,1与 引当金 8,149,92( 7,797,05 8,149,92〔 7,797,054

退職給付引当金 14,431,642,011 852,601,75, 472,163,54 14,812,080,21(

役11退職 手当引当金 11,774,707 7722471 19,497,18( 社ヽ

計 20,589,725,314 6,844,868,04 2,397.471,06 4,221,001,07: 20,816,121,21

(注 1)般債権については貸任J実 績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については1月別に回IPK口「HLl生を検討し、回収不能見込額を計 にしております。

(注 2)当 期減少額のその他は、洗春法による戻入額を計上しております。

-106-

3資本金、準備金、私立企及び釆」余金の明紳l

(単位 11)

(注 1)当 期減少額は、前期損失処理による取崩額であります。

4国 等からの財源措置年の明細

(単位 :円 )

区 分 当期交付額
左の会計処理内訳

摘 要
前受交イヽ」金計上 収 益 計 上

保険給不」費等補助全 827,567,876,701 827,567,876,70f

老人保|[医療 lil t出 金補助金 5,817,90C 5,817,90(

後期高齢者医療費支援金補助金 202,039、 137.461 202,039,137,461

特定IL康 1多査・保健指導コ庫補助金 1,613,939,00( 1,613,939,00(

病床転換支援金補助全 73、 194 73,194

介護納付金補助金 114,016,484,68( H4,016,484,68(

出産育児 ‐時金給付助成可「業費補i助金 8,788,678,00( 8,788,678,00(

事務費負担金 12,021,074,000 12,021,o74,000

副 1,166,053,080,94 1,166,053、 080、 94

区 分 期首残高 当期増加額 当期 減 少 額 期末残高 輌 要

資本全

政府出資金 6,594,277,97( 6,594,277,97(

健康保険法第160条 の2の 準備金 210,481,812,49( 210,481,812,49C

繰越欠損金

当期木処理損失 ∠ゝ 472,328,009,243 △ 103,766,337,814 △ 472,328,009,24 △ 103,766.337,814

(注 )上記の他、前期に前受交付金計上をした介護従事者処遇改善臨時特例交付金 (期 首残高 8,451,000,000円 )の全額を当期の収益に計上しております。



5役員及び職員の給与費の明細

(単位 :円 、人)

区 分
報習‖又は給与 退職手当

支給額 支給人員 支給額 支給人員

役 員
( 4,087,976)

97,718,20〔

( 2) ( ) ( ,

職 員
(5,058,487,312)

11,613,008,816

(    2,6ら 7)

2,05〔

(    
―

)

472.163.541

(     
―

)

5(

計
( 5,062,575,288)

11,710,727.021

(    2,659)

2,061

(    
―

)

472,163,541

(     
―

)

5(

(注 1)役員に対する判1目1等 の支給基準は、全国健康保険協会役員報口‖規程及び全国健康保険協会役員退職手当規程によっております
=

(注 2)lit員 に対する給与及び退職手当の支給基準は、全国健康保険協会職員給与規程及び全国健康保険協会職員退恥t手 当規程、全国健康保険協会契約職員
給与規程、全国健康保険協会「

1時nt員給与規程によつております。

(注3)支給人員数は、年間平均支給人員数を記載しております。

なお、FL康保険勘定、船員保険勘定を兼務する役員及び‖々員の報酎‖又は給与については、各勘定に共通する経ルとして核分計上しておりますが、支給人員数
lt全て4・

‐
l康保険働定に含めて記載しております。

(注4)非 常勤の役員及び職員 1■ 、外数として( )で 記載しております。

船員保険勘定



【lrn隕 保険勘定】

貸 借 対 照 表

平成23年 3月 31日 現在

(単 fl円 )

(単 位 :円 )

H 金 額

産の部

流動資産

現金及 び預 金

未 llt入 金

前払費用

未 1又収益

被保険者 貸付 金

貸倒 引当金

流動資産合 言ト

固定資産

1 有形固定資産

建物

工具術 171

リース資産

有形固定資産合「 |

2 無形 固定資産

ソフ トウェア

無形 固定資産 合言1

3 投資その他の資産

全銭 の(言 言[

投資その他 の資産 合計

固定■,産合計

資産合 計

6,504 147,116

1,428,357.535

7 697 881

15 751,058

1,271,100

/ヽ  901 632 616

7,055 595,07

30 492,268,067

23 526,729

43,286,335

3 222 480

70,035 541

410 338 254

410 338、 25`

30 011,894.26(

30011,894,26(

37 517,863 141

ll H 額全

負債 の部

I ttfJl負 債

未 |ム 全

未 lム費 用

前受 1文 益

短 期 リー ス債務

仮受 企

賞 与引 当金

役 員賞 与」当金

債 合計流動負'

H 固定 貞債

長匈〕リー ス債務

資産除去債務

退職給 IJり 1当 全

役員退  手当づ1当 全

債合計固定 負

負債 合計

llt資 産の部

I 資本金

政 ll出 資

` 合計資本企

Ⅱ 船 員保険4t第 124条 の準備 金

準 ljO全

合計準備全Ⅲ利榊余
λ利益当期未処グ

(う ち当期純利益 )

'J`ヽ

千1余 金 合計

純資産合計

負債 和L資産 合計

2,528.077,707

10、 192,128

114,715,616

1,219,lSl

6,583,759

23.325,967

1,377 431

2,685.491,78C

378,358,373

1 988,586

291,023

375′ 945,795

132,969

165,124,59(

3,063,850,162

31 156.325. 192

2,862 563 197

31 156,325,192

2,862.563,l l17

(2,862.563.197)

34 484,012,979

37 547 863 141



【船員保険lth定 】

損 益 計 算 苦

1 平成22年 ■月1日

至 平成23年 3月 31日

(「F位 lη )

(ll`イ ti円 )

rl H
金

常費用

事 半費用

14N111ミ給イJ Ft・

lLtlll金 等

B虜1高 齢者納 ll企

後期 高齢者 支援企

老人 IRttlll出 企

退職 者給「1拠 出 /1N

介護納ll全

業務経費

保 I炎給イJ竿 業務経 ll

人件費

福利厚生貨

委 託 l・ c

郵送費

減価

“

1却費

その他

レセ ツ ト業務留 1

人件費

福 利厚生費

委託費

郵送費

その他

イカt健事業経費

健診費用

委
‐
t費

郵送費

価社市 ,■経費

福力L事業給

`J金委託貨

郵送費

その他

その他業務経費

一般管 llLrF

人件費

福利 暉生費

lt'務 経費

姿託費

地代家賃

その他

減

`‖

償却 費

その他

i業 費用合計

219 822,779

:307,320

33 163,9o2

27 374,992

111,738,356

26 500,968

1 735,242 08.1

5,575 919,o86

15 938,218

930 903 724

27 266,097 034

l1 258 003,112

3,229,188 770

７３２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

跳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乳

０７０　　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
犠

448 908 31

30,783

330 448 265

,256 066 821

4 690 130

22 848,728

45,423

6 625,179

1,253,501

10 363

242 767 914

85 773,263

1,907,088

1,921 967,82[

333,701,241

375,737

22 02C

175,251 091

118,333,300

54 436.431

115,603,20C

98,513

348 020,822

2,472,279

3 385 00B

45,193,765 4

Fl [| 全 額

損害賠 償金1文 人

その他

事業 1又 益合計

事業外lk益

財務 1又 益

受取利 忠

金銭の信 .L71E用 益

雑益

事業外収益 合計

経常収益合計

経常利益

特

懲糧縫 陽 矧 料 蠅 用に伴う影 _額

87,574 87 574

87 57′ 1

165,891

27 648 327

35 551,580、 Oo(

1,458,842 12(

7,799,329,00C

2,958,607,ollc

283 555 00(

65 28C

71 218、 37C

30 977 389

30()0

45,293.853 044

48,154,177, 165

28 002,358

27 814 221

188,137

1́7 035

29 750 079

18,182, 179,52

2,888,326 479

29,797.114

4 036 23[ 4 036,23[

2,862,565,59マ

2 40(

2,862,563,197



【船員保険lll定 】 【1含 員保険勘定】

利益の処分に関する書類

(単位 :円 )

ぶ千響梨→
処分 を行 った場合、純資産 の部の船 調 険法第 124条 の輸 金残 高は Mm&誌 &副 ]と

キャッシュ・フロー副算薔

自 平成22イ |:4月 1月

や 平lJk23年 31131日

科 日 金

I 業務活動に よるキ ャッシ
=′

・フ〕]―

佑tl険給イ」費支 ||

拠 出金等 支出

介護納「 1全文 |「 |

|]庫補助企返還金 力 |

llx保 険者貸 f可 全 支 ll

人件費文 |||

その他 の業務 支出

ntl資 本1等 交イJ令収 入

疾病任意継続被保険名保険お1収 入

国庫補助 金収入

国 に負担 金 1文 人

被保険者貸イJ llK済 金1文 人

その他 の業務収入

小計

利 息の支ツ、額

'1息

の受 IFx額

法人税等の 支]ム
/111

業務活動 によるキ ャ ッシュ ヽフロー

Ⅱ 投資活動に よるキャ ッシリ フロ‐

全銭の信託 の取得に よる支出

有形固定資産の IIR得 に よる支 ||

1〔 形固定資産の取得に よる支出

投資 lF動に よるキャッシ ` フロー

lΠ  財務活動に よるキ ャッシ ュ フロー

リー ス債務の返済に よる 支||

財務活 Iljに よるキ ャッシJ・ フロー

Ⅳ 資 /tXの減少額

V 資金期 首残 高

Ⅵ 資金期 末残 高

△ 27、 687,275,491

′ヽ 11 357 047 112

/ヽ  3 225,751 77C

△ 1、 02′1 0oC

∧ 4,22059(
たヽ 370,ry1 6,317

△ 3、 235,278,312

37 815.000,000

1.462 836,′128

11,995 784.Ooo

283,555 000

2,949,196

l t10,411 714

5、 868,023,04(

△ 88 67:

166 331

/ヽ 55(

5、 868,100,191

△ 30、 Ooo,Ooo,oOc

/ヽ  6,738 50C

′ヽ 57 671 25C

△ 30、 064.409、 75,

/ヽ  1 191 48:

∧ 1,191、 485

/ゝ  24 197,301.047

30 701 648 163

6 504 147

H 額金

I 当期未処 分利 益
Ч
i ttivt和 1益

I 利益処 分 8H‐

船 員保険法第 121条 の準備金繰人額

Ⅲ  次菊躁 越利益

2,862.563,197
2,862,563,197

2,862.553,197
2,862 563 197



【船員保険HJlt】

注 記 事 項

I 財務諸表作成の根■法令

全国健康保険協会のllU務 及び会計に開する省令 (平成 2o年 9月 26月 厚生労 省令第 114号 )に定めるノィに
準により作成 してお ります。

Ⅱ 重要な会計方針

l 金銭の信託の評価基準及び言1印 1方法

償却原 lllh法 (定額法)|=よ ってぉります。

2 1J定資産の減価償却の方法

(1)有形 J定資産 (リ ース資産を除く)

走額法によつておりま‐り■ なお、主な耐用年数は以 卜の通りであります

ll・t員 としての在職期間とみなすことにより計上さね′る額に相当する額についても、イ)「 せて亨卜上して
おりまJ^。

数理計算上の差共は、各事業年度の発生時における職員の平均残存ul」務期間以内の一定の年数
(10年)に よる定額法により按分した額をそォ1′ ぞれ発生の翌事業年度から処l■することとしており
まう

~。

(5)役員退 :手 当引当企

役員に対して支給する退職手当に備えるため、当事業年度に負担すべき支給見込額を計上してお
りまJ。

3 船員保険法第 124条の準備金の言上基準

船員保1会事業に要する費用の文||に 備えるため、船員保険法施行令 (昭 fL 28年 8月 31日 政令第 240
号)第 28条に定める基 lFに より、訂上しております。

4 キャッシュ・フロー計算 における資金の範囲

な譜未丘ふ乗身こ続采所籠‡振″|ザ 象11話稚;:蒙
gilt‖

1稚ケ禁bすり瞥ヵl精蹴:li着 I黒腎
3ヶ りJ以内に償還期 ||の 到来する短期投資としております。

5 消費税等の会計処 l■

税込方式によ4,て ぉります。

Ⅲ 会計方針 の変更

当事業年度より「資ビ1除去債務に関する会計基 rll」 (企 業会計基準第 18け 平成 20年 3月 3111)及

糀 :す

る会計基準の適用1静l」 l企業会計基準適用す旨針第四 け 平り成■o年 3月 31D

これにより、経常利益は 70,556円 、税引前当川純利益は H7,591円 それぞれ減少しております。

IV 貸4‐ 対黒
=関

係

建4勿

工具備 |り |

10～ 15年

5ヽ 15年

(2)無形周定資産 (リ ース資産を除く)

定額法によっておりまJ。 なお、協会内利用ソフトゥェアについては、協会内にお |サ る利用口「能
期FD5(主 に5年)に基づいております。

(3)リ ース資フF

所有権移転外ファイナンス・ リースI「/引 に係るリース資産
リース期HHHを 耐用午数とし、残存仙i額 を零とする定額法によってお ります。

3 り当金の計上基4t

(1)貸倒引当金

債権の貸倒オ1′ l‐ よる損人に備えるため、一般債札についてはti例実績率により、貸●J懸念債権等
特定の債権については個別に 0収可能性を検討し、1叫 収不能見込額を計上してぉります。

(2)賞与り1当 金

職員に対して支給する賞与に備えるため、当
「

業年度に負担すべき支給見込額を計上 t´ ておりま
■

~。

(3)役 ri賞 与]当 金

役員に対して支給する賞与にlclえ るため、当事業年度に負担ナベき支給見込額を計上しておりま
す 。

(4)退 lld給 付引当金

職員の退職給イヽ」にllllえ るため、当■業年度末における退職給イ、J債務の見込額に基づき引上 してぉ
りまう。

なお、岩用保険法等の一部を改T「 する法律 (｀「 成 19年 4月 23日 法律第 30号)附則第 26条第 3
■の規 jLに より協会の職員として採用された社会保険庁の職員について、同法

`ll脚

l第 27条 第2■の
規定に基づき、国家公務員退職手当法 (8召 n28年 8り 18日 法律第 182号 )第 2条第 11貝 に規定する
職員 (卜際 第 2項の規kきにより職員とみなさ才1′ る者を含む。)と しての引き続いた在 期間をう会の

資金の期末残高と貸借対Л(表 に掲記さメn′ ているr日 の金額との関係
現金及び預金

有形固定資産の減価償却黙.I額

損益計算書関係

該当事項は、ありまLIん。

キャッシュ・フロー計算書関係

15,381,o57■ l

Ⅵ

6,50′1,147,116円

資金期末残高 6,504,147,11611



VII 金融商品関係

1 金融商llliの 状況に xlす る事項

当協会は、資金運用については、健康保険法施行令 (大 正 15年 6月 30日 勅令第 243号)第 1条に

定める金融商 l・ :に 限定し、資金 Jll達 については、銀行からの借人により行つております。

未収債権等については、当協会の定める債権管理方法に従って、lll務状況の悪化等による●1収 懸念

の早期把握や軽減を図っております。

借入金の使途は短期避転資金であり、厚生労ltl大臣により認可された資金計画に従って、資金 i上

を行つてお ります。また、 リース取引は、設備投資等に係る()の です。なお、船員保険IJJ定 において

は、当期は借入金による資金:〕‖達は行っておりません。

金融商品の時価等に関する事項

期末 Hにおける貸借対照表計上額、時価及びこね′らの差額については、次のとおりであります。

(単位 ])
貸借対照表計上額 時 価 差額

(1)現企及び預金

(2)未 1収入金

貸倒引当金

(3)被保険者貸付金

(4)金銭の信託

6,504,147 116

1,428,357,535

△  901.632 616

6,504,147,116

526,724,919

1,271,10o

30.O11,894.2f19

526,724,1)19

1,271,100

2(),987,111,948 △ 24.782321

資産 言| 37,014,037,404 37 019 255 083 △ 2′1,782,321

(1)未払金

(2)リ ース債務

2,528,077,707

3,207,767

2,528,077,707

3,237,552 29,785

負債 計 2,531,285,474 2、 531 315 259 29,785

(注)1 金融商I llの 時価の算定方法に関する事項

資 産

(1)現 金及び項金

短期間で決済され,る ため、時ldhは I限簿価額にほぼ等しいことから、当該)辰 簿価額によつて

おりまう。

(2)木収入金

回収見込額等に基づいて貸frul見 積高を算定しており、時価は決算日における貸借対照表価

額から現在の貸llll見積高を控1余 した金額に近似しているため、当該価額を t〉 って時価として

おります。

(3)被保険者貸付金

短期間で決済さね′るため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によつて

おりますト

(4)金銭の信託

取引金融機関から提示さね′た価格によっております。

負 債

(1)未払金

短期間で決済されるため、時価ιtllrk江 価額にほぼ等 しいことから、当該帳簿価額によつて

おりますで

(2)リ ース債務

元利金の合計額を、4~lI規 に同様のリース取引を行った場合に想定される利率で割り引いた

現在価値により算定しております。

口 責産除去債務 関係

資産除去債務のうち貸借対照表に計上している1)の

(1)当 該資産除去債務の概要

所有権移1云外ファイナンス・リース取引に係るリース資産のリース期間終了に伴 う撤去費用等

に対し資産除去債務を計上しております。

(2)当 該資産除去債務の金額の算定方法

使 lll見込期間を当該リース資産のリース期間 (4～ 5年)と 見積り、害1引 率は当該リース期間

に見合うlfl債 の流通利回り (0408%)を使用して資産除去債務の金額を算定しております。

(3)当 事業年度における当該資産除去債務の総額の増減

期首残高 (注 )

時の経過による調整額

期末残高

289,340円

1,183111

Ⅸ

291,023円

(注 )当事業年度より「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第 18け 平成 20年 3月 31H)
及び「資産除去債務に関する会計基準の適lll指針」 (企 業会計基準適り‖指針第 21号 平成 20年 3

月 31日 )を 適用したことによる期首時点における残高であります。

重要な債務負 担行為

該当事rLは、ありません.

重要な後発事 象

該当事項は、ありません。



附属明細書

(船員保険勘定 )

1 有形 固定資産及び無形 固定資産の明細

2 引 当金 の明細

3 資本金、準1桁 金、積 ,金 及び剰余金の明細

4 国等か らの財源措置等の明細

5 役員及び職員の給与等の明細

【船員保険IJl定 】

1有形 l・1定 資産及び1(形固定資産の明利‖

附 属 明 細 書

(単位 :円 )

資産の種類 期 首
‐
残高 当期 jl"力Π和 当期IL少 額 期末残 1,

ルt価 ||1去‖
`1計

額

:当期,1コ]′白

」引期末
11'そ11‖ I

ll要

有形固定資産

建 物 22,825、 87f 2,803,50( 25,629、 37f 2,102,64 1,688.37( 23,526,72`

工具備品 44,277,67 10,185,00( 54,462,67 11,176,34 8、 96873〔 43,286,331

ノース資産 5,081,74( 242.80F 5,324,55 2.102071 1,288,991 3,222.48( 注 ]

| 72,185,29( 13,231,30[ 85,416,60 15,381,057 11,946,10( 70,035,544

無形固定資産
ソフトウェア 487,671,16 48,662.25( 536,333,41 125,995,16( 102,264,529 410,338,254

487,671,161 48,662,25( 536.333.41 125,995,161 102,264,52( 410,338,254

(注 1)当 1川り‖力‖額は、「資産除去債務に関する会計基:r」 (企 ア会計基ir第 18号 平成20年 3月 31日 )及び「、1産除去債務にF■lする会計基11の 11つ l lttfl」 (企業会計基準
適用指針第21ら 14成20年 3月 311)を適用したことによる除去費用(242,805円 )でありますて

2引 当金の明細

(ni位 :円 )

ス
一 期 首残高 当期」‖加″:

当期::t少額
期末 残 高 摘 虫

目的使 用 その他

貸倒引当金 938,864,721 901,632,61( 33,195,87( 905,668,84` 901,632,61( 注1, 注 2

賞′ラ引当金 23,904.207 23,32ら ,96 23.904.20 23.325,96

役員賞与引当全 1,407,161 l 1,407,161 l,377,431

退耳1`給 付引当金 355,421,40( 20,524,38( 375,945,795

役員退職手当]当 金 34289 106.35( 316,28( 13296` 注 3

言| l,319,940,40( 946,966,75( 58,507,253 905,985,12 1,302,414,77〔

(注 1)一般債権については貸タリ実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検魯lし 、回収不能見込額を計上しております。
(注 2)当期減少額のその他は、洗替法による戻入額を計上しております。

(注 3)当期減少額のその他は、過年度計上額の戻入額を計上しております。



3資本金、準備金、積立金及び来J余金の明細

(単位 :円 )

区 分 期 首残 高 当期増加額 当期減少額 期末残高 摘 要

資本金

政府出資金 465,124,590 465,124,59(

船11保険法第124条 の準備金 23,810,029,57( 7,346,295,61( 31,156,325,192 たに1

船員保険承継調整積立全 5,346,026,88` 5,346,026,88 注 2

利益剰余金

当期未処分利益 2,000,268,731 2,862,563,197 2,000,268,731 2,862,563,197

(注 1)当 期増カロ額は、前期利益処分による繰入額であります。

(注 2)当期減少額は、全国健康保険協会の財務及び会計に関する省令(平成20年 9月 26日 厚生労fJ」 省令第144号 )附則第5条 第2項に基づく取崩額であります。

4国 等からの財源措置等の明細

(単位 :円 )

区 分 当期交付額
左 の会 計 処 理 内訳

摘 要
前受交付金計上 収益計上

保険給付費等1市 助金 2,851,324,00( 2,851,324,00(

特定健J〔診査・保健指導国庫補助金 34.816.00( 34,816,00(

出産 rF児 一時金給付助成事業費補助金 11,860,00( 21.860,00(

事務費負担全 283.555,00( 283,555,00(

計 3,191,555,00( 3,191.555,00(

洋｀卜記の有わ 晰i期 に前を本付今計
「

ルl十 介護群 基 臨 Bキ 特前 受 護従事者処遇改善臨時特例交付金(期 首残高 50,607,000円 )の全額を当期の収益に計上しております、

5.役員及び職員の給与費の明細

(単位 :円 、人)

区 分
報酎‖又は給与 退職手当

支給額 支給人員 支給額 支給人員

役 員
(    36,261 )

17,255,71(

0)

1

( ) ( )

職 員
(  27,679,017)

280525,43[

(       14)
4:

( ) ( )

計
(    27,715,278)

297,781,14乏

(        14)

4(

) ( )

(注 1)役員に対する報酬等の支給基準は、全国健康保険協会役員報酬規程及び全国健康保険協会役員退職手当規程によっております .

(注2)職員に対する給与及び退職手当の支給基準は、全国健康保険協会職員給与規程及び全国健康保険協会職員退職手当規程、全国健康保険協会契約職員

給与規程、全国健康保険協会臨時職員給与規程によつております。

(注3)支給人員数は、年間平均支給人員数を記載しております。

なお、健康保険勘定、船員保険勘定を兼務する役員及び職員の報酬又は給与については、各勘定に共通する経費として技分計上しておりますが、支給人員数

は全て健康保険勘定に含めて記載しております。

(注4)非常勤の役員及び職員は、外数として( )で記載しております。





22年度 合算ベースの収支状況(医療分)

(注)1 端数整理のため、計数が整合しない場合がある。
2上記の数値については、協会の決算数値に国から提供のあつた数値を加え、協会で算出したものである。数値は今後の国の決算の
状況により変わりうるものである。

22年度 合算ベースの収支状況 (介護分)

(注)1端 数整理のため、計数が整合しない場合がある。
2上記の数値については、協会の決算数値に国から提供のあった数値を加え、協会で算出したものである。数値は今後の国の決算の
状況により変わりうるものである。

(単位 :億円 )

平成22年 度
(22年 12月 時点見直し)①

22年度決算見込② ②―①

収

入

保険料収入

国庫補助等

その他

67,22(

10,54(

29〔

67,34(

10,54(

28(

‐２
　
▲
　
引

計 78,06Z

支

　

出

保険給付費

老人保健拠出金

前期高齢者納付金

後期高齢者支援金

退職者給付拠出金

病床転換支援金

その他

46,10〔

1

12,10C

14,214

1,968

0

1,615

46,09C

1

12,10C

14,214

1,96ε

C

l,25G

計 76,00 75,63 ▲ 36(

単年度収支差 2,06(

準備金残高 ▲ 1.11 ▲ 63(

(単位 :億円)

平成22年度①
(22年 12月 時点見直し)

22年度決算見込② ②一①

収

入

保険料収入

国庫補助等

その他

6.05〔

1,22(

計 7.27( 3

支
出

介護納付金

その他 1 1

計 6,94(

単年度収支差

準備金残高
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田秋 形山

標   況

|"は
"(l腐

の値

被保険者″ ①
223069 人   ( 221161人 )

うち任意 継続it保 険者 数

2,903 人   (  3764人 )

被扶■者数 ②

158269 人   ( 15903フ 人 )

事業所教

15941ヶ 所  (  16230 ヶ所 )

標準編1川 iC M

700,フ 77百万円 ( 708.253 百万円 :

俣

"

被保険者数 ①
191,315 人   ( 197.591人 )
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相準椰A川 だ l員うち
霧
壼
TT者

ヨ
初5人
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燎扶薇者な ②
144848  ノ、     (   150029 りk)

"入
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のについて、プロジェクトテ ムにれ 章ヽ 計し、効果的な確 や

8魃 ∬1試ミ・
lL°口姉 陛 は 範/唯徽 輸ooO‖

(新規加入者に対し、撮保険市証を通付する際に同封し健康保ltネ 1度 の周知をE・Jつた)
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島 城茨

櫃    況

内 J ll年 度の饉

攘保険7・ 敗 ①
965819 人   ( 356469人 )尭
計禦甲

Jη
議

27125ヶ 所   (   27,420 ヶ所 )

|ワ 準IP雨用綸
`1

,134ε ,9百万円 ( 1,183103 百万円 )

保障綸付質

iri旱 険■懃 ①
335774 人  ( 332642人 )

うち任意‖続‖保1,■ 竹

4808 人  (  5312人 )

核ll■ 書蒙 ②
249749 人   ( 249150人 )

1型獅ぶ}…
Pl漱亜2,2297 人   ( 272980人 )

腋鉄■■腋 ②

加入者計 (_lD+② )

023116 人   ( 029,452人 )

鶯編副   ~ 38■
70025百 万円 (  7,389 百万円 )

鋤竃可   "人
585523 人   ( 531792人 )

ふ:力」丁
~ ~ "1 71,471百万円 (  68400 百万円 )

]

契約:=員           44人

健
康

保
険
絡

付
等

健康 保 険証発行 140444枚 1045961文

高額1魚 ■費  :  偲憫手 J現 金 給 付

各 11サ ー ビ ス

貸 付  ● ■

10855件  I     14831件
高額査定通,0 1タ ーシアラウント通知~  ‐

33件 1  3262件
高顧医療費貸付件叡

307件

~~~ 7471件
| ~197682件

医ln貴 過,1イ ンターガ71,  口塵撮‖(任 IL I

Jttj′ 9_ 
≦79 1___ 1■ ,世_
出嗜費用貸付件懃

保

健

事

■

健

保 健  :" 諄
笏 塩II鰤鄭畳ヅi繁薫
_理 亜 l炎 15?81牛 (2p lり  6ゥ 月後耳価 2b7111(12806)     9670件 初回面談 224!|キ (130,)6ヶ 月後:1価  1712i「

]舌弓Щli靴朧1離ド生疎聴薫
その 他 17健 車 桑

0やきとりしいさん体

“

&メタホ11習会
0ウオーキング大会への参加
0由 11保 Ol事 栞
0年 煙支,ヨ

0健診受お機会l足 lR

0028,槻闘案内バンフ‐llル 受ルLll,バンフの作成

0僣庫づく萌
「

ttlll… フ而
0「 メンタルヘルスセミナー」の開籠

8程瀾紺講「到勝騨どきじY卑駐ま11鷺 %ギ
デ例・91A輌 )

レセ フト点 lt tt ln

t被 保険ti人 当り効果船 | 一円
鰤
一ｕ

一円

檎点

・堕一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．

検
一劉

点価
酪

場 56R I‐ _聾
Ⅲ

1201h l J傷
点

囁 嘉

支部独自の目■工夫を
活かした主な取組み

草浮J陽評論基瀑鸞紺∬:;II極秘辮」
呂話借篤需 ,lT婆 ど

入者のしおり」を同封し、健康保lt制度と加入者に対して

8携転博:]島131層デコ監れ塙帥 だt鑽せ器奨蹴 喪ヽ失月の納付

3'製躍 ∫
政とのタイアップで各地区の選難所l_H鰈伍師を派遣して、健康支協舌勁

υ
'一

ビススタンタート退肛 F100%の ll■■ 理 (15カ 月逮棧達成 )

lξ暫暮澪穏尋月ぶ習竜だ蓋ぎ花を構 駒割こより、処理糧れ切理日数の
Эお客1彙サービスの向上 (お 客11洛足II調査 全国‖合1位 )

Dj:]編 ガ

`極

i悩 脚 翻

:脚
ち∬警

Wを
組

D副 全親 雛 精

月定例化臥 点検用 =,ヽ て協議な Rを図つた

樵 R臨認 輝早見をま早五Ъ品鼎RJ呆
限田彙機関及引服渠剛こ
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木栃 馬群

概   況

(l内は11年 度の●

加 入言歓

腋保険者数 ①

276,17! 人   ( 272111人 )

●栞所戦

20,708ケ 所  (  21055 ヶ所 )

帽串報酬総額

加入者数

被保険者数 ①           '
007032 人   ( 305.193人 )

24274ヶ 所   (  24,607 ヶ所 )

標準報酬β81

|う

ち
:誌計T保¬

者散
4613カ 1発孵響¬=数 人 )

1.0,4166百 万円 ( 10104フ 8 百万円 )

保険綸付費

1,144002百万円 ( 1143793 百万円 )

保険13付費

喧扶養者数 ②

205990 人  ( 205210人 )

者 数 ②噴扶養

251875 人   ( 252448人 )

涸入者計 (① +② )

432161 人   ( 477,327人 )

60,473百 万円 (  58532 百万円 )

コ人者 Et(llp十 o,
559207 人   ( 557.641人 )

71,459百 万円 (  68504 百万円 )

鋤 職員 |   "人 勁 腱員 l   m人 欄 憚員|    "人 黒職員| ~~~~~蔦 1

伍
凛

保
険
綸

付
等

儘凛保 険肛 発行 111731枚 125322111

現 金 給 付

各 llサ ー ビ ス

貸 付  事  業

高饉腋■■    傷肩手当金 出産青児一時,  その他の現金

“

付 高額ln■ ■     傷膚手当金 出産曹児一時金   その他の現金総付

8942件 1  12002件
高饉査定通知  ターンアラウンド通知

5'30件 1  170.632件
医le ttla知 (イ ンターわ卜) 口座標曽 (任 組 )

12230件  1    16.112件
高頗査定通知  ターンアラウンド通知

6691件 1  183918件
医療貴過

'0(イ

ンターネット) 口座撮曽 (任 継 )

108件 1   3512件
高額医療民賃付件敗

1'1件

230672 (32)1    1180件
出産貫用貸付件数

件

97件 1   5437件
高麟医療賛貸付件数

250 {嗜

260700 (74)1    1,716件
出産費用貸付件数

6`牛

保

健

亭

纂

お健

菅18需驚鳥曹 ITが棚 1_二 辮 1響 三
被保険者 (特 定保健指導)(実 施率,       ■,隕 ■での他の口●nⅢ

~助
回面談 32971牛 (224ヽ )16ケ月後l千 ● 1.499件 (102T'|   ~ 1587件

写鰍墨勤∵・■鮒』凛辮ト
被保rt者 (特定保健指導)(実 施率,       口,い ■ モの他の,● ●4,

IID回 面饉 1514件 (86%) 6ヶ月■評価 0'11「k3晶 〉 1     互9254~保 le指 導

その他 保健 亭 集

D健康職場づくり推進事業 (161● 業所 )

D生活習慣調査アンケート実施事業(2053件 受理)

)支都独自のジヤンパー、のぼりを使用した、保at師による出前僣臓相談事業
)支都窓口での健康相談 (■ 月第2水 lE日 )

D事 業所への受診勧奨及び事業者健診精累提供患向アンケートの実施 (75事 業所受理 )

D職域肪円1暉員 (■ お植遣員
'に

よる生活習1口 鋼予防横お等の勧奨
〕「健康セミナー」の開催
Э休日の保健指導
D保健指4中断率低下の支援ツールバンフレットの活用

レ セ プ ト点 検 実 11

(被 保険者1人 当り効果m)
_資 格点

,174R卜
~~J客 鰤

419n l~‐
点

1面 ―
・

騒

鴫 雨 |―

内■ 鰊

¬ 而 十 一
J炸

支部独自のJ■工夫を
活かした主な取組み

0栃木県の後根を受け、健康保険委員を対象として、支都碑:1会 :1■ と健康づくり椎遺協:1

会la長 を調師とした「411康づくり推進セミナーJを 開催 (“ 0名 出席 )

0適正受診を図る「資格喪失後受診抑制ボスター」を作成し、約4千 Eln機関等へ掲出依頼
0栃木県藁‖師会を通じ、県内約800薬局にジェネリツクE薬品使用促進ポスターを配布
O平成22年 10月 に被保険者の保腱術導の外部委託を開始、健お機関以外にドラックストアー
や薬局とも■3t契約を締結(平 成22年度末 フ先と契約済)

0パイロット事業としてテレビ電話による遠隔窓口を足利商工会1員 所に21置

O限度腋認定証チラシ(申 :A宮 一体型)を 県内111の 全ての病院に配布、窓口への設置依頼
0事 務室賃料の引き下げ及び入居ビル内倉,中 の外部倉庫への移転統合により、年間ベース

′低lR保瞑勒規
"人

● (■ 騒嘔脅者 llこ 対し、藤保口● IIL(保 陳J口 を送付す0踪に
'健

康保
貪に加入された方へ」の小冊子を配布し健庫保険04度 の周知
D「 みなさまの健康を支える協会けんぼ辟島支部」のパンフレットを作成し、商工会:1所 等諸
ヨ組配布所、年金事務所に設置し、|“ 会けんぼの事黒について扶晏家族を含む地域住民に
な幡
)生 活習lE病 予防健診未実施事業所への肪問による受お勧奨及び制度の周知
)「 保隣IIは 正しく使用しましよう」のポスターを作成し、医 11、 歯科の医療機関に配布。特定
瞳診のポスターは、保Lt者協議会において作成し、特定健おE康機関に配布
〕「こころと体のセルフチェックJとして、携帯電話やパソコンを使つて、簡単にメタボチェンクや
トヽレスチエンクができるサイトを実施 (メ タボチェックは保健指導にも利用 )
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玉崎 葉千

楓    況

()内は,1年 lRの ||

加 入者数 加入者敬

被保険者数 ①
586355 人   ( S33330人 )

52992ヶ所   (  52,73フ  ケ所 )
被保険者数 ①

412,31 人   ( 406437人 )

40068ヶ 所   (  31213 ヶ所 )

う
1需計T保崎

散
.677カ

I「準報酬R順 発
貯響甲 1語元

欄皐報酬紀額

2292494百万円 (229940B 百万円 )

保険略付費

1576611百 万円 ( 1,577872 百万円 )

保険格付贅

薇扶養者数 ②
459798  人      (   460903 人)

腋扶養者数 ②

305953 人  ( 302043人 )

加入者計 く①+121)

10401`3 人   ( 1044848人 )

130359百 万円 ( 125271 百万 円 )

加入者計 (0+② )

718,34 人   ( 709380人 )

90415百 万円 (  36519 百万円 )

鋤 職員 |    ∞ 人 契約職員 57人 欄 泄員 |   "人 鋤 臓員 |   "人

健
康
保
険
総

付
●

健康保険肛 発 l■ 250434枚 184330枚

現 金 給 付

各 11サ ー ビ ス

貸 付  亭  彙

高 饉■■■   1  傷冑手 当金  1 出産 曹児 =時金  | その他あ 現金総 付 高顔

'■

f~可
~百

而 雨署 百
~可 ~面

輛 再 F薔百
~「

マ 所 出の現金総付

爾 £酬 卜 だ鉤 医療■過知(恐螺式―口座F『路告戸―¬韻二T暑許与巧親踏頬
フ789件  1   251610件

医lR費 過
'0(イ

ンターネット) 口座饉咎(任組′

145{牛  1       10508{牛 489223(204)1    0269件 138件 1   3フ 70件 338,766 (132)1    2012件
出産費用貸付件徴

41件
高饉医療贄貸付件敬

327 14

出産費用賃付件数

103件

高饉医療■貸付件数

保

健

事

栞

F健

保 健 指 導

瓦m府所健お器 「Ⅲ・編かんね3藉¬組腋lξbっ 勇口而面濫糀 5%模非―湖修鵠輌
108051件 (318%) 22639件 15586件  (128%〕 80373件 (3,2%)  | 172291キ  | 10'3B{牛 (128%)

1板●険■ (その leの 彙ell■被保険宕 (特 定保健指導)(実 施率) 被保険者 (特定保健指導)(実施率 ) |=瞑 ntiそ あ他の保健指導
初回面談 2082件 (88%)16ヶ 月後評価 1,061件 (45%)1     5,780件 初回面談 3,191件 (15'マう 16ヶ 月後評百

~1851件
て]0%)| 9,928件

その他保健 亭 栞

Э埼玉県ヘルシーフロンティア入会
Э保僣師の求人広告
Э特定保健指導用 r健康キャリーファイル」の作成 (名 入れ印刷含む)

Э埼玉県ヘルシーフロンティア県民総会イベント出展(健康相談 健診啓蒙活動)

Э新規適用事業所への郵送による健診受診勧奨の実施

D喫煙対策セミナー

D松戸まつり千葉市民健康まつりにイベントプースを出■
Dメタボチックな若者へ !ち ょっと変身してみませんか ?作戦

レ セ プ ト点 検 奥 ll

皓 倶瞼奢1人 当り勧豊m)
―

・
幡点

ll雨

「

+― ――
J望 壼 二

百

「

百 1-― ―処
鴇 一 ――ゴ 壁

考 ≒ 而
「

J一― ―
内容点検

面 面

「

卜
_― 外傷

警 需 面
_

支部独自の創意工夫を
活かした主な取組み

(①埼玉県内の病院へ申請■設置お服いのDM発送 ②封筒裏面を利用した案内広告
Эポスターを作成し各鋼院へ配布)

D受影勧奨を目的とした腱員による手業所訪問運動
D利便性の向上は当然ながら、受■|キ数および電Eによる申請書郵送依頼の減少を目的と
た́、支部ホームページの大幅なリニユーアルの実施

Э無資格受診防止及び債II発生防止の観点からボスターを作成し病院へ配布
Э市町村広輌誌の協会けんぼ特定健診の案内掲載(約 20市町で実施)

Э特定保健指導終了者への終了証の交付

D大学講師を招いて、千葉県後援の喫煙対策セミナーを開催。企業の人事担当、保健師等、
強々 な職種の方に参加いただき、喫煙の書や企業における喫煙対策を幅広い層にアピール
〕禁饉棺ltの ため、商工会等主催のイベントにブースを出展。それに合わせ、お補いのハッ
ゴとノポリを新調して協会けんぼをPR
D健康保険証や任意継続納付書の作成発送、柔整申請■の打番業務等の定型業務を業務
E託して臓員の事務負担を軽減
)21年 度より引続き、年金事務所のサテライト窓口について来客数に応じ開般日数の見直
。́22年 度については尊張事務所窓口を縮小
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一呆東 神

la    況

(1内は1lff鷲 の饉

被保険者数 ①

2121.699 人   ( 2110451人 )

232066ヶ 所  ( 227,322 ヶ所 )

17準 報酬総額

嶺保険者強 ①
694604 人   ( 683535人 〉

69007ヶ 所  (  68564 ヶ所 )

標準椰 1川総額
|う1弔 1薇

保
賢・
欺
.囀 ヵ

うち任意継続被保険者数
12,027 人   (  15050人 )8.980421百 万円 (9140037 百万円 )

保険総41費

2,384803百万円 ( 2832,391 百万円

保険袷付費

「
扶薇者数 ②

1419040 人  ( 1410989人 )

置
'■

者麟 ②
51,036 人   ( 501721人 )

"入
者計 (① +② )

3540'39 人  ( 3.52,440人 )

453936百 万円 ( 439095 百万 円 )

コ入者計 (O+② )

1211,30 人   (1135256人 )

159,379百 万円 ( 149033 百万円

勅 麟 |   
“

4人 鶏 瞳員
|   

“

4人 常助瞳員
1          60人 黒約 R■            90人

健

康
保
険
絡

付
等

健康保 険 肛発行 985206枚 331021枚

現 金 お 付

各 1ロ サ ー ビ ス

貸 付  ● 窯

高額書姜費     傷病手当金 出産育児一時金  その他の現金祐
`1

_型 堕 二 ■病手
、き

唖 彊 ¬ Ш 鉦

高額査定通知 Tターンアラウント通知 1医 1鰊 員過
'nlマ

ンタネッ
"~b座

臓||`=H,

67.122件      0フ 20フ 件

高傾査定通知  ターンアラウンド通知

39636件 1  1502'6G件
E IH貫 過知 ィンタわ卜) 口座標僣 (任 粗

024{牛         118491牛
高aE繊 費貸付件歎

336件

'735611(2079)1    3.241件
出産費用貸付1牛 叡

2804● ポ 蘊こ   1=卍
保

健

事

業

撻 8,

保 健 1を  導

-1雪島臨
llittI‖1鮒1悠雛

｀
籍鷲

i正|
。認麗幌i畿将轟話脇 乳l

篭靱鰊け 」馘 f
初回面談 21∞ 件 (66%)10ヶ月後評価 03ラ7F715%)1      81781牛

その他 保 02事 業

υ夕1■のための1"尿 つくリセミナー」の間nl

Pll定
保Ft指 ●3カ 月経過■に対する「ステップアップ健1,」 の実施

レ セ ブ ト点 検 実 lA

(被 保険者 1人 当り効果額 ,

~・ 格点

T964R‖  
内謙 検

葛 誦 百 1 
“

t評 吾

即

1lヵ F+ p容
鰤

“

両 1 
鵜 点

埼
"言

支部独自の11題 工夫を
活かした主な取 IBみ

υ711人 ● I■ ●動のに口,E"こ 価けるらの、TeSラ ジオ

“

凧脩 en番 組II“争けん |″ キラキラ世
康サホート」の放送と、同名のウェブサイトの開設.111別 計上事素)

OIt表電話対応円滑化のあの、コールセンターの外注化。
0年金事務所内13会 けんほB口間で情絆共有するおの、定期連部文書の作成。利用J“ 圧σ

8撼:騨壁[鼎比櫻馨混β色寝熱 電紺苫筆醜]『島袷の設置.■
大ミスを未然に防ぐ為の、ヒヤリ・ハット椰告制度の設置。

♀程鷲:脇
=皐

赤昴壼1:新
規適用事■所に対する健診宰内の送付。被17険 帝向け11定

謝幣1継諾プ乱I害こ弥膳6頂汐写し法薯籍親を[麒、い

-136-

潟新 山出

級    況

内 よ111底 の値

加入■政

被 |♀検 ■搬 ①

455732 人   ( 457052人 )

F
嗜扶■お″ ②

343410 人   ( 352905人 )

■■円iψ

30485ケ 所  (  33.972 ヶ所 )

標準絆ハ川1‖「

1.574067百 万円 ( 1581811 百万円 )

保険祐付貴

加入書
`,榜17"■輸 ①

235091 人  ( 234892人 )

うち任
=泄

崚被保険市″

一

―

防11■ ■殻 ②
164フ 07 人   ( 165600人 )

,■ 所魏
|

16510ヶ所  (  16.661 ヶ所 )

1申 準椰nHじ 11

863304百 万円 ( 862414 百万円 )

保険

“

11賢
う口入需肘 (① +21)

804,142 ノ、    (   809957ノ 、)

熟コカ職員  ~~  ~~1:r
101006百 万円 (  98.030 百万円 )

黒員「   話人
加入■計 (①十②)

099798 人   ( 400,528人 )

311k員
「 ~  岳天

50,331百 万円 (  49425 百万円 )

貿キうI=員]      30人

僣
原
保
険
“
付
■

健jl保 険 Ill発 行 164333枚 81112枚

現 金 裕 付

各 1ロ サ ー ビ ス

費 付  ■  窯

高額豫■賢    儡務手当金 出産有児一時金 | その他の現金

“

付 高額僚■貴 傷n手当金__1 函
=吾

夏=百爵 その他の現金格

`1

お額査定通知 |ターンアラウント通知 lR貴通,1インタ
'フ

ト

'  
口座撮● (任 継

10,911件  |

高碩査定通知  ターン

p172件 _1   4225,  _19G34`警
ウンド通

'01口
饉,n,1ィンタ

',卜
,  口

"“ “
i手

“
|

__131士 |  _921,L
高観E燎 貫貸付件数

132件

39''3ビ (125)|  ~11611■
出′費用貸付件懃

OI牛
・ 酬面瑶窯

:~1馬
鋒

保

僣

事

車

健 診

保 債  1甘  導

菫尋7i籐靴朧離鍮 輔鷹
初回面談 31411キ l1021)16ヶ 月後押価 9321牛 (36%)      352フ 件 初回面鱗 o58件

」舌1聾
嚇 翼 鮮 ,鮒止 哺 稀 蘇

|

その他保 健 事 業

Эウォーキングな師 によるOt康 弓 Ktl車

「

~~

Э小学校‐中学校での健康づくり教育
Э健1'保 健指4受診促進事業
Э生 :舌 習(1■予防健診関連印刷
Э14会 けんほ斬

":支

部 ■点事t等の広棒 (バ ス広告)■務多lt
Dlll診 ジエネリックE=品広椰チラシ(全 戸配布チラシ)

Э健康モミナー(ラЛF・D籠【幕ヽ デ213人,~~
Э健康づくリセミナー(3月 開‖、参力0者 637人 )

レ セ フ ト点 検 実 績

(被 保険■ l人 当り効累額 ,

_ 費格点
T両
「

喬 | "客
点

“
由6下 + ]■

点
場薦

一　
一ロ

”

　

３

１
Ｔ一円

檎占
■

容

一

内

一円

檎

．２２

点珊
一
・

支部独自のge工夫を
活かした主な取組み

′ェバ ri口
"の

一次予晰河東として 小甲宇揉ての健康つくり請話の実施。綱済余を通して
中ヽ学生とご両親等へのメタボ予防及び健康増luを 図った

7響 需 よ葛麗獲留Ltttξヒ[誦 響

二対して、働 児の醐 と医綿 翻 こ闘する専跡

〕旧度 61適 用認定IIの周知を行うため、県内のス院施設のあるE燎 機関に申:1日 及びパン
フレットを設置して加入雀への■及及び利便 1生 を図った
)社 保協会主値の事務濤習会及び年金事務所年金委員研修会において、は凛保険11度 の
1要 、協会支mの取組み及び健康づくり舅話■の講師として出艦し事務担当者へ制度等の
日及促遣を図った

:辞髯8書昴譜隧 告麓繕暑モ』f」雷ζ堰・
の内容を盛り込んだチラシを作成し、

|

:鶴:[雛T鮎ち〕嶽骨愧 1:[欝聯li酢
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石 井福

糧    況

()内は前オ曖のロ

加入肴破 率栞所破

魔保険者数 0
24フ 399 人  ( 24710,人 )

|… 蔦訂

17,938ヶ 所  (  18132 ケ所 )

相凛颯■ll総 饉

噴保険者数 ①
170.589 人   ( 170,910人 )

|うち任意継犠被保険者数  ~~~~
1  2,200 人   (  2フ 6フ 人 )

14028ヶ 所  (  14226 ヶ所 )

標準幅■ll麓 額

388451百万円 ( 895,962 百万円 ) 011,383百 万円 ( 018725 百万円 )皮扶養宕数 ②
179481 人   ( 180.247人 )

償扶姜者散②
121604 人   ( 122845人 )

優瞼 総付薔 保険18付 賛

426880 人   ( 42'354人 )

57,52百万円 〈  55,433 百万円 )

コ入者計 (① +② )

292280 人   ( 293755人 )

30,450百 万円 (  38021 百万円 )

欄 臓員 |    "人 鋤 腱員 |   ¨ 人 石:力薇■
~~ ~~L:頂

契約職員 1           30人

健
朦

保
険
綸

付
●

健康 保賦肛発 行 9418フ 枚 58290枚

現 金 綸 付

各 11サ ー ビ ス

貸  付  事  業

肩田縁■■    日肩手当金 出産口児一時金   その他の現金総付 薔調線r責     編 層手当金 出産爾児-21金   その他の現金総付

件
・蜘

嘔
”ンニ叫一鰤

１

査顔高一
5058件  1  153123件

E籠貴通知 (イ ンタネッ,) 口座僚普 (任 組 )

73051牛  1    8301件
高韻資定通知  ターンアラウンド通知

3538件 1  102040件
E籠 費■

'0(イ

ンターネット) 口座標曽 (任継 )

69件 1   6270件
高餞医療■貫付件敏

496件

211518 (87, 1    1069件
出産費用賃付件微

0件

170件 1   3615件
高61医 療■■付1牛 叡

112件

143053  

“

6, 1     717件
出産費用貸付件撤

保

健

事

豪

診位 t鵬犠脳評
がか
■慶糧JI― 搬

(亀

獄:三
被保険者 (11定 保Ol指導)(実 施準)       口,い ●その他の口Intt14

初回面談 1343件 (190%)6ヶ 月後評価 ,096件 (39")寸   ~~ 41b84~~

哲1‖雌》
F詢「

力
ll鮮缶絣 >[語

初回面談 lQ,f件 (184ヽ )16ヶ 月後解16 09!件「98%)1     5,781件
~保 健 指 導

その 他保健 亭 彙

υ,旱 Fjl昴

“

Hこよう工清
"1ロ

ロ予防

“

醸尋受醸勁奨栞局にかかる果務処理委11(第 1弾 )

D電 話による生活習慣病予防lt診等受お勧奨業務にかかる求務処理委:t
Э事栞所訪間による生活習慣綱予防健診等受お勧奨業務にかかる栞務処理委託 (第 2弾 )

レ セ プ ト点 検 実 IR

(械保険者1人 当り効果観)

口格点検    1     内容点検     1    外僣点検 ・m嘱
下

「

| ―
甲びn豪

～

I・fl雨
2362円 1      1600円 1     276円

支部独自のJ意工夫を
活かした主な取IBみ

■と働奨委託契約を実施
0扶■者特定健診受お率向上のため2市町事業所加入者対象に自宅直送と個

'1的

な勧奨
を実施し検証
Э外部からの電話相腋の受■を支部内で1贋 番方式に変更し職員負担を均衡化するとともに
自賃向上のため電話相腋対応マニュアル、総付0こ Aを 作成
Э適工受診啓発のポスターを作成し全保険医療機lqへ 掲示依頼。喪失後受診の軽減のため
こ職後の医療保険加入啓発のチラシを作成し市町、ハローワーク、労務士等へ配E依頼する
とともに公共機r■ (3■所)に肪問し退職者に直機配布を依頼
Э高額療姜費対象者の利便向上、限度額認定all利用促進を目的に申請 (案内、申請書、封
笥)セットをフ3医療機関に配置

:E雫押Ⅷ 青繹灘楊端1二鯛層:踏溜聰
幌直し、事締頭~

葬I難辮弼爺 1暑魃 鶴鰤奮蜀
〕生活習慣術予防

"診
の受診準向上を回るため、職員が県庁および9市 1町を訪問し、受診

助奨を実施
)委託による生活習1口 病予防ntお 14受診の事t所訪問働奨業務を実施
)委託による生活習|口 綺予防健診等受診の電話勧奨業務を実施
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梨山 野長

概    況

(1内は11年 はの●

加入看執

噴保険者数 ①
34758フ  人   ( 346.470人 )

甕保険者数 ①
130984 人   ( 129375人 )

12203ヶ所   (  12162 ケ所 ) 29962ヶ所  (  30551 ヶ所 )

|う

ち
需#TT者

数
"“

ヵ
標準報酬総額 うち

ξ計墳r保¬
謙

Q5¨
椰率報IH総 饉

481601百万円 ( 477143 百万円 )

保険給付■

12570フ3百万円 ( 1256990 百万円 )

保lt綸 付■

被扶■者数 ②

104300  ノ、    (   104280 ノ、)

被扶養者数 ②

270262 人  ( 2'1592人 )

泊入者計 (① +② )

235364 人   ( 233655人 )

29,フ 84百 万円 (  23405 百 万円 )

,入者針 (① +② )

61,349 人  ( 613062人 )

74437百 万円 (  71451 百 万円 )

欄 MI    ″人 勁 臓員 |    ¨ 人 欄ml   ~~3頑 憂Li可
~~~~百

健
鷹

保
険
絡

付
年

健康保検 工発 行 52912枚 130103枚

現 金 綸 付

各 11サ ー ビ ス

貸  付  事  業

高顔療■■    傷膚手当金 出産冑児一時金 その他の現金総付 1 出産冑児一時金 | その他の現金恰付

爾雌T樹 任 』 諾面
2699件  1    0004∂ 件

医jn費 通知 (イ ンターネット) 口座II曽 (任 継 ) 淵 糾再男:;;::1:↓ロ
7100件 1  212525件

曖籠貴通
'1(イ

ンターネット) 口座饉曽 (任腱 )

____'型 十 1_  318,件
高饉医療貫貸付件歎

54 件

Jll型  _(管)1    型些型L_
出産費用貸付件数

――――-112件  | ___,311件
高額医療■貸付件数

3031牛

290736 (126)1     19o3件
出産費用貫付件散

21牛

保

健

事

業

保 健 指 導

健 診 生活習慣窮予防健お 1受 お率)壼亜
くん 子富4型墜三匡三三

=萱

定健お (受 診率) 蜻 詢 静 防壁 曖 お野 |● ル 子富が

“

串

~特
』 寓 轟 駒

被保険者 (特 定保健指導)(実 施率)

爾雨覇面面 l169件 (120%)16ヶ 月後評価 500件 て56%)~
燎彙麟

=(そ
の他の

鴨認 鴨需協調語覇可瑠甲

その他保 lll事 葉

」駆鳳つくり旱票 (社 会保陳晏員会と共同でのウォーキング 軽スポーツ・グランドゴルフ大会
,実施 )

D健診・保健指導の効果の分析及び検III(特 定保健指導のまとめ )

Э特定保健指導継続支援強化対策
D一次予防を中心とした健康づくり事業
D特 定健診受診率向上のための広報活動

レ セ プ ト点 検 実 ln

(被 保険者1人 当り効員an) ―
型 型

缶 雨 十 一 ―
J塾 牲

面 雨
_卜_J塑

鵠 雨
■僣温瞑

2407円 14R I~ 
分・ 電鳥

「

支都独自のJ意工夫を
活かした主な取組み

υ口饗反●I∫ 嶽目で柔壼環責贅鳳蓄口贄そ実厖く又薔約3∞ fF、 面酸20件 >
(多 施術・他都位・画―的負傷名等の申‖について、照会票 回答票 面談調書・0“を作成
して調査、結果を厚生局山梨事務所に情報提供 )

0傷病手当金受綸者であつて、障害年金に歓当すると推察できる被保険者には、支給決定通
知書送付時に障■年金の日知チラシ及び年金事務所への年金相談を促す文書を送付
(次回申請時には、年金事務所での相談納累回答書を同封して請求をしていただくよう依頼を
実施 )

0慢 ft長期疾病又は精神疾患等での傷痛手当金受給者であつて、月の受診が 1又は2日 の
技保険者には、次回ll求 時の個々の病状に応じた日常療養状況照会票を作成して支綸決定
通知■送付時に同封
0支部独自の解りやすい申‖書記載例を作成して配付

儡 ff:l鑑器創評育騎鑢 ≧
0ヘルスアップ検査
鐵鰐艶li脳郷覇副麟 翼鰤 r定

す

確 笑罷翡卿 鷺 離 隻鮒
業との連携した健康づくIJI業の実施の可
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阜岐 岡静

概    況

i"は 11■ 度の値

カロ入者散 ,栞所タ 事■所歓
被保険者″ ①

3'3011 人   ( 3フ 5,075人 )

26.265ヶ 所  (  26.175 ヶ所 )

押皐熙ハ川rtI

被保険者数 ①
547625 人   ( 548152人 )

48308ヶ所  (  48551 ヶ所 )

編ユ絆適用

“

簡
|う

ち
:ず11Ψ驚

渤
80mヵ

うち任意継続被保険者徴

7114 人  (  889フ 人)1441,973百 万円 ( 1,443780 百万円 )

保腹給付費

2089.192百 万円 ( 2120755 百万円

保陰

“

付薔

椎扶■者数 ②
323866 人   (  320014人 )

被扶長者数 ②

398740 人   (  401450
濶入者計 (① +② )

7013,7 人   ( 698,989人 )

91069百万円 (  37228 潤万円 )

946365 人   ( 949,602人 )

118,552百万円 ( 113760 百万円

欄 H員 |    "人 鶏 詭員 |    
“

人 常タカ瞳員1          50人 契約瞳員           59人

健

康

保

険

給

付

尋

lle康 保 険肛 発行 141,4311t 213817枚

現 金 給 付

各 1里 サ ー ビ ス

貸 付 事 章

高額燎姜責  1  輛病手当金 面 薦 再■
~Iあ

i」あ磯百И再 赫
~耐

事 硫 商児一時 金 | その 1

型憮蒲引
7970件  1   318334件

L燎 ,過 ,1イ ンターネット
'326,フ 00  (105)

口2振‖(任 組 )

2504件

出産賢用貸付件餃

3件

翻≦器Fi嘉野[臨11瓢、見認霜
≡三≡

=藷

薦
=「

1壺二=饉|「

保

僣

率

ネ

lll      お

保 健 指 諄

その 他 保健皐 案

・舌1鍬鷺鮮弾μ毛
=l酢

∃I鱗酵)三
被保険書、1寺 定保健指導 ,(実 施牢)      ェば

"安
でのⅢの″

"●
4

謂窯織
Эメンタルヘルス対肌
Эlキ定健診、保健指月のし出向上
Эll定 保健指導による健康支11

DOlお の未受1,者対策

=鱚鰊 l諾
鏡 諮書浙
Э生活習1口 病予防IIP診 投間における11定 F22診受診勧妥

レセ フ ト点 検 実 lR

I被保険奢 1人 当り効里 1コ ,

■■点
‰面〒十  J謙検

1065面 | ~ 一円

検

．̈

点働外 漏繍
,1誇 FI__暉

点

“

_812南

「

鵜 点
埼ヵ百

支部独自の11■工夫を
活かt´ た主な取組み

ど‖秩11当
鎮 綸期間ハ了埋椰票」を端 決定通知ヨ幌積回末同封し支制 11■ 7日

躊 lI厨讐摯冒発電
理由)のお

'口

らせ」を鄭送(高 麟燎茶賓、医,薇間からの
=求

が

“

定

8襴毛晶囃『鷲l路異LI習:錦ち::島 11:忙崎‖υ4g足指:l綺篤証縞:層
知した

3ζIネ
リン鈴 Yシリ レを県内903の 保険藁局に配布し、ジェネリック医革品の使用促進を

思お
ガ咄 馴 始 健`康保険姜口を軸 ヨ自釈等を夕倒 」 こお知らせする体制を

Э支部長ミーティング、朝礼、R3“ ハま晨書を定,口 的にじ‖僣|した

鳥■,同%結射紺酬
硼Fを図るた鉾金事獅における出張職窓日の出鱗に

日
=セ

:襟tモ糧保更5謄『押■・ 熙崚のしおり■内チラシを作成し胸を

8紺麟[甜瞥ま1‖躍装;撃躍羅孟歌曇勲 l手
を協議するため、支部腑薔

R爵

=ミ

歌登漑 9tttζぶ用臨 、R子倒身農濯勇タ
エするこどこよ

21楓造諄継議蠍 鑑1魂現〒
へ・ 内文を送付し、打ち合わせた同時l_4所いた
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知愛 重

概    況

内11114,lRの 鱚

被

被|♀臓●軟 ①
1210372 人   ( 1204331人 )

」

,■ 所敗

94055ヶ 所  (  94977 ヶPh )

憚`I絆 雨川

“

II

4918671百 万円 ( 4055502 百万円 )

保 l・
1略 11賢

推|=lt i波 ①
261594 人   ( 265'46人 )

うち任意継税確保l・9者 砂
6048 人   (  7398人 )

格 l■ ■i数 の

208020 人   ( 20,628人 )

ヽ■所ヨ

22431ヶPh  (  22760 ヶ所 )

1申
`「

絆ハH1411

1.007153百 万円 ( 1001.837 百万円 )

保瞼

“

付齋

腋扶■■炒 ?
934395 人  ( 981602人 )

加入者計 (① +② )

219476, 人   (2135933人 )

L助司
~~~ "1 2フ8170百 万円 ( 268002 百万円 )

踊臓司   “
人

IO入■‖ (① +② )

4フ 6617 人   ( 473374人 )

L,力瞳司
~    ~  33頂

61.066百 万 円 (  58871 百万円 )

螂司   “
人

健
康

保
険
総
付
■

健 康 保険 II発 行 490190枚 120915枚

現 金 総 付

各 llサ ー ビ ス

貸  付  事 葉

_壺1lll■ 費  1  傷,手当金
54497件  .    5834フ 件

高顔査定通知  |ターンアラウント通知

J■ 型生 量 金 | その他の現金給付

27120件 '  908.319件

E燎 貴過,1イ ンタ
'■

) 口座搬‖ 1任泄
'

327件  1    18746件
高韻区fl贅 貸付件懃

1025340 (406)      6520件
出■費用貸付件数

629件
件

保

健

率

瑕

診償

保 健 指 導

男器
[筆蠅‖1  願1薫

初回面談_9J08件 tり。,)16ヶ月

`彙

1手 価 1611‖ (21jう       フ48214

剋 lif稚鰤知『止哺 蘇
初回面談 2097件 (137%)16ヶ 月 lillli面  53つ件 (j瓦下  ~     47n,14

その他保Ft● ■

0-次 予防を中心とした健康づくり
041定保健指4と |1薇 づくりの地餞
0中 小企業におけるメンタルヘルス対策及び

“

,1セ ミナー
OtL及び個別肪間等による■83の 助嬰
011定検おとがん棲お同時受おの促巡
0事 t者 健おデータの

「 `=強

化

0■亜=両IF訂豪互雇
=石

ぎi面画輛所珈I
Oメンタルヘルスセミナー
0特定保02指導の紹介

レ セ フ ト点 検 実 績

(薇 保険者 :人 当り効果Al, 翌 ‰ 在J Jで
点■

L円 | ・ '鴫 百
型 点

135R I F‐ Ⅲ
612円 |~“

点●I

支部独自の割●工夫を
活かした主な取laみ

υよリス班υノal嶽 に
`●

はリス の
～

よマツフーン凛■スに,子 0工 金の■1■ {し そ図つた
Э審査のポイントを作成し、審査基準の統一化を図った
Эサービス向上 改薔委員会を■月間frし 、業務改善やお客様へのサービス向上を図った

:葱繹I蹄端聯榊戦111魂租胎鐵輯
'結

果に同封し、家旗に受
"を

促した (76凛 間の協力により
"施

)

:議lmf諸癬鞄馨[I鰍糧崎11肌I



賀滋 示 都

糧   況

()内は1ヽ 年度のロ

校保険者数 ①
185381 人   ( 182430人 )

男
TT保践

者数
““

ガ

旱票籠ロ

15621ヶ所  (  164フフ ケ所 )

憬準報酬鯰麟

加入者 敏

被保険者数 ①
466884 人   ( 460'05人 )

M賢 ¬語

391'3ヶ所  (  39.286 ヶ所 )

相
=“

IH魚舶

698824百万円 ( 601.740 百万円 ) 1,796862百 万円 ( 1,795007 百万円 )薇扶晏者数 ②
15000フ  人   ( 149594人 )

喧扶彙者数 ②
3'1914 人   ( 369831人 )保険綸付■ 保険綸付■

加入者計 (①+② )

035,988 人  ( 332032人 )

43093百 万円 (  41184 百万円 )

コ入者計 (0+② )

338798 人   ( 300530人 )

1030フ 1百万円 ( 104871 百万円 )

欄MI   瓦I 姉 籠員 |    
“

人 Lttml~~~″ 人 鶏 植員
|   "人

健
康

保
険
綸

付
等

健 康 保 餞 証発 行 80475枚 200175枚

現 金 綸 付

各 11サ ー ビ ス

賃  付  事  業

高EE繊 姜費    傷冑手当金 出ll青 児一時会 l その他の現金給付 高醸rnl■ 費    傷膚手当金 出産冑児一時金   その他の理 金fa41

9434件  1   9128件
高機査定通知  ターンアラウンド通知

43081牛  1   110047件
医籠貫過知 (イ ン

'一

わ}) 口座僚曽 (任 組 )

17515件 1   22381件
高額査定通知  ターンアラウンド通知

100441牛  1   450,307件
医颯費IE,0(イ ンタネット) 口座額■ (任継 ,

:35件 1   2915件
高饉医療員費付件数

1231年

153000 (56)1    1655件
出産費用貸付件数

1件

100件 1   8668件
高饉菫薇費費付件数

'44 
件

003763(2481 1    3074件
出産費用■1寸 件数

11 1牛

保

健

事

業

お健

1郵翻炉F高
キ
:省』]儡li

被保険者 (特 定保lE指導)(実 施率)      ●●瞼
=そ

のleの ロロ
"Ⅲ

葡 回茜談 1314件 (138ヽ )16ヶ月後解価 497件 (52%)| ~~~ ■ .4151■
保 健  指 導

その他 保 に事 業

DI● 栞所への自動血圧針貫出
)生活習慣病予防健診予約状況照会サービス

D実 務‖習会の開催
D事 業所の健鳳づくり事業へ参加

Э口0健おほつとライン

Э特定健診 保健指導勧晏
D職 場における債庫教育
Э地域と密着した健凛づくりの■及薔発
D定 期的な心の健凛相談室の開殷

レ セ プ ト点 検 費 IA

(被保険勧 人当り効晏饉)

~JML2Rl  p■壁´ 外傷点検

474 円下一３７

薇
一２‐

点情

一
円客 点霰

760円

支部独自のJ意工夫を
活かした主な取組み

Э実務謂習会を年金機構と
'イ

アップし開催
(あ わせて今後の開催頻度やコ習内容の指針とするためアンケートを実施)

Э「事業所健康度お断Jを 受診勧奨ツールとして活用し健診や特定保健指導を促進
(生 活習1口属リスク保有率・従業員―人当たり医療費などをベーパーで提供)

Э支部ホームページで高額療■費支総額の計算ツールを公開
対,となる金額の見方を分かりやすく説明するため医療機関の領収書を例示

Э支払基金と定期的に連絡会距を開催しレセツト再審査結果などの情報を収集

筋覧署寛重″西希 著″事ぶど
「

fr・
'°

たの 、

“

L"児 ~呵 五の苅藤とな0傾休医者 l_乳

8満 E島0離鋼躙響鷺?璃裂記翻鯉聟I警綿筋1往躙覗
共韓彙安定所■に任e組崚保険の申請セツトを設置
0健康保隣委員と保険者が一体となった医療費適正化を取りIEむ ため、年2回 、年金委員と
の合同研修会の開催や、大学教授の講演による健康づくりに関する対話皐会を実施
Э資格裏失後受おの防止を徹底するため、社会保険診薇報酬支払基金等の関係機関と運
廃し、京都府下の保険医療機関に対して資格喪失後受診防止啓発ポスターを配付
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阪大 庫兵

糧    況

(,内 1111"は の●

枝保険者数 ①

1623367 人   ( 1,60θ ,θ ,0人 )

1誦FTT蹴頭;

10'222ヶ所  ( 138803 ヶ所 )

標準報酬総額

被保険者数 ①
,55943 人   ( 7590,9人 )

西面FT面〒藪百
=頑

;

605,3ケ所  (  6031フ  ヶ所 )

標準報酬総額

65164フ 0百万円 ( 6590968 百万円 ) 2,931670百 万円 ( 2943446 百万円 )薇扶秦雪数 ②
1386,952 人   ( 1390098人 )

皮扶費者数 ②

620400 人  ( 0303フ 4人 )保険総付費 保険総付費

3010319 人   ( 2990911人 )

409.538百 万円 ( 096.5,3 百万円 )

1382403 人   (1389,803人 )

,3246,百 万円 ( 1,0.115 百万 円 )

鋤 聰員 |   "8人 鋤 腱員 |   ●2人 ¨
―― ―

高 契約‖I「
~~~~~蔦

頂
餞
庫

保
険
給

付
●

健 康 保 l■ 肛 発行 770988枚 327602枚

現 金 綸 付

各 4■ サ ー ビ ス

貸  付  車  阜

高額練■■  1  傷膚手当金 出産 F児一時会 | その他の現金総付 高綱僚■費  1  傷膚手当金 出産マ児一時金 | その他の現金餡付
51895件 |   '6534件

高饉査定通知  |ターシアラウンド通知 二nR端需乳51¬釜Fr》 ―爾雨面

`T:∫

t=ラフ:ち噌知
16718件 1  0121,0件

医籠■■,o(イ ンターネット) 口座撮曽(任継 ,

623件  1    10ワ 10件

高額医薇費貸付件敬

,3,41■

1望1394■堅L上__3.410L_
出産費用貸付件数

891牛

_21]it l   _5901生 _

高饉饉練費貸付件数

654216 (312)1     5200件
出産費用貸付件数

51件

保

健

事

婁

保 健 指 導

お02 壺

=r■
■1壁 (受 お率)匝 軋 輸 /Jltl」三 特m診 崚 関

~
特定僣お(受齢率)

…
,舞槻需η誅誦需器融 電製 編毛需語霜瓢ゝ需嘉評膏'm

その 他 保 02事 業

υ
"″

贅酵勁栞 ullム薇● 暴 (ス 阪雨
=堀

駆 駆薔 内ホ スター掲示千 )

D健康診断等の受診勧奨事 業

Э特定保健指導に有益な冊子の活用

リエ暦●1口柄ヤ師ll"ム ひ特
=艇

″ 特疋保

“

硝4の広報
'栞)特定樋おの受診勧奨チラシの作成について

D不 同意申出■の作成及び発送業務
D「自分にあつた運動礫 養・休養をしつかりと身につけよう凛 康教室
〕保健指■に効果的な蝶体を活用する

レセ プ ト点 検 実 II

(櫨 倶瞼者1人 当り効奥m)
資襦点篠     1     内容点検 責格点薇    1     内容点検

3234円 1       805円 1     444円 3433円 1       714円 1     415円

支部独自の創意工夫を
活かした主な取組み

:限 度額昭定証に係るボスターを作成し、入院施設のある医療機関に配布して掲示を依頼。
E布 医療機関数 :900か 断、配布時期;23年 1月 )

D任意継続申込専用パック(任 継おてがるセット)の配布
1主 として、企業の社会保膜事務担当者が、退職する従業員へ任意継続に関する手続き周知
D便宜を図ることを主目的とし、任継取得申出書、記入例、返信用封簡をパックにしたものを
乍成して、希望者に配布。また、おてがるセットに関する広報として健康保険委員に案内文書
差付、納入告知■チラシに掲載、メルマガに掲載 )

ソ卿 尋築晃l卿会翻∬側習躍 性叫 凰 籍謡 呉 f
の向上や広報誌に反映

呂ξ発
事務所窓口の社労士に対し、月毎に申請■受付不備事項を作成回覧し、再発防止を

:轄聰議聾鷺撃[1手:I和憾彗糠鮮鐵罵1,螺」
8軸

任意組織の案内リーフレット、任意継続資格取得申請書、封簡をセゥ
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良奉
不 山歌和

様    況

,内は,1年 度の個

加入者執 ,栞 所懃 カロ入者致

被保険者数 ①
150244 人   ( 1551,2人 )

13725ヶ 所   (   lo 853 ヶ所 )
粧保険者数 ①

152255 人   ( 151596人 )

13266ヶ所  (  13344 ヶ所 )

標準報n川

“

願
|フ

う
熟昇∫状FT百

望

"“
ヵ

579211百 万円 ( 576051 百万円

保険総付貿

うち任意継続被保険者数

3.942 人  (  5182

`扶
工者数 ②

142233 人  ( 142217人 )

肢扶養箸数 ②
131659 人   ( 13467フ 人 )

百万円

保険綸付露
〕口入者計 (① +② )

29341ワ  人   ( 29'339人 )

40055百万円 (  38748 百万円 "入
者計 (① +② )

285914 人
372,3百万円 (  360フ3 百万円

鋤 職員
|   "人 契約醜員|~ ~~~~:9ズ 常助瞳ム|~~ア 天 費籠可

~~~~~葛
顕

健
康

保
険
餡
付
等

lu康 保険証発行 72070枚 63500枚

現 金 給 付

各 1ヨ サ ー ビ ス

貸 付  事 栞

高額僚姜賢  1  傷満手当金

0050件     フ248件

高11責定通知  |ターンアラウント通知

87件 41lS件

高顧E僚 費貸付件敗

150件

出産青児―崎金 | そあ他あ反吾雇T「
3598件 1  159223件

E猥 費■,11イ ンタルト
'  

口座搬僣 (任 継 )

134310 (4フ)1    150,1牛
出産費用 ,1■ 件飯

3倅

保

健

事

t

診健

保  健  ,旨  導

」舌
電帆 7践号二

l中
ポ

ll浚 鞄 じ)薫

翻 蝸 ∬      奎卍

郷囃靴I脳庫 囃看撫
初口面11 642件 (75%ヽ  16ヶ月

``肛
橘 nOnt 7■ スi下      。.^く4~

その他保■t率 栞

D任意に崚新規カロ入■へのOt″紫丙尋あ菫有
■~二二二~_二二_____三 二二上_

D特定保健指

“

用のチラシ作製
)市町村のがん絆:,と 同時実施 ltiL

レ セ プ ト点 検 実 1責

(被 保険者 ,人 当り効果顔,

酬 点

1而 F十   
中 鰤

面
―
角 + 

鵬 点

等5:百 こ

掃点

肝 商 + 
聾 点Ⅲ

l両面 | 
■ 傷

1籍 吾

支部独自の11意 工夫を
活かした主な取組み

υ凛暉 ′●颯
'4｀

■ 、4｀ ヨ
`輌

不 の I15■ Lによう颯薇 責寺の過正 化を図 るための取組み を「パイ

陽科凸脚 f産ド潔∫留罷躍11島お瞳りきけあんまつサー漱細、咤
001康 診薇やがん機診の受診促進、生活器la衝患者の早期治練の勧妻など、健康づくりの

!lli鼈                             
嘉

認はレ1響il籍辮 椰籠1鷺機 斐軍徒1鵠型誌Fご斧

`競

詔

[糠鮮鵬 孵ittII辮[薔淵蠣

||:|:liii]:li!lllifi:!|]iiili][ill〔
llliliI:11:

0限■m認定証の■内チラシと申「1用 ll■ t県 内の妨FT,日 に配付を実施

取鳥 根島

概     況

,内 |た 1'|■の||

被保険古″ ①
l14034 人   ( 114217人 )

■■Fl懃

8571ヶ所  (   8669 ヶ所 )

憚4絆 1喘Fネ n

363003百 万円 ( 365353 百万円 )

保曖綸付質

力1入 お

“

'Al■

け者蒙 ①
152423 人   ( 151フ 35人 )

うち11=龍 喘沐|,瞼 ■懃
1  2379 人   (  2726人 )

,■所歓

11752ヶ 所   (  12106 ヶPll )

l,4絆 lllぃ 1

504575百 万円 ( 500923 百万円 )

保険16付 賢

F,人 ■■歌 ②

83019人   (  34881人 )

結核■者撒 ②

l12340 (  113751 人 )

19フ 053 人   ( 199098人 )

‖助職可 ~ ~  25T

25700百 万円 (  249'9 百 万円 )

契げ試可   ∞人

加入者計 (0+②)

265263 人   ( 265,486人 )

塾:員l  ~~ニ
35350百 万円 (  34242 百万円 )

編 ●I   L人
腱
厳
保
険
絡

付
■

健 鳳 保険証発行 43838枚 53213枚

現 金 13付

各 11サ ー ビ ス

貸  付  事  重

高 nl′彙■賢 籠病手4,~可
~■

■育児=お 岳 その他の現金

`付
百論,1■ 費                           ●●餃ィi

912件

| ~~ラ す025件
口2L搬 鶴(任 地ヽ

423件  1                1件

保

健

事

ｔ

保  lr l" 諄

υ健 肇弓露l需晶書彎 P鰯 多庄 聖 詳 和 三
被保険者(特 定保健指導)(実 施率)      ,● 嶼■でのや●●●●

“繭 鰺 1 8oo件 (322%)16ヶ 月後辟16 3011「 (143%)      83001キ

多舌1脚
l肺種脇    i輔薫

5靱詔縣 柑熱紹器躊乳 奮li――型L
(at庫 レシビ、運動泄親の支11及 びFr康情lnで 構成した|1康 増迪支援サイト「へるし～まね」)

そ の 他 保 nl事 ■

Эメタポ予防輩1理‖習会
Э40燎 からの健康週11に おける「出前

“

庫 IB談 」
Эウオーキングをきっかけとしたol康 づくり

レ セ ブ ト点 検 実 :1

(枝 保険者
`人

当り効果韻 !

′格点

,9"円 |―
 ⊇ 容点検

933R I~J麟 鵠 ずF乳48商 イ  rⅢ  1553商 I Jtti午言

支 Brl独 自の]意 工夫を
活かした主な取raみ

[li[鸞 攣 熙 厳 脚
襴 蕃 競 i胤 想

♀

=乱

諾金ド
受お防止唇発ボスターを作成し、内科のある[療機関に配付し掲示を依1月 (22

0市 町村と連携し、
倍

団健おやがん検診の日程を支BIホームベージや対象者へのダイレクト

8蹄福雪讀襲場鳥暫ぶ撃髪扉雇留晨嵯議「
するアンケートを送付(″年1朗末

Эltお受お率向上を目的としたTVスポット実施(上 期9/S～ 12、 下期3/22～ 2Sヽ

景に爵撮幾梶鶴[履粧
て`テレビスボットの実施や県内の■lt革剛こおけるポスタJら

:ilili薔
亀早望F糧∫駅詈謝雪ソl漫懸嚢興編譲霊λ留臨程橘再睫隻奢電冨名炉

錦 鴛]織籐llT‰膿 吾彙魯131奎11臨特

3勝編『酬 意3詰滋 穆3F属雑暮踏撃驚1樫堤読
『
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山岡 島広

櫂    況

()内は11年 底のtl

加入者数

被保険者数 ①

398651 人   ( 398397人 )

早栞所歓

3111l ヶ所   (  31,408 ケ所  )

標準報酬総 帳

加入者敏

嶺保険者数 ①
553848 人   ( 56034フ 人 )

43655ヶ所  (  44003 ヶ所 )

欄串報nllれ額う
1言謬墳T保賢

謙
",“

ガ
う
17T疎賢

者
電 7百1428.026百 万円 (1.434651 百万円 )

保険総付費

2071112百万円 (2004455 百万円 )

保険絶付■

根扶II者敗 ②

308650 人  ( 300,11人 ) 44'952 人   ( 450431人 )

加入者計 (① +② )

70フ ,204 人   ( フ08108人 )

96624百万円 (  93.034 百万円 )

コ入者ll(① +② )

1000.300 人   ( 1011323人 )

136,156百 万円 ( 130699 百万円 )

常動n員 |    "人 勁 籠員 1   
引 人 常助腱員 |      ~ 521 姉 臓員 1   32A

腱
庫

保
険
給

付
算

健康保慣証発 行 159'48枚 222519枚

現 金 給 付

各 llサ ー ビ ス

貸  付  ■  栞

高lll■ l■ 贅 ____ ■手当金 _J_ 〔冑児―

",  

その他の現金綸付 高額燎■費    傷憫手当金 出産爾児一時会   その他の現金給付

■ 韻二」『 」
牲 |夕

ニンア」り l鳳 1医 濾費通∬ 島 ず 口ご 蠅 ふ 古額≦富∫t_ンア;らザl島
12475件 1__2,7979件

医饉贅通知 (イ ンターネット,  口座掘曽(任組 ,

137{牛  |     フ.096件

高麟E猥 費貸付件敷

250件

342430 (11,)1    2'1フ 件

出産費用貸付件敷

210件 1   9089件
高顔Ejl贅賃け件敷

8764牛

433362 (123)1    3コ i3件

出産費用貸付件撒

4件

保

健

事

業

保 健 指 導

お値

」 叩 A勤∵・ 電量画 舗 需二
被保腋書 (特 定保健指導)(実施準)      腋饉

“

●での他の″饉,ll● ,~1雨
ゴ茜談 3233件 (157%)6ヶ 月ll評 価

‐
1,789件 (3,ぼ )|   ~  13841牛

i調鋼駐
理li]l器lが |」計

'吼
腱f

初回面談 6572件 (220%)16ヶ 月ダ評価 2865件 (97%)~1     4.940件

その他保健率 栞

)暉■における運動を,0と した健鳳づくり亭栞
)at凛 イベント等の場を,舌 用したパネル展の実施

0置硲予約状況薔32システムの導入                      ~

竜翔 ,1鵬 r全
健診機関の予約状況が|1認できるシステムを構築し

0健康サポートシステムの導入
保健指導の実施にあたって事業所との交渉履歴管理や保

“

師のスケジュール管理、また保
田師の専務作業サポートを主な機能とするシステムを導入

レ セ プ ト点 検 奏 IA

(被保険者 1人 当り効興la)

_月 襦凩

蹄 計
_― 坤

猛 十 一

埜僣壁
雨

月 騒 鳳 ロ

フ35円  1        36「 百

内容 点検 外薔点検

支部独自のJ菫 工夫を
活かした主な取組み

0■疋保E"■ の効果 E9な 共麗とに 原つくりを目的として、岡山支都独 自で企画・制作 した

「けんぼ体操Jを 県内事菜所 (16フ 名)に モデル実施
0ジエネリンク鮭減饉通知の実施結果について、県及び県ホ全市町村を訪間のうえ情報提供
0市町村広0011へ の協会けんぼ卑1率広報掲載、当支都納入告知■同封チラシヘの県・市町
村広け18■ による、県・市町村との広報における相互協力関係を構築
0加入■あての送付物を利用した、証回収及び郎送促進の取組を実施
・証回収 任継保険lll送付時に喪失時の保ltt証返却依頼を記した資格喪失申出■を同封
郵送促遭 申

"用
f■送付時の送付状に切り取つて使用できる支部の宛名ラベルを印刷

0■忙期対策と郵送化促進のため、退職予定の方へのテラシ及び「提出はできるだけ郵送で
お願いします」と印刷した任ltl取得申出書を、大規模事業所 (薇 保険者90名 以上 641事 業
晰)あてに決付

`の

他の保lt事 栞で導入したシステムに加え、特定保健指導には、パイロット●業としてrは

すヽまダイエット」を導入し、健診から保健指導まで一連のIT化を図った
)限度額適用認定証利用促進、出産育児一時金の差額支払い1日 求促進
薔療機関を直接訪問し、申‖IBや チラシの配備を依頼した
)保 険証及び債4tの 回収にオートコールを導入

:冨 織 £留霊賜た畔 蒼窒藤舌謳評
IIIの 回収に関してコスト低減効果を確認

卜来院により、無駄となっている医療■に着目し広報。県歯科医師会にもIR告 した
)椰便業務のアウトツーシングを実施
郎便の受発送業務全般についてH22年 6月 よリアウトツーシングを実施
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ロ山 島徳

概    況

()内は11■ 瞑0●

●果所敬

13.292ヶ 所  (  13357 ヶ所 )

腹保険者数 ①
240134 人   ( 241395人 )

18898ヶ 所   (  19000 ケ所 )

喧保険者数 ①
1493,2 人   ( 1434'9人 )

|う

ち

'11離

Ψ賢
誡
颯∞2ハ

標準報酬総饉

|ち霜T臀気TL 綱準報酬総艤

857078百 万円 ( 364909 百万円 ) 499810百万円 ( 494745 百万円 )校扶■者数 ②
18,095 人   ( 183134人 )

腋扶姜者歓 ②
l"663 人   ( 1124フ ア人 )保険給付贅 保喰13付 ■

力0入 者計 (0+② )

421229 人   ( 424529人 )

57.35フ 百万円 (  56510 百万円 )

201035 人   ( 260,956人 )

36.009百 万円 (  34859 百万円 )

鋤 職員 |    "人 鶏 職員 |    
“

人 欄 籠員 |   ¨ 人 契約職員 29人

健
庶

保
険

綸

付
等

健康保険工発 行 92959枚 59084枚

現 金 13付

各 IEサ ー ビ ス

貸 付 専 彙

冊 剛
医贖贅通

'1(イ

ンターわ卜) 口座撮tl(任 lt,
83件 1   3,159件

高tIE僚 員賃付件敬

2086,1_(692L__型 聖上_
出産貴用貸付件数

55件 1   200デ下
高額E練 ■貸付件数

10Q322 (2B, 1     322件
出産費用賃付件欲

0{=0件 1501牛

保

健

●

葉

お健

根 保腋雷 被扶費者

L活 習慣冑予所■砂て晏ぉ率

'|コ

酪
`ん

:子官がんlA"「
~~~41走

Lお (■卜承ア
~~~

保 健 指 導 蘊 編需財 蓋冊画面)響型Ⅷ]絆

その他保健事 桑

)任意継続被保険書に対する生活習11病予防健診及び特定健診の受診案内
)健診結果の活用方法と歯周病予防教室
)生活習慣病予防健診未実施事業所に対する電話働奨

〕社会保険協会主催「健康ウォーク」の共催
)特定保健指導推進事業

レ セ フ ト点 検 実 績

(檀倶瞼者1人 当り勧腱

“

)

・叩
島05R I~~」¬ ――型里ЪT―

資格点検    1     内容点検     1    外傷点検

2203円 1      2289円 1     538円

支部独自の日意工夫を
;舌 かした主な取組み

(C関係団体との連名による喪失後受診防止用ポスターの作成 (4500枚 )、 ②健診実施機関
渇示用健診pRポスターの作成 (3000枚 )、 Cルェネリック医薬品使用促進用ボスターの作成
(2200枚 ))

Эttlt情報誌を活用したOl診 及び保健指導受診案内
(地 域情報誌 rミ 健診及び保健指導に係る広告を掲載。県内全域:550000部 )

Э任意継親被保険者に係る国保への切着手続きの簡素化
(市 町に対して、未使用の任意継続保険料納付■による資格喪失日の確認を依頼。13市のう
ら9市実施 )

Эいきいき支援事業として、健鷹保険委員事業所での会社ぐるみの健康づくりを実施
〔ミニ議籠と体J体 脂肪等の用壼会 ″半年間の間で2～ 3同行っ■)

長 稟憧だ暫霜冒腎卍喫眺ず

金`融機関、県内大手スーパーなどヘポスターの掲示を依頼し、

Э健診未受診事業所への受診動奨等

鼈 螺1襲駆 :堕伊毀あ琲躍筆
Эリーダー会議般E
(リーダー全員多加による定例会踵を設置し、情報の共有化を回り、各グループの垣根を越
モ、重要課題について検討を行い、タイムリーな広報及び窓口、電重等の正確な慮対に努め
L)
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香 媛愛

橿    況

( 内は11年 度の値

事■所戦

21477ヶ所  (  21.545 ヶ所 )

標準報

“

用佗61

995137百 万円 ( 999795 百万円

保険

“

付賢

被保陰者数 ①
200948 人   ( 209'32人 )

15929ヶ 所  (  16052 ヶ所 )
賓保険者数 ①

283826 人   ( 233116人 )つ
鷺TTT調 4"0ハ

741241百 万円 ( フ4フ 693

保険綸付賃

百万円

うち任意継続被保険者数

6498 人  (  8183人 )

晨扶養者敗 ②
161022 人   ( 162962人 )

腹扶費者数 ②
234309 人  ( 235424人 )

う0入者計 (0+② )

369970 人   ( 372694人 )

52007百 万円 (  50,040 百万円 )

加入者計 (①+② )

518135 人   ( 518.540人 )

67323百 万円 (  04.450 百万円 )

lおこ百丁   ~~~~~―
―
て.―糊 顧 |    "人 勁 賦

|   ¨ 人 黒 員|~~~~II
健
康
保
険

給
付
４

Ft庫 保険 証発行 フ90フ 2枚 108469枚

肺 距〒所II奪弱誓F扮現 金 総 付

各 lJサ ー ビ ス

費 11 寧  象

高額線姜賢    6病 手当金 出lrt育児一時金   その他の現金絶付

'845件
1   8665件

高IE壺 定通知  ターンアラウント通知

4346件    186686件
医燎費通,1イ

"´

■ッい  口座搬憎 (任 地 ,

叫・　一叫

65{牛  |

高額医療費貸付 1牛 数

181898 (57),     974件
出産費用貫1l14数 ≡翻ふ範象袂 鯛11蔦Ч

保

健

皐

〓

診健

保 償  l卜  

“

空露織∴∬ 円 w己≡奪鮮懇'二
被保陰奢 (11定 保健lb■ ,(実 施率

'       ,「 "●
その他の

「
優
"“初回面談 3007件 (066%)6ヶ月1lII価  2497件 (234%)      9o70件

ぎlf『慧留1犠|;]墨
TPがん

1,∬躍 E'「l111]i「
,I

被保険者 (特 定保lll指・■,(実 施軍.       ■●
「

●そのセヵ″置鮨
"初回面餃 2o27(■ (116%ヽ  6ヶ 月it li n 14百 64■ 戸15%、        。,。 ■[

その他保健 車葉

Э事驚者(■ ,lll診 データの豊 1

Э健康ウォーク
Эlll凛 にF4するイベントの協賛

】藝著菅和而千砺Iτ憂市面嬰

:[:::I,if:::言
ユ割lttI蹂推協子を韓署繹督髯鷲8層艦

勧晏

レ セ プ ト点 検 実 績

(被 保険者 ,人 当り効果額 ,

F格点,.98+ ri枝 ¬」¬+ "竃再 _f格 点

f面丁両 1   
内容点1583百

十  J傷
点

1:百

支部独自の】置工夫を
活かした主な取組・77

(■ 川支部のIE績 質の現状と疾筋の状況を分析し、その結果をレポート(本 誌・雪約版 )に よと
め、全事業主への配布とF・・nl系機 F・nに 周知し、現状の2,讀 ならびにし,と tt庫 に対する

=凛
の

向上に努めた)

0保 険料軍改定に出する加入者への見通し広leの 徹底

緩皇員蘊 曇Rヽ篭命£寵ξ馘解ギL」繁野譜;支
見通しと保険料●試算について、全●

001診・Ih月 の充実を目桶した|11,市4体‖の働化
(C契約忙診槻rJlの 公夕方式に加え、地域,Hこみて体制強化の必要地域に対して、イ」Яllrt

響議ゝ謝螢憾雅よ‰1ミド 凛R智男髭笛撃[ぬ彿円
H'体制こついて

脚 鼈 輔 fr脚螺 価 証
・

鵬
釧晋酬響鵬 L号」[ギ魚千i製寧聖:ittf別

のプログラムを繊

呈史視11暑『

=澁
、者χ課 皐

印用された師 証の点字ショ レを作成。県広報

0健康増l■等に関する有:餞 者の12■ を、「;鑓 おの声」として支81ホームベージをキーステー

:軋脚 罰重:∬』fml:麦各ボMヽ
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知一呂 岡

概   況

,内は1年 度の値

力0入 ■敗

被保

"者
軟 ①
146009 人   ( 146091人 )

うち
乱:irP手践

詢
ュ″41)

'■
所政

11145ヶ 所   (  11303 ヶ所 )

悌準相ハ‖Iギ lll

488541百 万円 ( 400610 百万円 )

保瞼脇(1■

力Dtt t摯

粧17腋 者ψ ①
964,679 人   ( 966753人 )

うち任 t社 ,発精17け ■ タ

25917人  ( 36615人 )

お扶■■搬 ②

732510 人   ( ,86288人 )

'■
所歓

73572ヶ所   (  73402 ヶ所 )

174絆酬 l_lll

3.451245百 万円 ( 34,4157 百万 円 )

絆け

“

イ1●

液扶■●歌②
106603 人   ( 10'433人 )

,0入者計 (① +② )

252612 人   ( 250529人 )

枷裁二「   現更
34318百万円 (  33118 百万 円 )

IL島員T ~   35人

加入古計 (①+② )

1,47.189 人   (1753041人 )

ittll ~ ~ 語r
24フ 0フ 4百 万円 ( 235559 百 万円 )

~可

契約 :ヒ 員           lo4人

健
康
保
険
餡
付
等

健康保険証発行 61384枚 453698枚

現 金 給 付

各 種 サ ー ビ ス

貸 付  0 ■

ぶ漱話7野薫濯i藤覇鶉  『 ・
」囁

・
哩 L

22868件
高瀬査定通知  ターンアラウント通

1鶴亀1(ヾ∬ 高」葦 ざ 令 瀑 趙 鳳暉
保

健

事

ｔ

診健

保 健 指 ■

到嘔鷺1脚鉾到l鷺薫
初回面談 16,5件 (167%)6ヶ 月lt ll価  1031件 (10れ

'     ~4114件

 
‐

菫
夏聾 F颯

牌 二

Iが
嘲 1鷲≒

撃 零 撫

罪絣 i儡 織
その他保健 ●■

0職場でできるこ勁th4

レ セ プ ト点 検 実 tA

(横 保険者 ,人 当り効果al.

J覗発円l  ri'346角 1 甲5111ln―
・

いj摯

ブ爾 |  'Fi笙 動

「

| .僣
点
鵠 乃

支部独自の3意 工夫を
活かした主な取laみ

淵 得:旨
「 晟 腎甥褐 r翼どr蓬キ|:外

‖ 雪ヽ形外 ‖、眼 lllに 対 し■3■ 行為に関する届出

:[[
)県 内のlIIl医像機間に出産南児一時金の差餞申‖の申11セット■びに原贋3H適 用申請
目の申lRセットを持,し 、直機支払04度・限度船適用申:自 への協力は1員を実施。

]雷[鳳籍楓路名棚壊ミ、爵菖縫黒嵩品筆″盟17電ユ摯Iに
ついての周知チラシを

署鏑襴]F
蹴 凛 漁

劇 こ反映するため、鮒 金嫌 扇 知割 ニァンケートを同却

圏 題畢基誕:奄il鼈1:嚇配:i犠趣∬
会を実D
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賀佐 崎長

糧    況

('内は前年度のロ

加入者敏

崚保険者数 ①
160258 人   (  160024人 )

旱 票所ロ

11039ケ 所   (  11167 ヶ所 )

欄串報酬総額

加入者強

崚保険者徴 〇
24966フ  人   (  249486人 )

19,567ヶ 所  (  19,629 ヶ所 )

帽準報酬紀 31

|う

ち
II円lTT猟

""ハ

うち「FFE象
被保

"T罰

販~訂
意524015百 万円 ( 520032 百万円 )

保険総付贅

324900百 万円 ( 025793 百万円 )

保険綸付貴

岐扶費者数 ②
12894フ  人   ( 129157人 )

版扶薇者畿 ②

202.591 人   ( 205135人 )

i口 入者計 (① +② )

281205 人   ( 280181人 )

41,622百 万円 (  39323 百万円 )

452,258 人   ` 454621人 )

61223百万円 (  57,98フ 百万円 )

欄 MI    "人 動 職員
|   "人 常勤職員|     ~Lズ l約語ll~~~~~―瓦 貞

腱
凛
保
険
綸

付
苺

健康 保険証発行
'0089枚

:00105枚

現 金 40付

各 lEサ ー ビ ス

賃  付  事 業

高an僚■■    傷輌手当金 lu産 口児―時 ,  その他の現金餡付 高 3nl● ■■    籠綱手当金 出産冑児一時金   その他の現金総11

0.1201牛  1   8320件
高額壺定通知  ターンアラウンド通知

3928件  1    99163件
医燎費16,1(イ ンターネット) 口座標督 (任 組 )

10413件  1    13,129件
高額査定通知  ターンアラウンドl■知

5600件 1  1フ 23フ 6件
医籠■通,0(イ ンターれ|) ●座撮曽(任組 )

77件 1   4200件
高顔E練貴賃付件数

294件

139946 (37) 1     1275件
出産■用貸け件数

80件 1   55,7件
高額目庶贅貸付件撤

3201年

158) 1     1201件
出産費用貸付件数

0件

保

健

率

案

船健

i活11霜 鴨 1孵Jν
薔

=劇

百 器 需
被保険者 (特 定保lt指導)(実 施率)      ●●腱■くの他の憚●nⅢ

初回面談 1876件 (221%)10ヶ 月後評価 035件 (9醜 )1     2497件

生翻ⅢⅢⅢ"い
う
Fl鷲静」_需1需

11.
初面面O1 2,40o件 (198%)16ヶ 月後解l● 904件 で31%)1     12260件

僚 健 指 導

その他保健 亭 彙

0やれは:さ が」つくプロジェクト υ十 は ZZ千 嗅=口 llI暉 体願

“
=宙事lC暉 保瞑におけo口 rl保 但 籠 4軍采

レ セ プ ト点 検 宴 ln

(被 保険告1人 当り効員m)
~~・ 情

鴫

「

百 1~~J印 ≒ 面 計 ―
」 偏

雪 39円
_ _賃 騒温

桑 [「T十 一 ― ―
p客 点検 _244 M I ~型

"点
亀 1而

支部独自の劇意工夫を
活かした

=な
取組み

保険委員を対拿に、事務手幌きを補完した「健康保険委員必携」を作成し配付
0特定 nt齢 とがん検おとの同時実施促進のため、事業所へ特定健診の受お分を送付する朦
に、市町が宴施するがん検診 (集 日)の 実施予定表を同封
0支部独自の医燎賢分析データやジェネリック医薬品に対する取組み状況を説明することに
よ崎 年記事13“ が実現
0生活習慣病予防Of齢・特定健齢の受診働奨
(r未 受診者専業所、新規適用事業所、新規任意継続加入者等への受診勧奨」、「健診実施
機関に受船勧奨を薔託J、「個人受診申込書を作成し広〈配布 Jなど)

03点者健おデータ取得について、退官後再雇用による協会けんぽ加入者 (特定健診の対
象者)を多く雇用する日治体からまず先鞭を着け、健診機関の協力を博ながら菫開

υttl■観爛用認足lll'1度 について、県下の161区 象観関 (隔 床数30以上 )に 対し、申請■・チ
ラシ・返18用 封筒・ポスターを送付・周知【実施月:平 成23年 1月 】

灘椰轍熙蠅墓:i郡ぢ灘「曽r
昌計
のり潔ヨf彗躍幾よ̈ り:曹翌跳観紺単島ザ発乱唱?

Rl曽忙義績晨著盤お禁だ[徹絆
1桜
走響:単鷺う翼傷習ヤ

てヽ訪間または通知により資格
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本熊 分大

績   況

('内は前年鷹の●

ま保険者数 ①
324081 人   ( 321560人 )

22523ヶ 所   (  22,612 ヶ所 )

被保険者数 ①
2279'6 人   ( 227,919人 )

1ワ 151ヶ 所  (  17568 ヶ所 )

編準報酬佗饉う
す藷非TTttЮ劇3カ

編準報酬佗顔 九
讐雫腎 話105'076百 万円 ( 1053491 百万 円 )

優眸総 (■ ●

755,590百 万円 ( 757.100 百万円 )

保険総付薔

α扶■言数 ②

252562 人  ( 2527i3人 )

瞑扶養言数 ②
1811フフ 人  ( 181374人 )

577243 人  ( 5'4273人 )

78034百 万円 (  74459 百万円 )

口
^石

計 のヽ十o,
409153 人  ( 409200人 )

56711百万円 (  54970 百万
「

l)

鋤 職員 |    "人 勁 職員 |    
“

人 鋤 臓員 |   "人 契約職員

「

~~~可
1

健
康
保
険
輪
付

毎

僣凛 保険証 発行 143365枚 103708枚

現 金 綸 付

各 1ロ サ ー ビ ス

貸  付  事  栞

商醸鳳晏 R    儡綱 手 当金 出産■児一時金  | その他の現金給付 高饉練■■  1  傷n手当金 出産青児一時金 ' その他の現金給付
,1596ィ牛 1    15033件

高額査定la知   ターンアラウンド通知
_  19理型三 | _  14讐5」
医療貴通知(ィ ンターネット) 口座撮曽(任縫 )

―■温T計十ヌ弓ァラザl鳳
4944件  1   129679件

壼亀贅通
'1(イ

ンターわ卜) 口塵饉僣(任継 ,

102件 1   2306件
高韻医療貴賃付件数

201 14

望 ,1,9'(m)1   1型 フ上
出産費用貸付件数

__1:件 |_ 理。8件

高額医療費貸付件傲

197.017 (83)1     1969件
出産費用貸付件数

2件

保

盤

亭

業

お健

翡 癬 儡 勁 :吻
被保餃君 (特定保僣指導)(実 施率 )

販扶■ ■

初回

―

      (179■ )16ヶ 戸後評価百082件 (07%)
保 lE指 導

その他保健皐凛

υロロ
'暴

Prに おい■肛鳳つ リヽセミアーを秦匝
0産集保健推進センターと共催により「心と体の健康づくリセミナー」を実施
0熊本市と共催で生活習慣病予防対策スキルアップ講座を実施
0地域職域■携事業の一環として八代保健所及び水保保健所とそれぞれ共催にょり、事業
主、商生管理者●を対象とした精尿病対策セミナーを実施

υlE原 つ りヽ●果妻匝嘔 場でも塚藤でも取り組める偉原づくリフランの実践 )

レセ フ ト点 検 要 IE

“

菫優餞者1人 当り効彙

“

)

_月 格点

現 訓
_迎

乳 市 卜
型 点

鴇

■格jII検    1     内容点検     1    外傷点検
0,175円 1       1468円 1      414円

支部独自の日意工夫を
活かした主な取組み

'熙
買罹硲僚防上のため、レセフトの資槽点棟10出 機能を活用し、資格喪失後受診の件数

メ多い亭業主に対し、「保険証の確実な回収」及び「従業員様への喪失後の健康保険につい
この説明Jを 依11する通知を送付
D大規模事栞所への支部長訪間による健齢利用促遣.特定保健指導実施等依頼
D概ね100床 以上の医療機関へ限度饉適用認定申‖■の窓口設置
)窓 ロサービス向上のため、サービス向上委員会を設置しCS向 上

「
金事務所と共催により健康保険委員に対し実務研修会を実施 (9月 と2月 各 11会 場 )

)事 業所の担当者の初心者向け研修として、毎月1回程度 講習会を実施
)保険者協議会においてィニシアティプを発揮し、特定健診啓発のための広報ツールを作成
、́市町村、保険者年において広報

塁留曽盲″械石鮮
付の審査体制の整備及び実地調査体制の構築を行つた)

螢断請潔潔曇習望訓黒舗『

拡充にょり、相談業務の効率化及びサービス向上を図った)

∫奎各撻農農喬榛譲[倉ぜソ冒晋実ξ″揮野事業
の推進体制の拡充を行つた)

;鶴饉1履星絶侶鰊
入磐員税帥 あ選踊理鴫ξiFを

通じた任

医 療機鵬窒口にお 1する應庸 昴鯛ウ車ll=の

“

希_黄 i ttt● 晰彙子の各

“

由 |●奎ハロ薔 ヽ
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崎宮 鹿  児  島

薇    況

カロ入者 致 事栞断軟 加入者数

被保限者数 ①
213'25 人   ( 212608人 )

15,067ヶ 所  (  15,326 ヶ所 )

325352 人   ( 324126人 )

23822ヶ所  (  23930 ヶ所 )

ぽ彙再FT保崎
者数
申“ヵ

標準報|lt額 ち任意継続被保険者数

フ,197 人  (  0241人 )

17準報酬総額 ~~~ ~~

1002321百 万円 ( l o57.344 百 万 円 〉傾ス委 省 緞 ②

168,699 人   ( 169180人 ) 保「1拾付費

夜扶養者数 ②
2064フ 3 人  ( 26835,人 )

刀口人煮計 (0+0,
382,424 人   ( 381,788人 )

は

49786百万円 (  47.612 百万円 )

契約晟頂丁
~~~       49人

カロ入者計 (① +② )

硝
峰 ―単 粉

ラフ,175百 万円 (  73412 百万 円 )

劉・ 賢

「

~~~瓦
:T~

健
康

母
陰
“

付
４

健康 1早 曖証 発行

現  壺  1ち (1

各

“

サ ー ビ ス

貸  付  , ■

04340枚 141649枚

高額象養質  1  饉病手当令

出 産 付

12088件 14,632件

r′

“

1

,

V

お
　
　
　
凛

健
　

　

＝

その 1世 岬は ,■

瓢 特   鐸
初回面腋 63"件 (525卜 覇 仲 価 3952件 (327%)1 ~~Ⅲ 赫 ■

PII定
健診受診準向上を目的としたTv広 報(CM放 映、情報活相でのコーナー、パブリシティ

Эlキ定II診受診率向上を目的としたラジオ番組取材放送
Э保健指 幕用チラシの作成

ulI朦 つくり 3ケ 月・3kg・ 3cmチャレンジ教室
0庇屋体 H‐大学との連携によるtl臓 づくり3■

レ セ ツ ト点 1■ 突 ln

l■ 1■け■ 1′ 当 ,効 ●AF

■
“・ 」詠扇「+―

  ■壺型
¬而百 1 _:型

壼
揺;吾

雲 而+ 型鴨f
l rl夕 ,「 ,″

'11■
■,「

tち¬′ ,1,I:ヽ ill'′

II[i碧艇濡:請ま協3踏雑盤馨融絲辮t

3V好理 解 鵬 )卿 "勿
(制度イ湖 ni力 利

"チ
ラス 諏 功 ―ヽ メ
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川]

|1入 li● ,

′17険 者軟 ①
246017 人   (  241828ノ、)

●R■憤保 i者

“3618 人   (  5164人 )

ほ

口

憚

”

“

付

■

737296百 万円 ( 723.474 百 万円 )

入者計 (① +② )

487351 人   ( 481.424人 )

他庫

`7,■

趾 え i

現  i l` 付

う 将 り  1=■

138430枚

~■
1予 憂 通知

~1lF写
医饂貫通

',(イ

ンター

，
　
　
　
■

憎
　
　
　
Ｐ

;l1111マ |〕 ヤヽ

[1  1,,■ 11

ti111 1出
'1当

 'ち ,11

■mi夕,日 t● 11`工
'[ユか1た

'●

P,a,,1

生′占31目 喘予防It,「 (受 1,準

71238件 (551ヽ )

:″ |?le t(1■ tィ7 11 li皐 )(実 筆率)

薦需∫身11難鼻勇嘱平亜
康・体力づくり事菜 (一 次予防)

T■ 化予防¶業 (高 血圧 1,尿 ■ )

置訴 譜 轟 歳 IS醐 辮 禦
動 金が発生する割 二対し、支総決定通知前

撃保険書証を発送する際に、支部の業務説明のお知らせのチラシを同封

]勁1絶留晨誂恐♀なさ、選詔叢批饗聯舞鯨」翻想程
書の処 1里遅延による、事務処理誤りをだきないために、担当リーダーにて基幹業務シ

ステムを活用し、毎日処理経過のI“ 認を実施
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【ロオ黒1旨 1票】

目構

―ビススタンダードの
』雙言購i謡鼎41量券事

での日数の目檀Ю
9691ヽ   (  9408ヽ )

陸康保Fr i付の受付から編2までの日数
平成23年 2月 )

0営葉日以内 813日  ( 835日 )

健康保険証の交付 ill為 斜ヽ ,「
ら籠い保r■ _送付までの平均日

“
責格 ="● Hの 当日をl日 :と した場合の日薇

2日 以内 151日  ( 147日 )

お客様満足度

ヨロでの待ち時間の君足度 平成21年 度調査より改善 916%( 877,6

=員
の応 I貴 ●度に対する済足● 平成21年 度調査より改善 949% ( 980%)

た の利用の■足度 平成21年度調査より改善 821%( フ76,6)

あ間目的の達成度 F成 21年度調査より0■ 955%  (   936%)

5ロ サービス全体としての渇足度 平成21年 度調査より改き (  932,o)

は診の実施 特定|:康診査隻施率

薇保険者

被扶善者

被保険者45ヽ

検扶美者5郵

400%( 333%)

131ヽ   (   122%)

事業者腱診の■た T■者はンのデータの取込準 12%  (   o20.)

保健指■の実施
'定

保性IBコ ■亀準
6ヶ月後.t価 まで完了した者 )

植保険苦

被扶養者

浅保険苦o71ヽ

R扶養者324ヽ

62% (   48%)

16%  (    ―   )

保比指澪の効果

`タ
ボリックシンドローム譲当者及び予備群の減少奉

与活
習慣病予防 61診 検査項目男1指澤区分の改善状

平成24年 度)lo、

1年 度の状況より改雷

(注 4)

(注 5)※ 1

L活習慣病 (問 診薬区分)の改善度
"年

度の状況より改苦 (注 5)※ 2

レセプト点検効中舗

よ保lt者 1人当たり資格点t 果額 1年度を上回る 2478円  (2,222円 )

=保
 書1人 当たり内害点: ●|:誡 年度を15ヽ以上上

=る
872円  ( 786円 )

よ保欧者 1人 当たり外イ1点 ■ 1興 M 1年 度を20ヽ以上上回る 377円  ( 382円 )

ジェネリック医革品の使用促進 革蓋‰質l革機屁理:讐 ,:・

べ~ネ ) 費用綱合の伸び率を
21年 度の3倍 に30 224%  (  183%)

(注 1)

(注3)

(注4)

協会の運営に関する各種指標(数値)【全国計】

各敷植は、特に注記がないものについては平成22年 4月 :日 から平成23年 3月 3,日 までの実
'1●

(お 客様洒足度は、H20年 2月 における■ヨIE■ )

サービススタンダードについては 3月 については■災等の影雪0(あるため2月 の数thを 使用

く  )内 0螢●は、前年度同鴫における致コ,ただし ,―ビススタンダードについては、22年3月 における数ユ

鷺 書
リツクシンドローム該当者及び予儡諄の減少動 についoよ 20年度から24● 自 こかけた5ヵ年の秒 事となるため、単年度の遺うのま菫を行つて

保健!舌,の効果については、代替として以下の菫tlを le■ してt、る(H21年 liの it定 ■).

L鐵li50暴響轟撃雖掘 :鱚野碁爆褐 :酬蝙 ミ

協会の運営に関する各種指標(数値)【全国計】

「蠍
躙 liII筆躍酷理:∬〔

2宅

II躍認権響
!Πまでは稲

「季
=ヽ

電ニリ」発生件螢のうち、貸付金 (高 額EO当 出産彎)について、2!年 度はそれぞれ高撻燎姜贅 出こ育児一時金として計上

″rmi葛昇膚yrJ撻書長′博:讐電£笛賊泄属増顧黒埋野電性」鳥ξ諭識顧貪翻鷲1撫ご:ξ5X出
軒騎

(注 1)

【検証指標】

実li

各
':サ

ービスの利用よ況
宮gI聡ヽ3黒 電ヽ1誌91孵準の払出件数)

7,710件  ( 5587件 )

[f澪1矯罪
者の口こ耐Tllnl“

273%( 206%)

務ヽ処理 :|り の防止

,iミ 理誤り」発生1年数 357件  (  422件
任 |■30係

薇贅輌

畔
一畔

僻
一馨

健
:1適姜冒 42件  (   o3件

薔気手当圭 011牛  (  137件

付
出雇手 L■

41牛  (    334牛
出産耐:'-31金 15件  (   4件
埋下員′[LIr4 0件  (   3件
移
`資

41牛  (   3件
出 産 36件  (   _ )

E電 員のお●らせ

載 E:・・ 1手

件
一件

4件

1件

競保障番証一 |ム !ミ 着

革え付
研
一畔

Ｔ
．畔

tl失

その忙
絆
一酔

お:′ ■の苦.=.意
見 夕百・

'見
の受付件なとその内容

苦,斉

ピ意見ご提案

2883件  ( 4,240件

1.301件 ( 3057件

Sネ L・ お衰めの言葉 560件  (  537件

ホームページの■,用
トームページヘのアクセス件な
平日における1日 当たり平均アクセス数)

42798件  (29869件 )

甲 :「 届出の郵遺化
に許眉出の郵送化手
平成23■ 3員 )

700% (   60フ %)

阜おの効率化
=■

の間l滅

llRR吹お付,コ 当ヽ●の1人当たり綸付業務処理件数 2.619件 ( 2688件 )

哭約

“

数及び割合(10o万 円を超える契約) 634件  [ loo oヽ ]

一般競争ス本‖こよる契約 301件  [ 47島 ]

企画lt争 による契約 40件  1  63ヽ ]

■ き契約 293件 [ 462ヽ ]

菫 重 詢の内訳(10o万 円を超える契 :|) 293件  [ loo o、 ]

■

''1貴
貨(工 ヽ、二場寄)関 係 95件 [ 32ヽ ]

システム (改 ■、●守、■13)関 係 65件 [ 222ヽ ]

-11■ 争入札 it・ 決定までの経過的な契約 [ 17儡 ]

窓口礼 l、 業

"の
社会保険労務士

=へ
の委託 31件  [ lo 6ヽ ]

広報 (t周 年 )円 係 201+ 〔  08ヽ 〕
一般=:争入札不秀による契約 9{牛 [ 31%]
その他 22件 [  7"]

コピー用11等 の消耗品の使用状況

コピー冊籠(A4) 40.303痛  (42.109箱 )

プリンタートナー(黒 ) 2978個  ( 3059尼 )

プリンタートナー(カラー) 2.144個  ( 2475個 )
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協会の運営に関する各種指標(数値)【 支部別】

C主 1)各数値は、特に注記がなtヽものについては平成22年 4月 1日 から平
義″

年3月

阪 端 観 講
師 (お 客薇満足度は、H2=2月 における調査結果)

(注2)サービススタンダードについては 3月 につt｀ ては晨災等の影勁
`あ〈注3)(  )内の数taは 前年度同期における螢値.た だし サービススタンダードについては22年 3月 における数値
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0")徴 ●は、物 =注

“

ル いものについrl■鴨 22●4月 1日から平
羅 島 宵″翻 騒 絆

03犠 跛 け H23年 2月 における調査洛翻D
(注2)サービススタンダードについては、3月 については震災等の影雪があ2

(注3)(  )内 の数値は、前年度同期における数値.た だし、サービススタンダードについては22年 3月 における数値

【ロオ票キ旨1黒 】

北 海 道 青 森 岩 手 宮 城 秋 田 山 形

サービススタンダードの連守

健康保険

“

付の受付から振込までの日数の
目幅(10言 葉日)の達成率 (平 成23年 2月 )

9841% ( 9,30ヽ

'

10000% ( 9882%) 100oOヽ ( 999o鴨 ) 10000% ( 9981%) 10000ヽ ( 10000%)

:凛 rF崚 :ホ {1の贅付 から振込までの日数
平成23■ 2月 )

861日 (876日 ) 736日 ( 788日 ) 604日  ( '4'日 ) 3“ 日 ( 806日 ) 520日 ( 510日 ) 640日 ( 801日 )

健康保険証の交付
賢格慣 llの り,"か ら健康保険II送 付までの
平r.l日 盪 1鷺 r期 を除く)

1費 161111印 l● の当日を1日 目とした場合の日数
1日 (  1日 ) 1日 (  ,日 ) 2日 (   2日 ) 2日 (  2日 ) 1日 (  1日 ) 1日 (  1日 )

お害:=濁 ,「 lt

蟹口での待ち時間の満足度 946% (  941ヽ ) 856% (  388%) ( 939%) 888ヽ ( 89錦 ) 960ヽ (  941ヽ ) 86'ヽ (  D00%)

寝員の応援ll度に対する満足度 957% (  943%) 920% (  954ヽ ) (   971ヽ ) 004ヽ ( 003ヽ ) 950% (  955") 940%(  965ヽ )

施設の利用の満足度 (  320%) (  735%) 881ヽ ( 070%) 925ヽ ( ,94) 835ヽ (  306ヽ ) 852ヽ (  309ヽ )

訪間目的の達成度 ( 957%) 967% (  980% 980ヽ  (  955ヽ 964% (  981ヽ ) 959%(  980%)

客ロサービス全体としての満足度 952ヽ  (  941%) 960ヽ (  970ヽ 900%(  9,o%)

健診の実
'「

寺定健康謝 実施率

皮rr険者 445% (  415%) 346・ I(  321%) 515ヽ ( 49■ ) 392ヽ (  384■ ) 565Ъ (  523●・)

被扶員者 (  120●・) 219、  (  2o4%) 135ヽ (  126%) 270%(  245%)

嘔字者僣診の実施

"業

者
"診

のデータの取込率 (  01%) ( 01ヽ ) (   00ヽ ) (  Oo%) (  l10%) た2%(   15%)

保位指導の実施 博定保● 11●■施率
(6ヶ 月11li'価 )

被保険者

被扶■者

39% (   24% 91%(   32%)

24%(  ―  )

101%(  37、 )

02%(   ―   )

(  30%) ( 61%(  55%)

10% (   ―   ) 23% (   ―   ) 30%(   ―  )

レセプト点検効果額

複rrに 者1人当たり日格点検効果額

被
'′

険者1人当たり内容点検効果額

2.530円  (2724円 1,988円 (1604円 ) 2486R(2700円 ) 2250円 (2330円 ) 2251円 (2230円 ) 2306円 (2491円 )

1670円 (1190円 1194円 ( 502円 ) 570円 ( 573円 ) 2074円 (2554円 ) 897円 ( 519円 ) 1217円 (1 lol円 )

成保険者1人当たり外|1点 1'効 果額 304円 ( 315円 ) 041円 ( 2∞ 円 ) 061R( 240円 ) 356円 ( 306円 ) 275円  ( 195円 ) 382円 ( 405円 )

ジェネリンク|卜 薬品の使用促進
ジエネリック医薬品使用割合(黎 ロベース)

(平成22年 4月 ～平成20年0月 )
250%( 210ヽ ) 257ヽ (  210%) 245%( 20o%) (   ,54%) 248%(  198・b)

【目1漂手旨オ澪】

IE 島 茨 城 栃 木 群 鳥 埼 玉 千 葉

サービススタンダードのi豊 守
'11 1lК

綸付の受付からF込までの日:1の

ヨl'10ム ,日 )の 仲ⅢL率 (平 ht23年 2月 )

10000% ( 9994%) 10000ヽ  ( 10000ヽ ) 1∞ OOヽ (9980% 10000% ( 9952ヽ ) 9693% ( 97801) 9912ヽ ( 9896%)

|:lユ 1=ほ :ム 付の受付から振込までの日11

(平

“

123年 2月 )

'31日
 ( フB,日

'

フ09日 ( フア2日 ) 602日 571日 ( a4o日 ) 89,日 (o“ 日 ) 8"日 ( 860日 )

健康保険証の交付
口1“ 憫

"の
11綱 から健康保険I`送 付までの

平
",日

歓 (■ 忙期を除く)

X■ 43,ハ

"W"の
当日を,日 日とした場合の日塾

2日  (   2日 ) ( 2日 (  2日 ) 1日 (  1日 ) 2日 (  2日 ) 2日  (  2日 )

お客様満足度

窓口ての

“

ち時「1の 満足度 970% (  919%) 961% (  903ヽ ) 953%(  866%) 985ヽ (  961") 039% (  397%) 911ヽ ( 395%)

慮員の応機態度に対する満足度

t般 の利用の満足度

996卜  (  977ヽ )

906" (   333ヽ )

991ヽ  (  984ヽ )

044% (   916ヽ )

954ヽ ( 942ヽ )

849% (   300%)

971%( 95“ )

877ヽ ( 32い )

932ヽ (  926%)

843“ (  790ヽ )

954%( 911ヽ )

742ヽ (  730ヽ )

方問目的の達成魔 (  961ヽ 992%( 971% 950ヽ  (  941ヽ )

929ヽ  (  959%)

972ヽ (  913ヽ

徴ロサービス全体としての洒足度 986ヽ  (  959ヽ 945% (  930ヽ 901ヽ (  9241 947ヽ (  91o%

償診の実施 片定健康診査実施革

晟保険者 093% (  37,%) 4521(  41B■ ) 372“ (  341%)

被扶姜者 194% (  165ヽ ) 401(  113%) 158ヽ  (  :55ヽ ) 128ヽ (  12801)

■業者t'診の実施 †者健診のデータの取込率 16ヽ (   00ヽ ) (   00%) (   00%) 04ヽ (  00%) (   02ヽ )

保健指導の実施
崎定保健指

'実
施率

6ヶ月後押価)

被保険著

24%(  ―  )

104% (   70%)

12% (   ―  )

102%( 3■ )

14% (   ―   )

38ヽ (   311)

1 9ヽ  (   ―   )

45%(  29ヽ )

16%(   ―  )

88%(   66ヽ )

14%〈   ―  ヽ
被扶姜者

レセプト点検効果額

r保険者 1人 当たり資格点検効果額 2,0,6円 (,8“ 円 ) 2156円 (2305円 ) 2174円 (1994円 ) 2327円 (2807円 ) 2.511円 (1915円 2,707円  (2165円 )

0∞円 ( 344円 )

ユ保険者 1人 当たり内容点検効果額 346円 ( 452円 ) 1231円 ( 4∞ 円 ) 419円 ( 779日 ) 50,円 ( 586円 ) 1161円 (1378円

ま保険者1人当たり外1凛 点検効果額 303円 ( 396円 ) 306円 ( 433円 ) 325円 ( 3∞ 円 ) 353円 ( 200円 ) 317円 ( 298円 ) 444円 ( o35円 )

ジエネリンク医薬品の使用促進
ジエネリック医薬品使用割合(数 日本―ス)

(平成22年4月 ～平成23年3月 )

231%( 18昴 ) 214% (  170ヽ ) 226ヽ (  180ヽ , 226ヽ ( 18") 225%(  132%) 220■ ( 182ヽ )
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【目1鵞 手旨1黒】

神 奈 川 浙 潟 富 山 石 福 井

サービススタンダードの〕1守

趙朦保崚綸
`1の

受flか ら振込までの日歓の
コI'(10宮 栞H,の燎′lt ll(平成23■ 2月 ,

7469%( 5740%) 9979%(93740 9987% ( 0988%) i0000% (loo 00%) ,0000% ( 9990%)

口,ユ 保腋綸付の受付から撮込までの日菫
平成20年 2月 )

1033日  (1029日 ) 770日  ( 373日 ) 504日 ( 518日 ) 775日 ( 901日 ) 705日  ( 680日 )

llf康保崚

`Iの

交付
ヨIPlin蛾 の取■から健康保険 il送 +|す 〔の
F均 日数

`ス
IC期を除く,

`賀

掲情90取 |● の当日をln口 とした:島 合の1ヨ 政
2日  (  2日 ) 1日 (  1日 ) 2日  (   2日 ) 2日  (  2日 ) 1日 (  1日 )

お客様満足よ

窓口ての

`う

ち‖間の渦F艦 875ヽ ( 776%) ∞3%( 8'8%) 970% (  952%) 933ヽ  (  69`%) 859% (  820%) 869ヽ ( 947ヽ )

瞼員のκlIじ 11に

'1す

る満層ll ( 911% (  943%)

735%( 730%)

979Ъ (  937% 907% (  915ヽ

施設の「 llllの ■兄渡 705% (  613% 706% (  720% ( 790つ

訪問 日的の■威度 923ヽ (  793ヽ ) ( 952%) 966ヽ  (   939ヽ 937% (  961%)

=ロ
サービスi llと しての■足■ ( 909%) 947ヽ  (  910% 9il% (  927%)

絆κiの実施 ‖7Ftt康 診会実施■
被保険薔

被扶姜お

(  305ヽ ) 549% (  529%) 526ヽ ( 492%) 444% (  4,0%)

(  138ヽ ) 19ヽ ) 133% (  ,70%) 84%(  161%) 12o%( 120%)

事栞

`“

:診 の実施 事業■優診のデータの l1/込 準 03ヽ (  01%) 22%(   oo%) 02% (   ooヽ ) 03%(  00ヽ ) (   06%) 18%(   0も )ヽ

保tIPh諄 の実籠 蝠 理(肥
:

20ヽ  (   o3%)

02ち  (   ―   )

25%(   22ヽ )

15% (   ―   )

36% (   19%)

24% 〈   ―   )

43%(  22ヽ )

08ヽ  (   ―   )

89%(   69ヽ )

11%(  ―  )

98%(   58%)

11ヽ ( ―  )

レセプト点換効 lt in

腋保候■1人 当たり■構点11効

"l ln

議‖隕
=,人

たヽり内容点検効,RIft

1964円 (1,553円 )

568円 ( 633円 )

2.472円  (2416円 )

473円 ( 398円 )

1858円 (1918円 )

010円 ( 627円 )

2220円 (2203円 )

1734円 (1115円 )

2362円 (1,920円 )

16∞ 円 (1248円 )

2456円 (2,156円

771円 ( 516円

は保険■1人 llた り外傷点検効摯袖 230円 ( 233円 ) 387円 ( 450円 ) 242円  ( 318円 ) 388円 ( 30`円 ) 276円 ( 268円 ) 456円 ( 362円 )

ジ■ネリックⅨ禁品の ll‖ |夕 ,“
ン■ネリックll F品 ●IIl鶴 台(取 Jベ ース)

|■ I122`f4月 ～■,t23年 3月 )

210% 〈  ,70%, 242ヽ  (  195%) 229% (  188%) 226Ъ ( 181%)

糧メ拿壁ど女ゝ;ι房こ平イン光ギさ慰耐i郷卿 χ,ソ育場最濡藁

`ξ

ttntは
沸・足しは貶3年2用こ制するJ餡●)

〈注3)(  )内 の数tlは 、前年度同期におけるな値.ただし サービススタンダードについては22年 3月 における摯仙
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【目1彙 1旨 1澪 】

烈 崚

“

l ■ 千

サートススタンタードの111
"|●

|=陵綸‖の(1,か らh込
"oこ

のl」 れの
コ|,(;071■ 日,の ■,tI′ Tr1201,月

'

r鳳保敗綸付の受11か ら編込,この I]欺

T咸 23年 2月 ,

10000% ( 10000% 10001%(9994つ 9994% ( 9783ヽ ) り,901( 9923ヽ ) i0000% ( 9758%)

782日 ( 638日 585日  ( 545日 ) 658日 ( 761日 ) 8'7日 ( 862自 ) 829日 ( 877日 ) 818日 ( 935日 )

|ぼ ′彙保政証の支付
口格,1報 の取得から僣庫保限III(11:Cの
中均 日歓 (,IC期 を除く)

=資
161R18取 ||の 当日を1'lnと した■ムの ll tl

2日 (  2日 ) 2日 (   2日 ) ,日 (  1日 ) 1日 (  1日 ) 1日 (  1日 ) 2日 (   2日 )

お害ほ満足度

び口このイ1ち 01間の出貯度 971ヽ  (  952%) 920% (  910ヽ ) 927% (  927%) 934% (  874%)

懺員の応|'■ 11に ,1する満足,■

起設の利′日の満足度

1000% (  955")

036ヽ  (   906ヽ )

932ヽ  (  975ヽ )

766% (  770ヽ )

964% (  976ヽ )

831%く  890ヽ )

9691b( 967ヽ )

347% (  3,3%)

982% (  959ヽ )

,34% (  305%)

997ヽ (  928ヽ )

340% (   716%)

訪問 |」 的の■lt慶

営ロサービス全

`Iと

しての属

'瞑

961ヽ ( 980ヽ )

991ヽ  (   9,0%)

960% (  990%)

941% (  990ヽ )

941ヽ (  047%)

946ヽ (   959ヽ )

965%( 961“ )

948% (   980%)

987% (  977%)

980ヽ  (  962ヽ )

993ヽ  (   948ヽ )

973ヽ (   918ヽ )

"こ
の夕施 1定 LI康 こ■■lt4∫

lJl保 陰■

植ll■ ■

591ヽ  (  559%) (  387ヽ ) 449ヽ (  414%) 447ヽ  (  415%) 523ヽ ( 497ヽ 〉

249ヽ ( 256%) 117% (  lo 9ヽ )

3■ ■
"お

の夕施 事■宿

“

どのデータの取込 .| 00ヽ (   00ヽ ) 40% (   i7ヽ ) 11ヽ (  0し )ヽ 01%(  00%)

はい 指導の■ 静
11■ 11僣 lh● ■■■

“
ヶ月後il n,

被

`=隕 “

被1'■ ■

56ヽ (   58ヽ )

15ヽ  (    ―   )

i58% (  154ヽ )

37ヽ (  ―  )

88%(   60ヽ )

46% (   ―  )

26%(  32%)

34ヽ  (   ―   )

29%(

15%(

35ヽ  (   60ヽ )

02ヽ  (   ―   )

レセプト点|■ 7Jlll ln

袢保限 お1人 ヽたり賣柿●1■・Jl l「

`n

祇rl"宿 1人 当たり内容点 1資 効 :t ln

1964円 (2382円 )

021円 ( 913円 )

2407円  (2395円 )

314円 ( 769円 )

2946円  (2062円 )

1006円 (1275円 )

2152円 (1853円 )

312円 ( 675円 )

20∞ 円 (2071円 )

661円  〈 584円 )

2,135円 (2138円 )

612円 ( 677円 )

よ保rt■ 1人当たり外に点検/JllR 3n 477円 ( 437円 ) 341円 ( 294円 ) 356円 ( 416円 ) 277円 ( 3∞ 円 ) 39フ 円 ( 46,円 ) 452円 ( ヌ澪円 )

ジェネリンク医薬品の使用l促進
ジェネリツクE薬品使用割合(散 Jベース)

(平 成22年 4月 ～平成20年 3月 )

194ヽ (  130%) (  175ヽ ) 216ヽ (  174%) (  180%) ( 103ヽ )

糧33里ど11震J″」酋:;まで偲懇珊 暫貿星膨翻鑑盤背場攪鶴"値

い誅満足度はH2年 2月 における
“
査紳

(注3)(  )内 の敷llは 前年度0期 における数値.ただし、サービススタンダードについては2年 3月 における数値
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【目1■ 1日 11】

漱 賛 一界 都 大 阪 兵 良 和 歌 山

サービススタンダードの違守

健康保悛給llの受付から振込までの日数の
日情(10富集日)の連威率(平 成2342月 )

10000%( 9902%) ( 9862%) !0000% ( 9988%)

"庫
保険 |.・ 付の受付から嬌込までの日数

(平 成23年 2月 )

568日  ( 647日 , 941日 ( 056日
'

000日 ( 3∞ 日 ) 359日 ( 9050) 712日 ( 920日 ) 591日 ( 600日 )

健康保険IIの 父41

■梢 ,口 ltの 取得から但鳳保険BI送 付までの

平均日歓(■ 4t期を除く)

X,枯慣lan■の当日を1日 日とした■合の日餞
1日 (  1日 ) 1日 (  1日 ) 2日 (  2日 ) 2日 (   2日 ) 2日 (   2日 ) 2日  (   2日 )

お客It満足l■

g口 での 1キ ちll間 の満
『

度 925% (  894%) 968% (  337%〕 849ヽ (  734ヽ ) 947% (  904%) 927%( 926%)

職員の慮:ROl■ に対する満足l■

施設の利用の満足底

957% (   935% 905% (  910% 95o% (  942% 900% (  962%

772% (  740% 350% (  775%
'09% (   720%

訪問日的の達成度

窓ロサービス全体としての満足度

944% (  980ヽ 967%( 016% 958% (  046% 915% (  960%

950% (  955% 906% (  924% 946%(  981%

健診の実施 ‖定腱疲じ査実施準
腋保贖者

植扶姜者

487"(  460%) 4821t(  455%) 437% (  394%)

106%( 10,%) 109ヽ ( 102%) 12%(   30%) 78%(   72ヽ )

3業者leFの実施 0■ ■機じのデータの取込率 26%( 06%) 01% (   03%〕 14%) ,0%(   20%)

保‖指導の実施
11定 保腱:日 ■実施準
(6ヶ 月■14価 ,

被保険者 30%(   27%)

13% (   ‐   )

20%(   09ヽ 29ヽ  (   27% (   60%)

被扶養者 17% (   ― 24ヽ (   ―  ) 20%(   ―

レセプト点検効果IA

よ保検■1人当たり■格点検効果鑽 2532円  (2678円 2187円 (2173円 )

7611円 ( 095円 )

3.204円 (2558円 2433円 (1816円 3938円 (3196円 2711円 (2753円

底保険者 1人当たり内容点検効果額 840円  ( 303円 805円 (1115円 ア14円 ( 613円 688円 〈 9ol円 1196円  (1373円

ま保険者 1人 当たり外儡点検効果額 470円  ( 375円 ) 474円  ( 405円 )

“

4円 ( 414円 ) 415円 ( 490円 ) 4∞円 ( 074円 ) 665円 ( ∞1円 )

ェネリック医薬品の使用,進
ジェネリックロ薬品使用B4合 (数 量ベース)

(平 成22年 4月 ～平成23年 3月 )

204%( 159ヽ ) (  198%) ( 161%)

〈菫 )各 数値は 特に注記がないものについては平成22年 4月 1日 から平成23年 3月 31日 までの実績ll(お 客様洒足虜は H23年 2月 における調査結果 )

(注2)サービススタンダードについては 3月 については晨災等の影響があるため2月 の数■を使用
(注3)(  )内 の数tlは 前年度同期における数値.た だし、サービススタンダードについては22年 3月 における数値
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〈注1)各戦tlは 、特に注記がないものについては平成22年 4月 :日 から平成23年 3月 31日 までの実績■(お 客様満足度は、H23年 2月 におけるlH査結果)

0レ)サービススタンダードにつぃては、3月 については■災等の影響があるため2月 の数値を使用
0い)(  )内 の数||は 前年度同期における数値。ただし、サービススタンダードについては22年3月 における数値

【目1澤キ旨1■】

鳥 取 島 根 岡 山 広 島 徳 島

サービススタンダードの10守

燎II保 険綸付の受付から振込までの日数の
日
"(lo■

■日)の連咸率(平 成23年 2月 ,

■康保険綸付の受付から撮込までの日数
千平成20■ 2月 )

10000% ( 9982%) l lX1 0111t( 9976ヽ ) 1001X%( ,941%) 10000%(10000%)

640日 ( 740日 ) 853日  ( 8'9日 ) 711日 ( 788日 ) 7"日 ( 7∞ 日 ) 682日 ( 642日 ) 598日  ( 624日 )

健l● 保険81の 文付
費格情IBの lR得 から健康保晨肛送付までの
平均日餞(=忙期を除く)

※費格情|1取 得の当日を[ll日 とした■合の日数
2日 (  1日 ) 2日 (  1日 ) 2日 (   2日 )

お客薇満足ll

g口 ての11ち |1間の属足度 (  9211) 801% (  3721) 024ヽ  (  a64ヽ ) ,00% (  322%) (  900%, 851% (   ,82ヽ )

日員の応:R態度に対する属足度 (  965% 966ヽ ( 927% 954ヽ (   868% 955ヽ (  983%

[誤 の利用の済足l■ 827% (  775ヽ 704%( 723ヽ 866" (  758ヽ 705% (  600%

肪岡目的の■成度

Sロ サービス全体としての満足度

980ヽ ( 962ヽ )

9911L (   971ヽ ,

972% (  960ヽ 924% (  910%

“

ll■ 〈 015% 946% 〈  036男 010% (  a99%

僣診の実施 暉定lll康 診査実施率

檄保険者 4[1%(  331%) 406% (  367%)

貪扶養者 17%( 107%) ll1 5% (   3θ%) 127%( 122%)

●■者

“

診の実施 |■者僣どのデータの取込率 1:%(  00%) (   01%) 10%(   01%) (   00%)

保l12指導の実施
1定保僣指導実施率
6ヶ 月lAl子価)

皮保険者 143%(  10“ g9%(   55% 91%(   88%) 66%(  111%)

凛扶養者 38%(  ―  ) 20% (    ― 15% (   ‐

レセプト点検効果額

虔保険者1人 当たり責格点検効果8E 2,907円 (2,155円 2348円 (2.652円 3016円 (2357円 3418円 (2,771円 2,605円 (2333円 2.203円 (2.280円

晨保険者1人 当たり内容点検効員籠 933円  ( 789円 1.553円  ( 875円 012円 ( 417円 ) 735円 ( 498円 5'4円  ( 360円 2230円  (1245円

皮保険者1人当たり外傷点検効果額 339円  ( 269円 ) 144円 ( 3711円 ) 444円 ( 422円 ) 361円 ( 362PI) 223円 ( 285円 , 038円 ( 
“

8円 )

ジェネリック医凛品の使用促進
ジエネリック医薬品使用‖合(敗 量ベース)

平成22年 4月 ～平成23年 3月 )
(  1601) 208%( 102%) 20o%( 190り 214%( 170%) (  105%)
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【目1澪 キロ1黒 】

愛 鰐 同 長 崎

サービススタンダードの11■

健康保隣給
`1の

受
"か

ら脈込までの日なの
日|'(10賞 t日 ,の le nt串 (平 llt231 2月 )

10000% ( 9771%) 9994ヽ (9980%) 10000ヽ  ( 9966%) 9957% ( 9721%)

“

康17族 輪けの受付から様込までの 日数
(平 llt23年 2月 ,

572日  ( 649日 ) 027日  ( 845日 ) 955日  ( 942日 ) 673日 ( 638日 ) 327日 ( 963日 )

健康rF険

'1の

■付
口l■ 1籠報の1,11からしllll保険11送 ●までの
平均日松 (家忙期を除く)

イ費43慣 19取 ■の当日を|[1日 とした:鵬 8の口敗
2日 (  2日 ) 2日 (  1日 ) 1日 (  1日 ) 2日 (  2日 ) 1日 (  1日 ) 2日 (   2日 )

お客11渇 足■

トロての 11ち ,1間の層 FE 932% (  341ヽ ) 9'1% (  959%) 322% (   824%) 880% (  8,7%) 939%( 955ヽ )

は員のに1=ユ 度に対する属,P■ _Q78%( 960ヽ )

871ヽ (  829%)

943%( 91烈 952ゝ ( 931% 972% (  980ヽ

施設の利用の属′il■ 841% (  704% 845%( 782ヽ 794% (  806%

あFun目 的の理成度 980% (   979% 972% (  920%)

973% (  390%)

96る ヽ(  949% 9611% (  917ヽ 900ヽ  (   904%

はロサービス全体としての満足 l■ 957% (  926%〉 950% (  935% ( 972ヽ )

付診の実施 IT‖ llF査 実施凛

iよ 保険む 403% (  388%) 72%(  434ヽ ) ( 512%) (  426%〉 440% (  415ヽ ) 411%(  390ヽ )

置扶薔者 98% (   30ヽ ) ( 124%) (   90%) :1% (  112%) lo2% (   98ヽ )

B=■ 籠,″ の実静
"t■ “

ルのデータの取込:事 16% (   04ヽ ) 02ゝ (   ooヽ ) 04%(   02%) 07ヽ  (   oo%) 00% (   00%)

保|:|"諄 の■施 悧桜I艦育牌
il》

一 234ち (   22フ )ヽ

24ヽ  (    ―   )

85%(   67%)

19%(  ―  )

33% (   21%)

01% (   ―   )

98ヽ (   95ヽ )

18% (   ―   )

81ヽ ( 56%)

08% (   ―   )

レセプトri11.lll1 31

R陵 ‖1人 ‖たり貫格点11効 lF紬

無欧■1人 1,た り内ri■ 1貪・Jl"柚

2,629円 (2535円 )

738円 ( 546円 )

2033円 (1987円 )

583円 ( 499円 )

2592円 (2289円 )

346円 ( 750円 )

2877円 (2391円 )

982円  ( 303円 )

2,885円 (2621円 )

1052円 ( 435円 )

2022円 (2468円 )

4“ 円 ( 473円 )

凛R臓 ■1人 ,ヽ たり外傷点11効 :1紬 551円 ( 521円 ) 456円  ( 647円 )

“

8円 ( 401円 ) 538円 ( 602円 ) 639円 ( 357円 ) 381円 ( o9o円 )

ジ=ネ リック医薬ム1の使′Htr泄
ヽヽリック,I出 ,,,11‖ 令(燻 量ベース)

l`■ ,′ i14月 ～十五ヽ20"0月 ,
211% (  174%) 231%( 186%) 215% (   173%) 224ヽ ( 187ヽ )

〈注1)級
“

は 特に注記力
'な

いめ につしては平成22年 4月 日から平
多欝ξtti財編『 藻ξ暫鷺

力
・

(お 客様満足度は H20年 2月 における″査結果)

(注2)サービススタンダードについては 3月 については産災等の影■があ
(注3)(  )内 のユitは 、前年 度同期における菫 せ.ただし サービススタンダードについては2年 3月 における叛 ll
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(注 1)各 散仙は 特に注記がなtヽものについては平成22年 4月 ,日 から平
勇ξ首 魂腎り晟品里1島 '値

〈お客株満足度は H23年 2月 における調査結果 )

(注2),一ビススタンダードこつぃては 3月 については震災等の影響わ
'あ(注3)(  )内の敗値は 前年度同期における数値.た だし ,―ビススタンダードについては22年 3月 における数値

【目1鷺 寸旨1黒】

ll` | 大 富 的

" 
り

` 
島 欄

リー
「

ススタンタートの,|う

口ni=阪

“

|,のサイ1か ら振迷■での日数の
日|夕 110● ■日

'の
,,itr・ T′ン 3■ ,月 )

1000o% (lllX 00%, ,0000ヽ  ( 9981% 9994% (  9970%)

“

′よlF瞳晰11の■ (1から振込■(の 日む
(l it23`12月 ,

566日 ( 576日 ) 784日  ( 773日 ) 75'日 ( 733日 ) 680日 (831日 )

"1●
保障

`Jの

■付
質轟 1員 幡のllI`1か らt,臓 保隣11メ f,す での
F的 日敗 (繁忙期を除く,

|■ 161口 帷取
「

の当日た[lヨ 日とした■3の 日腋
1日 (  1日 ) 1日 (  1日 ) 1日 (  2日 ) ,日 (  1日 )

お客11満 宏限

0口 この 11ち
'1lnの

満71艦 912%( 895%) 932%( 975%) 806%( 757ヽ ) 873ヽ (  θ41ヽ )

は員の応 10■11に対する出足■

,組のlll'1の ■冗 l■

928% (  863ヽ )

719% (  661%) 825% (   779ヽ )

968%(  981%)

000ヽ  (  385%)

929% (   940%)

762ヽ  (   748ヽ )

970% (  842ヽ )

562% (  705ヽ )

訪問目的の■it度 905% (  865ヽ )

920ヽ  (   330ヽ )

951%( 925%)

947ヽ  (  909ヽ )

972ヽ (  964%)

932ヽ (  970ヽ )

950% (  048ヽ )

940% (  909ヽ )

980ヽ  (  862ヽ )

987ヽ  (  883ヽ )

らロサービスi14と してのハ足艘

{け″の実ト lttIP,■ ,■実施Ⅲ
被R臓 ■ 5411b (  519%) 368ヽ (  342ヽ ) 551ヽ  (  525ヽ )

被供姜翡 77・b) 106% (   94ヽ ) ( 52ヽ )

'■
■ llどの■静 甲,7.“ ″のデータのIrli△ 亭 03% (   Ooヽ ) 05ヽ (   00・・ ) 40ヽ  (   00ヽ ) 04ヽ  (   00%)

{ス 1,lh7■ の:1:■
1,定 ‖llP lh岬 賞ヽ■
(6ヶ 月1lI予 価

被保険 出

被1,:薇 t

19%(   89%)

57ヽ く  ―  )

67・|(

1い  (

327% (   166%)

20ヽ (   ―  )

72% (   90、 )

16% (   ―   )

61%(   60ヽ )

15% (   ―   )

レセプト点1ル 効IF船

粧r■ 臓11人 たヽり,格●It場 彙m

腋保映■1人 '1た り内容点|,効果In

2829円 (2238円 )

879円 ( 446円 )

01'5円 (2809円 )

1468円  ( 313円 )

2,200円 (1952円 )

1106円 (1171円 )

2408円 (2455円 )

687円  ( 379円 )

1,802円 (1941円 )

200円 ( 138円 )

よ保険者1人 当たり外イ●点検効槃額 501円 ( 482円 ) 414円 ( 358円 ) 411円 ( 345円 ) 361円 ( 365円 ) 248円 ( 169円 )

ジェネリック医●品の使用促進
ジェネリックE重■,優 In翻 合(散■ベース)

(平 成22年 4月 ～平成,3■ 3月 )

246%( 20い ) 221ヽ  (   lo 6ヽ ) 263ヽ (  212ヽ )
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協会の運営に関する各種指標(数値)【支部別】

(注∫)各 数値は 特に注記がないものにつぃては平成22年 4月 1日 から平成23年 3月 31日 までの実績値
(注2)(  )内 の強値は 前年度同期における敷値 (ホームページヘのアクセス件数の前年度実績は、H21年 10月 ～22年 3月 における件数 )
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く注1)各 檄■は、特に注記がないものについては平成22年 4月 1日 から平成20年 3月 0,日 までの実績41

0レ)(  )内 の強tlは 前年度同期における強値 (ホームベージヘのアクセス件数の前年度実績は、H21年 10月 ～22年 3月 における件以 )

【検証指11】

北 海 道 青 森 岩 手 富 城 秋 田 山

各IIサービスのIIl用 状況

インターネットによる医籠費通知の和1用 割合
(FIA費情leの 照会が可能な,D・ バスワード
の払出件敗,

317件 ( 263件 ) 52件 ( 44件 ) 60件 ( 38件 ) 133件 ( 93件 ) 574牛 ( 39件 ) 56件 ( 36件

L患 継崎被保険者の口座振咎rll用 準
(平 成20年 0月 )

'9% (  145%)
212% (   1521) 290%(  210%) 270%(  219%) 370% (  303%

`務
処理誤りの防止 3務処理uり J発 生41数 7件 ( 4141 ( 1伴卜 (   ―   ) 1件 ( 1件 ( ― )

お客様の苦IA・ 意見
苦情 意見の受11件 数と
その内容

案
輔　一　̈

31件 ( 65件 ) 3件 (  6件 ) 4件 (  30件 ) 7件 ( 36件

154牛  (   394牛 ) 01牛  (   24牛 ) フ件 (  14件 ) 1件 ( 124件 )

"件
51件 17件 ( 19件

さネしお■めの古コ 4件 (  3件 〉 1件 (  3件 ) 27{牛 (  2件 ) :件 (  6件 ) 7件 ( 22件 ) 6件 (  5件

ホームページの利用 トームベージヘのアクセス件敵
`配

14数 ,
582362件

( 205842件 )

16451111件

( 71218件 )

122,310件

( 58061件 )

318048件

( 116.21214)

185618件

( 75489件 )

171456件

( 64898件 )

東務の効率化 経費の自1減
コピー用紙等の消埠[品の
康用状況

コピー用猟
(A4) 2523綺 (2399箱 494箱 ( 619箱 467■ ( ■7箱 706箱 ( 001綺 ) 55o籍 ( 590箱 ) 5"箱 ( "ε箱

フリンタートナー
(■ ,

1720硼 (1∞ 0口 , 35鰤ヨ (330個 ) 060個 ( 360個 320個 (1030個 ) 420個 ( 490個 ) 460個 ( 430個

プリンタートナー
(カラー)

11901国  ( 1155イ 固 ) 100個 ( 230個 ) 0901日 (0'0個 ) 530個 ( 500個 ) 460個 ( 500個 ) 400個 ( 305個

【検証指I「】

福 島 茨 城 栃 木 馬 崎 千

各llサーttスのllllR状 況

インターネットによる日ln費 通知の利用鶴台
(″ 繊■情報のIn会 が可鮨な,D・ パスワード
の払出14畿 )

76件 (  70件 ) 82件 ( 61件 ) 74件 ( 77件 ) 204件 ( 166件 ) 1321牛 (  98件

任IE盤 綸被保険者の口豊振替利用率
(平 成20年 3月 )

2a O%( 18,ヽ ) 271% (   196%) 2)6%(  202ヽ )

“

務処理照りの防止 事務処理娯りJ発生
`数

0件 ( ― ' 黎キ( ― ) θ件 (  ― ) Dl■  (    ヽ  ) 4件 ( ― ) 5件 ( ― )

お客様の苦情 島見
苦脩 息見の受付件数と
その1利 容

苦伯 934牛 ( 125件 ) 16件 (  42件 3件 ( 24件 ) 20件 (  32件 29件 ( 99件 )

ご意見ごlr案 69件 ( 95件 ) 15件 ( 11件 ) 44件 73件 (  10件 ) 8件 (  10件 ) 11件 ( 30件 )

sネしお褒めの書舅 62件 ( 38件 ) 5件 ( 9件 ) 2件 (  8件 ) 0件 (  1件 ) 8件 (  0件 ) :件 ( 19件 )

ホームページの利用 ホームページヘのアクセス件数 (総件数)

22380'件

( 81587件 )

252741件

( 7592:件 )

137676件

( 62999件 )

170518件

( 5'152件 )

6823531■

( 229502件 )

643200件

( 219399件 )

業務の効率化 経費の肖1減
コピー用紙等の消耗品の
実用状況

コピー用紙
(A4)

715箱 ( 338箱 ) 577箱 ( 621箱 ) 581箱 ( 550箱 ) 017箱 ( 752箱 862箱 ( 388箱 ) 892箱 ( 968箱

アリンタートナー
1黒 )

4001日 ( 

“

O18) 4404固 ( 5o o個 ) 3401日 ( 020個 ) 520個 (680個 7601日  ( 660`日 ) 790個 ( 340個

フリンタートナー
(カラー)

220個 ( 2701n) 16耐口 ( 340個 ) 3001日 (240個 ) 360個 ( 710個 4101日 ( 5:0個 ) 69叩 (,90個

-166-



【検証指標】

東 神 奈  川 ,カ 潟 富 山 石 丼

各11,― ビスの利用状況

インターネットによる医療■通知の利用AI合
(F嶼■情報の照会が可性なIDッ スヽワード
の払出件数 )

2070件 (11051牛 ) 3531年 ( 201件 ) 125件 ( 112件 ) 49件 (  54件 ) 87件 ( 51件 ) 46件 ( 35件 )

llE意

“

検被保険者の口,■ 編lJA利 ,1`[

(平 ll1 23年 3月 )
237%( 225%) 292% (  196%) 3741( 291%) 400% (  312%) 350ヽ (  256%) 341% (   289%

事務処理誤りの FJテ 止 |● 務処理誤り」発生14懃 51件 ( ― ) 2件 ( ― ) 9件 (  ― ) 314 (   ―   ) 4“| (    ―   ) 4件 ( ― )

お害‖の苦悩・こ見 .|.1薔・意見の受(1件 なと
その内容

1.605件 (1038件 ) 41件 ( 181件 43件 ( 257件 〉 11件 ( 28件 ) 104牛 ( 10件 ) 20件 ( 
“

件

卜専見J藤 301件 ( 926件 ) 34件 ( lo7件 48件 ( 110件 ) 5件 (  2件 ) 20件 ( 13件 9件 ( 304牛 )

おネtお 寝めの言黒 143件 ( 14件 ) 4件 ( 24件 ) 8件 (  27件 〉 1件 ( 3件 ) 11牛 (  2件 ) 1件 (  0件 )

ホームページの手1'日 ホームページヘのアクセス件V(■ {1叡 )
2614988件

( 971679件 )

8031771キ

( 271032件 )

284234件

( lllC 211件 )

216.4001年

(72139件 )

213864件

( 76861件 )

187112件

( 577,9件 )

=務
の効i lL“ 質の商llr.

コピー′11,14の 消11品の
llll状 ,,

コピーロ1輛
(A4) 0532箱 (3104箱 ) 1029箱 (1474箱 ) 1003箱 ( 93611) 529T,( 612箱 ) 547箱 ( 520箱 ) 3'3i3( 356箱

プリンタートナー
(■ )

2500個 (2310イ川 ) 960個 ( 91 oflAl) 700個 ( 730r131) 4101"( 54α 日) 010イ固 ( 370イ ロ) 220御 ( 27010)

プリンタートナー
(カラー)

1900個 (1480個 ) 800f,( 570個 ) 22011( 2601r) 150レ |(225個 ) 240イロ (  9of・ I

(注1)各数値は 特に注記がないものについては平成22年4月 1日から平成23年 3月 3日 までの実11値
(注2)(  )内 のでllは 前年度同tlにおける数11(ホ ームページヘのアクセス14数 の前年度実,3は H21年 10月 ～22年 3月 における件数)
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(注 1)各 牧llは 、特に注記がないものについては平成22年 4月 1日 から平成23年 0月 31日 までの実lR饉
(注2)(  ,内 の数価は 前年度同期における敗価 (ホームベージヘのアクセス件数の前年度実in lよ 、H21年 10月 ～22年 3月 における件数)

【検:I指 1票】

ul 1,

"|

■

各11サー tlス の11川 恢況

インターネットによる麟愴 賢通知の11川 lム 1イ i

F■ 員情 ‖の
「

i螢 が可llなlD′ ス`ワード
リ,1lR{1散 .

291牛  (   344年 ) 85件 105件 ( 95件 〉 1724午 ( 110件 ) 400件 ( 367件 ) 791牛 (   711年 )

守
=終

粉被保険名の 口,■ 薇

“

利汗l■
｀

(T f123イ :3月 )
(  238%) 385%( 30帆 370% (  300%) 338%(  251%) 348%(  265%)

い
=処

IPrtり の防止 ●務処Iri颯 り」
'生

件懃 1件 ( ― ) 71■ (  ―  ) 10イ牛 (  ― ) 6件 ( ― ) 13件 (  ―  )

お客1子 の■11・ は見
出

'“

・

'見
の受付件数と

その内容

3件 ( 15件 ) 17件 ( 37件 ) 29件 (  73件 〉 3件 (  14件 ) 154件 ( 125件 ) 4件 ( 14件

ゴ

'見
ご1'= 2件 (  6件 16件 ( 21件 ) 11件 25件 ) 4件 ( 435件 〉 106件 ( 13914) 26件 (  8件

Sネしお螢めの言■ 2件 (  4件 0件 (  3件 ) 9件 (  6件 ) 18件 ( 11件 ) 0件 (  1件 )

ホームページの11′ n ホームページヘのアクセス(1● (r“ 、l
238346件

( 70610件 )

267● 59件

( 103620件 )

324099件

( 65370件 )

493537件

( 138201件 )

001063件

(334512件 )

336425件

( 126145件 )

T"の 効率化 経 費の間1減
コピー用11等 の消耗品の
彙用1ス 況

コピー川l“
4Ct箱 ( 486箱 ) 532γ l( 603箱 ) 75,箱 ( 695箱 ) 983箱 (l o34箱 ) 22471(2156籍 ) 608箱 ( 624箱 )

プリンタートナー
(1■ )

330個 ( 340個 ) 300`メ ( 090ル 1 6700( 680個 ) 5701固 ( 5200) 16101メ|(1700個 ) 350,11( 370111)

プリンタートナー
(カラー)

420個 ( 470個 ) 160個 ( 260個 ) 43Ю 個 ( 91o4B) 350個 ( 430個 ) 9901日 (1320個 210個 ( 350個 )
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【検証指I「】

一宗 都 大 阪 良 和 歌  山

各(1サービスの利用状況

インターネットによる医僚費通知の利用割合
(医療■111Rの 照会が可能な!D・ バスワード
の払出件厳)

56件 ( 51件 ) 2434牛 ( 206件 ) 673件 ( 612件 )

"21牛
( 273件 ) 47件 (  49件 51件 ( 3フ 件 )

任意継崎被保険者の口座饉曽利用準
(平 成23年 3月 )

337% (   274% ) 271%( 174%) 229ヽ  (   177%) 238ヽ (  226%) 266% (  201% 230“ ( 159%)

●務処理誤りの防止 事務処理誤り,発 生‖敗 0件 (  ― ) 11件 ( ― ) 19件 ( ― ) 15件 ( ― ) 3件 ( ― ) 9件 ( ―  )

お客‖の苦債・■見 苦情・意見の受付件数と
その内審

苦11 34件 (  20件 ) 12件 ( 41件 ) 70件 ( 1∞ 件 ) 96件 ( 123件 ) 3件 ( 13件 ) 3件 ( 3914

ご意見ご掟東 23件 (  9件 ) 12件 ( 53件 ) 56件 ( 77件 ) 3,件 ( 54件 ) 45件 ( 107件 0件 (  2件

ISネいおInめ の
=Я

6件 (  4件 ) 0件 (  24牛 〉 1,4牛 ( 10件 ) 14件 ( 20件 ) 224牛 ( 39件 2件 (  3件

ホームページの lll用 ホームベージヘのアクセス11数 (■件数,
259428件

( 104,677件 )

500150件

〈 189754件 )

1549514件

( 533240件 )

498982件

( `79,365件 )

3004“ 件

( 78644件 )

116443件

( 
“

.490件 )

彙務の効率化 II Rの間1減
コピー用紙等の,肖 阜[品の
史用状況

コピーnl紙
559範 ( 594箱 ) 012箱 ( 621箱 ) 3171範 (3103箱 ) 1"42箱 (1230箱 ) 477箱 ( 421箱 ) 444箱 ( 440箱 )

フリンタートナー
(鳳 ,

4701日  ( 360イ 固 ) 560個 ( 630個 2261コロ (21う 0個 ) 8101日 ( o10個 ) 390個 ( 350個 ) 4401B( 400個 )

プリンタートナー
(カラー)

250個 ( 2000) 250個 ( 410個 2250個 (2560個 ) 510個 ( 750個 ) 350個  ( 386個 ) 410個 ( 500個 )

(注 1)各数tlは 、特に注記がないものについては平成22年 4月 1日 から平成23年 3月 01曰 までの実|1値
(注2)(  )内の数値は 前年度同期における数値 〈ホームベージヘのアクセス件数の前年度実績は H21年 10月 ～22年 3月 における件数)
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〈注1)各 数値は 特に7■

“

がないものについては平成22年 4月 ,日 から平成23年 3月 3,日 までの実績値
αレ)(  )内 の数値は 前年度同期における数値 (ホームベージヘのアクセス件敗の前年底史組は H21年 10月 ～2年3月 における件数)

【検言正指IR】

鳥 取 島 根 同 山 広 島 山 億 島

各11サ ービスの旱1用 状況

34件 ( 30件 ) 40件 ( 25件 ) 17件 ( 110件 ) 1231年 ( 149件 ) 60件 (  54件 ) 28件 ( 1,件

It継 崚被保険者の口理撮替利用率
平成23年 3月 )

418% (   325%) 408%( 36") 268%( 18A) 266ヽ (  206%) 008%( 225ヽ )

「 務処理誤りの防止
`務

処理娯り」発生ll数 6件 ( ) 27件 ( ― ) 9件 〈 ― ) 0ヤト (   ―   )

お害‖の苦IA・ ■見
ξ情・意見の受付件数と
[の 1■ 審

,件 (  7件 ) 0件 (  2件 ) 4●件 ( 79件 〉 20件 ( 114件 ) 1件 (  9件 )

」意見ご提案 39件 (  20件 ) 22件 ( 36件 ) 4件 ( 21件 ) 13件 (  29件 ) 6“キ ( 7件 ) 0件 ( 20件 )

うネしお褒めの言葉 :5件 ( 106件 ) 3件 (  G件 ) 9件 (  6件 ) 3件 (  11件 ) 6件 (  3件 ) 0件 (  5件 )

ホームペーシの利用 トームページヘのアクセス件数 (総 件数 )
103652件

( 3302フ件 )

101077件

( 35417件 )

175326件

( 62,388件 )

319221件

( 125768件 )

144035件

( 50772件 )

97310件

( 36.577件 )

彙務の効率化 経費の肖1減
]ピー用紙等の消

=モ

品の
吏用状況

ユビー用紙
A4) 3“箱 ( 319箱 ) 381箱 ( 420箱 ) ,76箱 ( 9∞ 箱 ) 1145箱 (1285箱 ) 639箱 ( 65,箱 ) 028箱 ( 392箱

プリンタートナー
(黒 )

360個 ( 280個 ) 22哺 (2!0個 490個 ( 760個 ) 780個 ( 690個 ) 4301固 ( 4101固 ) 310個 ( 3● 5個

プリンタートナー
カラー)

230{日 ( 27013) 110個 ( 50個 400個 ( 435個 ) 420個 ( 340個 ) 270個 (4051日 ) 200個 ( 21● 個 )
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【検証指標】

香 愛 媛 知 福 岡 佐 賀 長 崎

各種サービスの利用状況

インターネットによる医療貢通知の利用割合
(医療貴情報の照会が可能なlD・ バスワード
D払出14数 )

57件 ( 56件 ) 90件 ( 86件 ) 31件 ( 19件 ) 319件 ( 208件 ) 3フィ午 (  334牛 ) 58件 ( 52件 )

蹴 鐵 印
者の口座摯 利用率 272%(  180ヽ ) 257% (  180%) 258ヽ ( 200%) 239、 ( 196ヽ ) 300ヽ  (  230ヽ ) 282%(  207ヽ )

目務処理誤りの防止 「事務処理誤り」発生件数 11牛  (  ―  ) 3件 ( 5件 ( ― ) 14件 ( ― ) 2件 ( ― ) 1イ■ (  ―  )

お客様の苦情 意見

事情 7件 ( 11件 ) 1イ牛 (  271牛 ) 4件 (  Oo件 ) 52件 ( 62件 ) 11件 ( 12件 ) 7件 ( 12件 )

苦1静 意見の受付件数と
その内容

ご意見ご提案 2件 ( 1l14) 21牛 (  5件 ) 61件 ( 31件 ) 50件 ( 59件 ) 5件 (  6件 ) 2件 (  4件 )

Sネしお褒めの言葉 1件 ( 10件 ) 0件 (  1件 ) 0件 (  1件 ) 34年 ( 12件 ) 0件 (  1件 )

ホームページ

"利
用 ホームページヘのアクセス件数 (■件数)

101212件

( 343541牛 )

255054件

( 39464件 )

75303件

( 21505件 )

619770件

( 181068件 )

1523121牛

( 60830件 ,

102403件

( 53962件 )

11の効率化 経■の114 コピー月1,1,のハ耗品の
虜川I夫 況

コピー用rn

(A4) 572箱 ( 487:|) 074箱 ( 60116 483il( 453箱
) 1603箱 (2201箱 ) 508m( 509箱

) 651箱 ( 596箱 )

プリンタートナー
([')

470□ ( 450`コ ) 0001」 ( 510個 ) 410倒 (460向 ) 1060例 (11601』 ) 3701‖ ( 4201■ ) 460個 ( 43011)

プリンタートナー
(カラー)

300(国 ( 2501・l, 17011t( 460Fl 520“ ll( 49011) 740r耐  ( 119。 r口 ) 0301n( 280(II) 350個 ( 300個 )

(注 1)各徴tiは 、特に注記がないものについては平成22年4月 1日 から平成23年 3月 31日 までの実
`n値(注2)(  '内の数0は 前年度同期における数ll(ホ ームページヘのアクセス件数の前年度実11は H21年 10月 ～22年 3月 における件螢 )
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【検証指||】

本 大 分 宮 崎 肝  児 本 部

各11サービスの和l用 状況

インターネットによる|・ l i ll,1ル i ili、 1

(1● 1■ ■1ハ 18のni会 かⅢFl,lD′ スヽワード
の払 1111● ,

311牛  (  711■ ) 88件 ( 27件 ) 32件 (  45件 ) 70イ牛 (   50イ 牛 ) 60件 ( 41件

王口

“

ll枝衝1,者の口I菫 猟:`利用:い

平成23年 3月 )
236ヽ ( 173%) 273ヽ  (   204% ) 271ヽ (  195%) 288%(  215%) 198%( 154ヽ )

3務処理誤りの防止 事務処 1lRり 」発生件 ■ 131年 (  ―  ) 11件 (  
ヽ

 ) ) 16件 ( ― ) 2“卜 (   ―   ) i14・     (

お客様の苦情・意見
苦11・ 意見の受付件数と
その内容

64件 ( 73件 )

"6件
( 152件 ) 14件 (  lo件 )

'01牛
( 00件 ) 7件 (  26件 )

」息兒ご捜事 34件 ( 71件 ) 201牛 ( 40件 ) 4件 ( 37件 ) 9件 (  17件 ) 3件 (  18件 )

トネしお褒めの言葉 17件 ( 13件 ) 51牛  (   2イ ■ ) 0件 (  1件 ) 2件 (  3件 ) 11牛 (  2件 )

ホームページの 1′目 トームページヘのアクセス‖t(、 1件壼)
200269件

( 70,788件 )

149318件

(36376件 )

137390件

( 47125件 )

142465`牛

(57736件 )

190748件

( 74223件 )

業務の効率化 経費の肖1減
コピーサ 等の消耗品の
使用状況

コピー用キ1
(A4) 703,1( 322箱 ) 594,1( 640箱 ) 458箱 ( 407■ ) 547,も ( 01,11) 59811( 635■

)

'48箱
( 923箱

プリンタートナー
1黒 )

5401口 ( 570イ 固) 070111(440個 ) 330イ ● (320,) 41 0rJ( 500rむ ) 400個 ( 410個 ) 650r'I( 60014

ブリンタートナー
|カラー)

1701日 ( 410個 ) 270個 ( 200個 ) 1801』 ( 9o個 ) 3300(00o(』 ) 350イロ( 250個 ) 570個 ( 650個 )

〈注1)各数値は 特に注記がないものについては平成22年 4月 ,日 から平成20年 3月 01日 までの実11■
(だレ)(  '内 の数値は 前年度同期における敷価 (ホームベージヘのアクセス●数の前年度実inは H2千 年10月 ～″年3月 における件数)



【目棟指標】

目 に

サー ビスス タンダー ドの

連守

船 員長険腱務外お付の受付か ら振込ま
でのEl数の日F_(10｀ 1営

業日)の達成率

(23年 3月 )

10096 96 196

船員保険職務外綸付の受付か ら振込ま

での日数 (23年 3月 )

22年 3月 時より減少 767日

保険証の交付
資格情報の取得 (年 金事務所か らの回

送)か ら俣破証送付までの平均日致
5日 以内 平均 284日

疾病任意経続被保険者の

保険証の交付

資格取得中卦の受付またはll務 してい

た船舶所有者における資ヽ喪失情報の

取得 (年主 1:務 所からの回付)のいずれ

か遅い方から侵険証送付までの平均日

数

5日 以内 平均  368日

特定健診の婁施 特定健康診査婁施率
被保険者 450% 341%(333%)

被扶姜者 52 696 87%(86%)

船舶所有者健診の異施 船18所 有者健診のデータの取込率 20% ※2(119%)

保健指導の実施 特定保・LP指 導婁施ニ

被保険者 32 496 231%(236%)

被扶養者 32 4% 56%(63%)

レセプ ト点検効果額
■

被保険者 1人 当た り貿格点検効果額 21年度を上回る 2.998円 (1.252円 )

被保険者 1人 当た り内容点検効果額
｀ 21年度を上回る iO,716円 (2,811円 )

被保険者 1人 当た り外傷点検効果額 21年度を上回る 885円 ( 2円 )

1 サービススタン ついては、年度当初は 15営 業日に設定していたが、年度前半の達成状況を踏ま

協会の運営に関する各種指標 (船員保険関係数値)について

月か ら 10営 業 日と した。

※2 22年度9船 nl所有者健診データについては、現在、実績データの取込中。
※ 3 21年度の各 レセプ ト点検効果額は 22年 1月 か ら 22年 3月 までの間に社会保険診療報酬支払基金か ら再審査の

結果が通知 された レセプ トに係る効果額。
※ 4 内容点検効果額には、下船後の療養補償に係るレセ プ ト点検の効果額を含んでいる。

※ 5 ( )内 の数値は、前年度同期における数値。
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【検証指標】

実績

卜務処理誤 りの防止

「`卜 務処 誤りJ発生件数 53件

疾病任意避続関係 1件

療養費 10件

船 |1甲籠養費 6件

最 L三F手当金 2フ 件

野 1出産手当金 0件

選  1出
産育児一時金 i件

葬祭料 I件

移送費 0件

健診関係 0件

保険証一括更新 2件

その1也 5件

お客 ,■の苦嗜・意見
苦,A・ 意見の受付件数とその

内容

苦情 5件

ご意見ご提案 1件

お礼・お云めの言葉 0件

業務の効率化 モヽ員の削減

|.員俣曖給付担 当駐員 1人当た りの給付業務処理件数
率 1284件

コピー用紙■の消耗品の

使用状況

コピー用紙 454箱

プリンター トナー (黒 ) 51個

プリンタートナー (カ ラー) 80個
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協会けんぼの医,こ ■について、年齢別、診療種別、疾病別のそね′ぞね′の観点から、組合健保
と比較し、また都道府県Fraの 特徴を北海道、長野県を中心に分析してみました。 (出典は、記
戦がないものは全て協会けんぼ言Fべ )

11.年 齢別の医晨費について
――――

¬

筆 (1)組合健保と比べた特徴

=L幼
児期、中:青年に1如 の 三

=費
が:ヽ くなるltr向 は組合健保と共通しますが、医療給付実態

FF査 (厚生労傷省)に よると、年齢が高いほど組合健保より高い医療費となっています (隊

1)。 平成 21年度の加入者 1人 当たり医療費は、協会けんぼ 150,847円 、組合健保 128,686

円で、協会けんぼの方が組合|[保 より172%高 くなっていますが、協会けんぽの加入者の
年1ヽオⅢ成は組合に保より高いため (図 2)、 両者の年古,‖キ成を両制度の平均の年

'卜

構成に揃
えて評■すると、力国人者 1人 当たり医原メモの差は62%(協 会けんぼ 144,784円 、組合健保
136,395円 )と なります。

(図 1)年齢階層別加入者 1人当たり医療費 (平成 21年度)】
医晨綸付実態目奎 〈厚生労●省保険局)

(可 )
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【(目 2)加入者の年齢構成翻合 (平成 21年度)】

医壼綸付実●■壺 (厚生労働省保険局)

日(2)●道府県用にみた特徴
1人 当たり医療費が最も高いのは北海道の163,479円 で、全国平均の146,913円 と比べて

16,566円 (H2%)高 く、最1)低いのは長野県の132,375円 で、全国平均より14,538円 (△

99%)低 くなっています。

都道府県別に、各年齢階級の加入者 1人当たり医療費の全国平均との乖離をみた )ヽの が、

表 1です。北海道では、15～ 64歳の各層で全国平均の医療費から10%以 上乖離しています

が、65歳以上は06%と 乖離が小さく、一方、長野県では、0～4歳 において▲172%と 最 t)

大きく乖離し、その他の各層も▲126～ ▲78%の乖離により低い医療費となっています。
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表 1協 会 け ん ぽ の 都 道 府 県 男1年 齢 階 級 別 医 療 費 の 状 況 く平 成 2,年 度 )
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注 : 医 療 費 は 入 院 、入 院 外 、歯 科 、薬 剤 支 給

西              ~‐ ¬

](1)組合健保と比べた特撃
1 (1)の とおり、協会けんぼと組合に保の加入者の年齢構成を両制度の平均の年齢構

成に揃えた場合、21年度の加入者 1人 当たり医療費を評価すると、両者の差は62%ですが、

診療種別により寄与度分解すると、入院が 42%、 入院外 (調剤を含む)が 13%、 歯科が

04%な どとなり、特に入院の寄与が大きく、協会けんぼは、入院医療費が比較的高くなっ

ています。

1(2を 重道府県用、見た特菫
21年度の年齢調整後の医療費 (地域差指欺)の 高い 10ξ :道府県について、診療種別の内

訳をみると、いずれ t)入院医療費が全国平均を超えており、特に、北海道、佐賀県、福岡県、
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大分県、熊本県、山口県では、入院医療費が高いことが、医療費が高い大きな西因となって
います。一方、広島県では、入院外ほ贅費が高いことが、医療費が高い要因となっています。
年齢調整後の医療費の低い10都道府県については、富山県と千葉県以外では、入院、入

院外、歯科の全てが全国平均未満となっています。特に、長野県と富山県では、人院外医療

費が低いことが、医療費が低い要因となつています。

【〈目3)協会けんぼo椰道府県用襲 塾僣餞 (医科、歯科、日■)の比較 く平成21年度)】

奎■ ● 1●●
ｍ

ｍ

¨

咄

咄

咄

咄

“

咄

地
城
■
指
数
か
ら
１

（全
同
値
）
を
控
瞼
し
た
も
の

(む地域差指数とは、都道府県別の加入者1人当たり医療,(医科・歯科・調剤)について、各

“

道
府県の年齢構成の

'■

いによる格差を降去して指数化したt,の である。

(計●式)A県の地域差指数 =A県 の医lll件 ■ (Σ (A県の年齢階級
"1加

入者■× 全国の年競階
級別カロ入者 1人当たり医療費 ))

1_り 組合偉保と比べた特籠

入院については、「新生物Jが最も高く、協会けんぼ248%、 組合健保235%、 次いで、
r循環器系の疾患」で協会けんぼ165%、 組合健保151%、 「消化器系の疾患Jで協会けん

ぼ78%、 組合健保75%と なっています。新生物の再掲の「悪性新生物J、 「
「

環器系の疾

患」で協会けんぼの方が組合健保より若干高く、「妊娠、分娩及び産じょく」、「周産19に

発生した病態」で組合健保の方が比較的高くなつています。

入院外については、「呼吸器系の疾患Jが最1)高 く、協会けんlf17 1%、 組合健保178%、

次いで、「循環器系の疾患」で協会けんぼ133%、 組合健保100%、 「内分泌、栄養及び代謝
疾患Jで協会けんぽ105%、 組合に保91%と なっています。「高血圧性疾患」、「糖尿病Jで
協会けんぼの方が高く、「急性上気道感染症 (かぜ)」 で組合健保の方が高くなっていま九

[」2-鴎
面「砺 Ъ割春了奎画下ち:比人ぞ吾く:帳娠「 分娩及び

産じょく、周産期に発生した病態」の割合が低く、長野県は「筋骨格系及び結合組織の疾患J

の割合が高く、「新生物Jの害1合 が低くなっています。

入院外については、北海道は「循葉器系の疾患」の割合が高く、「呼吸器系の疾患Jの害1

合が低くなっており、長野県は「筋骨格系及び結合組織の疾患」、「腎尿路生殖器系の疾患J

の割合が高く、かぜなどが含まれる「呼吸器系の疾思Jの割合がかなり低くなつています。

表2協会けんぼ241合健保の疾病分類別医療費割合

総 致 1000 lmo
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00 00

出奥:平成四年度医療l.・付実態調査(厚生労働省保険局)
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表3協会けんぼの都道府県の疾病分類別入院医療費割合(平成21年度)
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表3(つづき)協会けんぼの都道府県の疾病分類別入院外医療費割合(平成21年度)
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4.医薇費に係る綸付率について

ヨ組合健保と比べた特徴
協会けんぼと組合健保の医療十に係る実効給付率を比べると、入1完 は協会けんぽ 865%、

組合健保 884%、 入院外は協会けんぽ 738%、 組合健保 759%と なつており、組合健保の

方がそれぞォl′ 2%ポイントほど高くなっています。歯科を合めた全体では協会けんぽ 764%、

組合健保 773%と なっており、組合健保の方が 10%ポ イントほど高くなっています。付加

給付分を1余 き、法定給付に限った給伺率をみると、組合健保は 757%と なり、逆に 764%
である協会けスノぼの方が o7%ポイントほど高くなっています。

2 (1)で みたとおり、高額療兵費により結びつくと考えられる入院の医療 ||'(組合健
保との年齢調整後)は協会けんぽの方が組合健保よりて)高 く、年齢構成t)協 会けんぼの方が

高いことから、法定給付分の実効給付率は協会けんぼの方が高くなっていると考えらね′ます。

表4 平成 20年度医療保険制度別診療種別の実効給付率 (単位 :%)
加入者の行動実態・意向把握調査

概要報告書

平成 23年 3月

全国健康保険協会

入 院 へ 1垢 外 歯 科 計

励 貧 t~肢 リ

被保険者 70歳未満
被扶養者就学～ 69歳
被扶養者未就学児
70歳以上一般
70歳以上現役 Nl17み所得

86 5
86 3
85 4
87 0
92 5
87 8

73 8
72 8
73 0
80 0
82 2
72 0

76 4
75 1
75 5
82 0
85 1
77 0

組省耀保 (付 /111給付を含む)

被保険者 70歳未満
被扶養者就学～ 69歳
被扶養者未就学児
70歳以 L一般
70歳 以上現役並み所得

75 9
75 3
74 8
80 3
82 7
73 3

707
70 1
70 1
80 1
809
70 2

76 1
82 1
85 3
77 6

出典 :医療保険に関する基礎資料 (厚生労lJJ省保険局 )



調査概要

1 1 調査の目的

加入者の意識や行動実態等を把握し、保険者としての情報発信、および適切な広報、

協会の事業運営やサービスの向上・充実に活かすための基礎資料とする。

1 2 調査設計

調査対象者  :委託先である株式会社インテージの rィ ンテージ・ネットモニターJの

うち協会けんぼ加入者 (事前調査により把握)

対象者条件  :20歳から74歳男女.年代、性別、地域、被保険者・被扶養者の分布に

偏りがないよう、加入者の構成比に準じてサンプル設計.

対象者数  :有効回収数 2,H6サ ンプル

調査依頼数 2,657サ ンプル (有効回収率 806%)

1 3 調査手法 インターネット調査

1 4 調査実施時期 平成 23年 2月 21日 ～25日 (事前調査実施 2月 15日 ～2カ 17日 )

>

レ

歳代」154%)、 「70～74歳J05%
地域プロンク :r北海道・ 業北1134%、 「関東」212%、 「甲信越・北陸J80%、 「東海」

HO%、 「近漫」188%、 「中国」81%、 「四国」49%、 「九州・沖組」147%

加入区分 :子 被保険者本人J力
'7割

(728%)、 「被扶養者 (配偶者)」 が 2害1(221%)

職業 :「会社員・団体職員」が約半数 (484%)、 次いで「専業主婦 (大 )・ 家事手伝い」

が 1割以上 (157%)、 「パー トタイマー・アルバイ トJが 1割 (105%)。

任意継続カロ入状況 :「 一般加入」875%、 「任意継続加入J125%
(※ ここでいう一般加人とは、任意継続を除くカロ入者のことを指す)

1  性別   | 年It

加入区分

1  5

0

●

●

●

●

●

●

主な調査内容

健康のために心がけていること

腱黛ら受診について

協会けんばからの各種案内等との樹駿状況

ホームベージ、メールマガジンの認知・利用状況

情報を取得する媒体・信頼する媒体について

ジェネリック医薬品に対する取組み評価について

「医療の質の向上Jに対するイメージについて

に

「

ｎ

212 1

[…

1 6 基本属性

> 性別 :「男性J487%、 「女性J513%
>  年代 :「 20歳 代J 149%  「30歳 代J 286%、 「40歳 代」214%、 「50歳 代」 191%、  船0

-185-

地球プロック

く歌色の見方について>
・ 回答には、「単数 L●n答 (回答は1つ )Jr複 数回答Jr自 由回答」の3種類がある。

・ 調査結果の数値は、回答率 (%)で 表示している。回答率(%)の母数は、その質問項目に該当する回答

者の総数であり、「nJで示している。

回答率(%)については、′峰 点第2位を四捨五入し、小数点第1位までを表示している.

・ 数値は小数点第2位を四捨五入で表示しているため、回答率(%)の合計数値がllX1 0%と ならない場合があ

る。

・「複数回答Jは、その回答率(%)の 合計値は1000%を超える場合がある。

・ 本調査において、複数回答のデータにはその旨記載している。特に記載のないデータは単数回答であ

る。



2 調査結果のまとめ

2 1 健診の受診や健康についての取組み状況

■健康のために心がけていること

一上位は、食事に関する項目―

。 「野菜をとるJ(573γ ,)、 「ワ1食 を取る」(570%)、 「バランスのよい食事をとる」

が上位。

(%)
70

会,― ―――――――‐

ｍ
［‐‐‐‐‐‐‐‐日‐‐日‐‐‐‐日□
〓
疇を豪じむ

輛
［Ｈ日日日日日ＨＨＨ日日日Ｈ〕し
っかり嗜眼をとる

］
［‐‐Ｈ口日ＨЦ
〓げ物を口える

２７２
［日Ｈ‐‐‐‐‐‐日日日□
塩
分を控える

―協会けんぼの健診を受けた人は4割以上―

・ 40歳 以上で直近に受けた・受ける予定の健診の種

類l■、「勤め先から言われて、協会けんぽの健診

を受けた」が 300%、 「事業者健診を受けた」が

210ツ ,、 「自分自身で協会けんぼの健診をi卜 込み、

受けたJが 153%。

その地0■むを彙眈
215

(524%)など

―

休姜 余■ _

■健診受診について

-1鋼こ1回、動 こ節 を則サている劇ま66 6‰ 受けなt軸 は「罰
・ 過去 2年間の健診受診状況は rl年に 1回 は礎診

を受けている」が 656%、 「受けたことはあるが

年に 1回ではないJが 224%、 「まったく健診を

受けていないJは 120%.

・ 定期的に健診を受け′oい理由は、「t′‖がかかる

力,ら J(435%)、 「面倒だからJ(364%)、 「IEじ

いから」 (255%)め
'上

位。

―健診受鯵にあたり「経年比較ができる」「勤務先や自宅から近い」「費用が安い」力t重視される一
・ 健診受診にあたり重視する事r■ の上位lt、 「前と同じところで受ける (経 年比較ができる)」
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目
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黎∬製
―保健指導について経験または理解 している人は 2割。

・  『受けたことがあるJ(90%,)お よび 「受けたこ

とはないが、どんな内容か理解 している」(139%)

割合は合わせて約 2 1ul.「聞いたり熟tん だりした

ことはないJは半数近くにのぼる (450%)。

。 今後の利用意向 (「矛1用 したことがあり、今後も

利用したいjおよび 「利用 したことはないが、今

後は利用 してみたい」)は 7■1弱 (668ツ,).

今後の利用意向は7割弱。一

■
"こ

と1ま力■ヽが
どんなら●かつにしてtヽる

571 570 ・・

(441%)「 勤務先や自宅から近いJ(845%)、 「費用が安い 。リーズナブルである」(335%)。

237  229  225
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2 2 各種案内等との接触状況

■E晨費のお知らせについて

一通知内書をtBしているのは 6日.―

・ 通知内容の確認者 (「受移機関や受診の有無、医

療費の額を確認しているJ)は 6割 (569%)。 「中

身はほとんど見ないJが 2割 (201%)、 「r医療

費のお知らせJ自 体を知らないJが 157%,

一「年lEOnJを 支持するのは6日し―

。 「年 1回の送付で十分であるJと するのは 6割

(639%)。 「年 2回の送付がよいJ(178%)、「必

要を感じないので送付しなくてよいJ(183●/0)力
'

それぞれ 2割程度。

■各種案内の日覧・利用について

一何らかの形で案内を見たことがあるのは4割.―
。 「勤め先で、協会けんぼからの案内を見たことは

ない」および「よくわからない 。思い出せないJ

を除くと、4割が何らかの形で案内を見たことが

ある。
. 2割以上が「勤め先で協会けんばからの案内の回

覧や紹介」(25004)が ある。一方、r勤め先で、

協会けんifからの案内を見たことはない」が2割

(232%)。

■メールマガジンの2知・利用について

-9目が菫知していないものの、4■近くに利用意向あり。

・ 協会けんぼ (支部)の メールマガジンを「知らな

かつた」のは9寵 (909%)。

・ 利用意向は4割近く (「利用 (登録)してみたい・

継続したいJ(359%))。 協会けんぽのホームペー

ジの関覧経験がある人では半数以上に利用意向

あり。

てtヽことは
●■ tヽ

“
“郷も“

，シやボ
スタ
ー
の

〓
内
●
日
■
や
日
介
が
あ
る

●
め
■
■
■
全
け
ん
ぼ
か
ら
０

皇そ  お
倉
=  

●

貫:

|[
る

ロホームページの日覧・利用について

―ホームベージの日寛経験は1割強。「鋼座や各種申■手続きについて■べる」、「用紙のダウンロード、

ネットでの申請に利用しているJの割合が高い。―

・ 協会けんぼのホームページを閲覧した経験があ

るのは 1割強 (1440/。 )。 「まったく見たことがな

いJが 7割 (681%)。

・ 利用状況としては「制度や各種申拍手続きについ

て調べるJ(508%)、 「用紙のダウンロー ド、ネッ

トでの申請に利用している」(400%)、「連絡先を

調べるのに利用している」(344%)が あげられる。

0も 0で、
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口情報を取得する媒体・信頼する媒体について

一保険料に関する情報を得た媒体および信頼する媒体は、「協会けんぼのチラシやリーフレット」等―

・ 情報を得た媒体の上位は、「協会けんぽのチランやリーフレット」(224%)、 「勤め先かt,の案内・

情報提供」(188%)、 「テレビのニュース・情報番組1(167%)、 「新聞記事」(166%)等。
・ 一方、信頼する媒体の上位lt、 「協会けんぽのチランやリーフレットJ(215%)、 「協会けんぼの

ホームページ」(196%)等.      ・

O 
① 体

る際に●."する賦体

.312

―高額薇養費に関する情報を得た媒体および信頼する媒体は、「協会けんぼのチラシやリーフレット」、
「市区町村や公共的な団体などの広報誌」等―

・ 情報を得た媒体の Lttlt、 「協会けんlFの チランやリーフレットJ(166%)、 「市区mrFIや 公共的

な団体などの広報誌J(155%)、 「ilめ先からの案内・情報提供」(136%)、 「力i聞記::|」 (1270/,)

等。

・ 信頼する媒体の上位は、「協会けんぼのチランやリーフレット」(176%)、 「協会けんぼのホーム
ベージ」(168%)、 「市区町村や公共的な団体などの広報誌」(160%)等。

2 3 医療体制や健康保険に関する意識

ロジェネリック医薬品に対する取組みについて

―「推進が望ましい」「なるべく使うようにしている」力tそれぞれ3割以上。一

' 「協会けんぼの取組みは知らなかつたが、推進することが

望ましい」(367%)、 「なるべくジェネリック医薬品を使う

ようにしているJ(357%)が 可程度。無関心層 (「 特に関
′しヽはない、わからない」)は 2割。

特に関心はなふ.ゎからなt
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■ “医療の質の向上"のイメージについて

―「救●_医療体制の充実」「全国同水準の医療サービス提供J「治療技術や新藁の開発」等、幅広い項目
にわたる。一

・  [医療の質の向上Jのイメージとして上位にあがつたのは、「救急医療体制の充実」(470%)、 「全

l~● で同じ水準の医療リービスの提供」(454%)、 「画期的な治療技術や新薬の開発」(452%)、 「治

癒率の向上・死亡率の減少J(437%)等 、6つの項目で4害1以上を示している.
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お客様満足度口査の結果について

1 調査概要

(1)調査目的

協会支部に来訪されたお客様の満足度やご意見・ご要望を維続的に把握・分析するこ

と及び平成 21年度の調査結果と時系列で比較・分析することで、平成 22年度に各支部

にて実施した窓口対応に関する取組みについて評価を得る。

(2)調査方法及び調査実施期間

① 調査方法

・アンケー ト用紙による自記入式

・アンケー トは、全体としての満足度、待ち時間、職員の応接態度 (6項 目)、 施設 (4

項目)、 訪間の目的達成の計 13項 日に関して、5段階評価を記入

※平成 22年度回答票 :8,037票

② 調査実施期間

平成 23年 2月 7日 ～2月 24日

2 調査結果

(1)お客様の内訳 (属性 )

(2)お客様の満足度

多曰●0"“ロ
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全体としての■足度 82 8ヽ 12 は 1膵 03 0 1“

静ち峙岡 87 ● 4い 0"

心崚●氏 (篠

")
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=校
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(ごな 等)
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■威比 54■ H" 17‖ 3リ 1" 4`
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(3)お客様満足度 (「満足」+「やや:オ 足Jの計)の対前年度比較

保険者機能強化アクションプラン

〔製量:軍騎::軍ξ:〕
協会は、保険者として健康保険事業を行い、加入者の健康増進を図るとと

もに、良質かつ効率的な医療が享受できるようにしtも って加入者等の利益
の実現を図ることを基本使命としている。

協会がこのような保険者としての機能を強化し、その機能を十分に発揮し
ていくため、次のような取組みを実施する。また、今後、これらの実施状況
等も踏まえ、必要な取組みの拡充・追加を行い、さらに保険者機能の強化を
図る。

1.地域の医療費等分析の推進

○ 各都道府県の医療費、健診及び保健指導の結果の状況を集計・分析し、
都道府県ごとにレーダーチャー ト等を作成し、加入者等に情報提供を行
い、支部における活用を進める。

○ 医療の質やコス ト等に関するデータの収集やデータベースの充実を図る
とともに、さらに詳細な情報が提供できるよう、情報収集・分析の手法
に関して検討を進める。

2.ジェネリック医薬品の使用促進

022年 度診療報酬改定によるジェネリック医薬品の選択をより容易にする
仕組みの導入を踏まえつつ、加入者の視点から、ジェネリック医薬品の
使用を促進するための各般の方策を進める。

○ 特に、生活習慣病に重点を置き、ジェネリック医薬品に切替えた場合の
自己負担額の削減効果等を通知するサービスの全国展開の定着を図ると
ともに、その効果を踏まえつつ、より効率的な通知のあり方について検
討していく。

3.保健指導の効果的な推進

○ 特定保健指導について、生活習慣病のリスクに応じた行動変容の状況や
予防の効果を評llT、 検証し、効果的な保健指導を実施する。

全体としての42々

'ち
中間

轟 童 (")

バ饉燿壼 て,■づか:ヽ)

`姜
銀α で,だ tなみ)

ヽ■●■ ●:暉の連さ)

●■●■ (凛用のわかり,十さ)

力曖 (■ ■の彙rt 情輌のm

″同カ ロ的墟咸

平成21年度 平成22年度 ■ ヽ

全体としての■■度 93 2鴨 94 8% 16ヽ

時ち時間 87 7% 91 6“ 3 9%

嗜接饉慶 (検拶 ) 92 8% 94 錦 2帆

嗜植態 度 (言葉らかい ) 93 7% 95 5%

嗜鐵 魔 (身 だしなみ) 93 0% 94 7%

感接凛慶 (対応の速さ) 04 鰯 95 8% 1 8%

事接態度 (凛明のわか りやすさ) 93 1ヽ 95 1%

応接■度 〈職員の専目的な知識) 91 4“ 93 4"

鼈段 (tt助内の案内表示のわかりやすさ) 67 4%
'3 9%

咆殷 (プライバンーヘの配ご) 78 6% 82 4%

臨段
`ltt合

いスペース) 784% 82 4ヽ 4 0%

嘔設 (R睫 の■ lL・ 構澪のII.● ) 86 0% 89 5喘 3 5%

防岡目的の連成 93 6% 95 5ヽ 1 0%



○ レセプ トデータと健診データ、保健指導データの分析結果を活用し、保

健指導をはじめとした生活習慣病予防対策の効果的な実施に取組む。

4.口係方面への積極的な発信

○ 保険者間の連携のもと、医療費や健診データ等の分析結果も活かし、中

央社会保険医療協議会をはじめ関係方面に対して、加入者・事業主の立

場に立った保険者としての意見を積極的に発信していく。

○ 支部から都道府県医療政策部局などの関係方面に対して、意見を積極的

に発信していく。

5。 日童研究の推菫

○ 医療や保健事業に対する様々な加入者のニーズ等の収集・分析を進める。

022年 度においては、保険者機能の強化のための基盤の整備を図るため、

有識者に参画を求め、次期の医療・介護の報酬改定に向けた調査研究を

行うとともに、医療費適正化や医療の質の確保及び医療費データ等の分

析などにおける保険者の役割や推進方策等に関して引き続き調査研究を

実施する。

○ これらの成果を踏まえ、具体的な取組みに活かしていく。

6.医壼の利用に関する情報の提供

○ 希望者に対するインターネットを通じた医療費通知サービスについて、

個人情報保護等に留意して実施する。

.○
加入者に対し、医療サービスや医療機関を適切に利用するための情報提

供や啓発に努める。

7.加入者や事業主への広報

○ リーフレットなど紙媒体による広報を経続しつつ、ホームベージ、メー

ルマガジンなどの ITを活用するとともに、地元メディアにおける発信

力を強化して、より効率的にカロ入者や事業主に対する広報を進める。

○ モニターや加入者アンケー ト、対話集会の開催等を通じて加入者や事業

主の声を直接聞く取組みを進める。
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船員保険制度の改正の概要

船員保険‖魔

職務外年金部門
(年金保険)

職務外疾病部門
(医療保険)

職務上疾病・年全部門
(労災保険相当部分十独自綸付)

失業部門
(雇用保険相当部分)

職務上疾病。年金音「門
労災保険相当部分を
労災保険制度に統合

|

昭和61年4月 に統合

平成22年 1月 に

統合
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全国健康保険協会について

○ 平成20年 10月 1日 、全国健康保険協会が設立。政府管掌健康保険 (政管健保)を国から
引き継ぎ、協会が運営。また、平成22年 1月 1日に船員保険事業を移管し、協会が運営。

O組織
本部と47都道府県支部で構成

職務外疾病部門

≪船員保険》

※事業所 (船舶所有者を含む。)の適用や保険料の徴収の業務は日本年金機構において厚生年金業務と一体的に行い、保険給付に
必要な財源は厚生労働省から協会に交付金として交付
※船員保険は、全国分を本部(船員保険部)にて集約して業務を行つている。

-2-



健康保険協会の平成 22年度業務実績に関する評価の基準 (案 )

厚生労働省保険局保険課

健康保険法 (大正 11年法律第 70号 )第 7条の30の規定により、厚生労働大臣が

全国健康保険協会 (以下「協会」という。)の平成 22年度業務実績について評価を実

施するに当たつては、本基準に基づき行うものとする。

1 評価の概要

厚生労働大臣は、協会の業務運営の改善に資するため、協会の平成 22年度事業

計画の実施状況を調査・分析 し、業務の実績について総合的な評価を行うものとす

る。

2 平成 22年度業務実績に関する評価

平成 22年度事業計画に掲げた項目ごとに行う個別的な評価と業務実績全体の状

況について行う総合的な評価の 2つ を併せて行うものとする。

(1)個別的な評価

個別的な評価は、平成 22年度事業計画の数値目標の達成状況及び実施状況 (対

前年度実績との比較含む)に対する評価をするものとする。

① 個別的な評価は、平成 22年度事業計画の個男1項 目ごとに以下の視点から

行うものとする。

1健康保園
|【目標指標】

1 1.サービス関係指標

|(1)サ ービススタンダ
=ド

の遵守

|(2)保 険証の交付

1   健康保険給付については申請の受付から給付金の振込みまでの期間をサービススタンダー

|   ドとして定め、その状況を適切に管理し、着実な実施に努めたか。

|   また、保険証の交付については資格情報の取得から保険証送付までの期間に係る目標指標を

1  定め、その状況を適切に管理し、着実な実施に努めたか。

|    【数値目標 (事業計画における日標)】

|     く健康保険給付>

1      健康保険給付の受付から振込までの日数の目標 (10営業日)の達成率 :100%

1      健康保険給付の受付から振込までの日数 :10営業日以内

|     くイ呆険証>

1      資格情報の取得から保険証交付までの平均日数 :2日以内

(3)お客様満足度                                    |
教育研修の実施等を通じて、加入者本位の理念について職員への一層の徹底を図るとともに、|

お客様に対する接遇の向上を図るなど、お客様の満足度を高めることができたか。      |
【数値目標 (事業計画における日標)】

・窓ロサービス全体としての満足度 :平成21年度の状況より改善

・職員の応接態度に対する満足度 :平成21年度の1大況より改善

・訪Fo5目 的の達成度 :平成21年度の1犬況より改善

・窓□での待ち時間の満足度 :平成21年度の状況より改善

・施設の利用の満足度 :平成21年度の状況より改善

2.保 健事業関係指標

(1)特定健康診査の実施

適切な広報等こともに、加入者の家族の受診券の交付手続きを簡素イヒする取組みを全国展開

するなどして、加入者への定着を進めるなど、特定健康診査の実施促進を図つたか。

【数値目標 (事業計画における日標)】

・特定健康診査実施率 :被保険者45%、 被扶養者55%

(2)事業主健康診断の実施

事業所に対する意識啓発や特定健康診査との共通検査データを保険者として取得する方法

を工夫するなどにより、特定健康診査実施率の向上を図ることができたか。

【数値目標 (事業計画における曰標)】

・事業主健康診断のデータ取得率 :20%

(3)特定保健指導の実施

生活習慣病のリスクに応じた行動変容の1犬況や予防の効果を把握、評価、検証し、効果的な

特定保健指導の実施促進を図ることができたか。

【数値目標 (事業計画における目標)】              .
・被保険者の特定保確指導実施率 :37. 1%
・被扶費者の特定保健指導実施率 :32.4%

(4)保健指導の効果

保健指導や生活習慣の改善が継続されるよう、

【数値目標 (事業計画における目標)】

事業の実施方法の改善を図ることができたか。|

・メタボリックシンドローム該当者及び予備群の減少率 :平成24年度において文」20年度 10%減

・生活習慣病予防健診検査項目局」指導区分の改善状況 :平成21年度の状況より改善

・生活習慣病 (Fo3診 票区分)の改善度 :平成21年度の状況より改善



13.医療費適正イじ関係指標

|(1)レ セプト点検効果額

システムにより点検できるレセプト (診療報酬明細書)の範囲や項目を大幅に拡充し、点検 |

業務を充実強化する取組みを行つたか。                         |
また、各支部の点検効果向上に向けた改善、査定事例の共有化、研修の充実、点検員の勤務 |

成績に応じた評価の導入等により、点検技術の全国的な底上げを図り、点検効果額を引上げる

ことができたか。

【数値目標 (事業計画における目標)】

・被保険者1人当たり資格点検効果額 :平成21年度実績を上回る

。被保険者1人当たり内容点検効果額 :平成21年度実績を15%以上上回る

・ll保険者1人当たリタト傷点検効果密 平成21年度実績を20%以上上回る

(2)ジ ェネリック医薬品の使用促進

平成22年度診療報Oll改定によるジェネリック医薬品 (後発医薬品)の選択をより容易にす

る仕組みの導入を踏まえつつ、加入者の視点から、ジェネリック医薬品の使用を促進するため

の方策を進めることができたか。特に、生活習慣病に重点を置き、ジェネリック医薬品に切り

替えた場合の自己負担額の削減効果等を通知するサービスの全国展開の定着に係る取組み等

を行つたか。

【数値目標 (事業計画における目標)】

ジェネリック医薬品使用割合 :使用割合の伸び率を平成21年度の3倍に1曽加

【検証指標】

1.各種サービスの利用状況

(1)イ ンターネットによる医療費通知の利用害J合

(2)任意継続被保険者の□座振替利用率

インターネットを活用した医療費の情報提供サービスの利用の促進や、任意継続被保険者保

険料の□座振替の利用促進に努めたか。

2.事務処理誤りの防止

(1)事務処理誤りの発生件数

事務処理誤りについて、協会全体で情報の共有をし、発生原因や再発防止策について職員が

深<理解し、同様の事務処理誤りが発生しないように努めたか。

3.お客様の苦情・意見

(1)苦情・意見の受付件数とその内容

加入者等の意見や苦情等を迅速正確に現場にフィードバックし、サービス向上に努めたか。

4.ホ ームページの利用

(1)ホ ームページヘのアクセス件数

保険者として、力0入者・事業主等の利益の増進を図るとともに、参画意識を高めてい<ため、

協会のホームページ上に健康保険制度や手続きに関する情報のほか、生活習慣病の予防や保健

サービスに関する情報を掲載するなど、情報提供や広報の充実に努めたか。

5.申請・届出の郵送1ヒ

(1)申 請・届出の郵送化率

関係団体等の協力を得ながら各種広報を通じて、申請・届出の郵送化の促進に努めたか。

6.業務の効率化・経費の削減

(1)随意契約の割合 (件数)、 内訳

(2)コ ピー用紙等の消耗品の使用状況

「全国健康保険協会事務費削減計画」に基づき目標を達成するように努めたか。



陶中1.サービス関係指標

(1)サ ービススタンダードの遵守

(2)保険証の交付

(3)疾病任意継続被保険者の保険証の交付

船員保険職務外給付については、申請の受付から給付金の振込みまでの期間をサービススタ

ンダードとして定め、その状況を適切に管理し、着実な実施に努めたか。

また、保険証の交付については資格情報の取得から保険証送付までの平均曰数、疾病任意継

続被保険者の保険証については申請の受付又は資格喪失情報の取得のいずれか遅い方から1呆

険証送付までの期間に係る目標指標を定め、その状況を適切に管理し、着実な実施に努めたか。

【数値目標 (事業計画における目標)】

く船員保険職務外給付>

・船員保険咄務タト給付の受付から振込までの日数の目1票 (15営 業日)の達成率 :上半期から段階的に向上

して下半期において100%
・船員保険職籾 卜給付の受付から振込までの日数 :平成22年 3月時より減少

く保険証>

・資格情報の取得 〈年金事務所からの回送)から保険証送付までの平均日数 :5日以内

く疾病任意継続被保険者の保険証>
・資格取得申請の受付または勤務していた船舶所有者における資格喪失情報の取得(年金事務所からの回送)

のいずれか遅い方から保険証送付までの平均日数 :5日以内

(4)お客様満足度

満足度調査の実施について、調査項目の整理等の検討を行うことができたか。

【数値目標 (事業計画における目標 )】

・申請手続き方法に文」する満足度 :調査項目について整理 し、満足度調査の実施について 22年度に検討。

職員の応接態度に対する満足度 :調査項 目について整理 し、満足度調査の実施について 22年度に検討。

電話連経 電話照会目的の達成度 :調査項目について整理 し、満足度調査の実施について 22年度 に

検討。

サービス全体 としての満足度 :調査項目について整理 し、満足度調査の実施について 22年度 に検討。

12.保健事業関係指標

|(1)特 定健康診査の実施

|(2)船 舶所有者健康診断の実施

|(3)保 健指導の実施

1   外吝β委託事業者のノウハウを活用し、適切な広報を通じて、被扶養者への定着を進めるな

ど、健診受診率0保健指導の実施率の向上を図ることができたか。

また、被扶養者については、申込者に文」し受診券 (利用券)を交付し、1也 域の診療所等で健

診が受診できるようにするなど、受診しやすい健診にすることができたか。

【数値目標 (事業計画における目標)】

・特定健康診査実施率 :被保険者 45.0%、 被扶畳者 52 6%と する。

・船舶所有者健診のデータの取込率 :20%と する。

・特定保健指導実施率 :被 1呆険者 32 4%、 被扶費者 32.4%と する。

3.医療費適正化関1系 指標

(1)レセプ ト点検効果額

システムにより点検できるレセプ トの範囲や項目を大幅に拡充し、点検業務を充実強化する

取り組みを行つたか。

また、点検効果向上に向けた改善、査定事例の共有化、研1多 の充実、点検員の勤務成績に応

じた評価の導入等により、点検技術の底上げを図り、点検効果額を引上げることができたか。

【数値目標】

・被保険者1人当たり資格点検効果額 :平成21年度実績を上回る

被保険者1人当たり内容点検効果額 :平成21年度実績を上回る

。被保険者 1人当たリタト傷点検効果額 :平成21年度実績を上回る

【検証指標】

1.事務処理誤りの防止

(1)「事務処理誤り」発生件数

事務処理誤りについては、発生原因や再発防止策について職員が深<理解し、同様の事務処

理誤りが発生しないように努めたか。

2.お客様の苦情・意見

(1)苦情・意見の受付件数とその内容

カロ入者等の意見や苦情等を迅速正確に現場にフィー ドノヾックし、サービス向上に努めたか。

3.業務の効率化・経費の削減

(1)随意契約の害J合 (件数)、 内訳

(2)コ ピー用紙等の消耗品の使用状況

「全国健康保険協会事務費削減計画」に基づき目標を達成するように努めたか。



|[::][[]::]::::]::Z][[::Z:]

11.組 織の活性化への取り組み

1  協会のミッションや日標の徹底、職場におけるコミュニケーシヨンの強化、人材育成、働きが

| いを実現できる職場づ<り を行うとともに、仕事を通じて職員の意識改革を進め、力0入者本位や、

1 主体性と実効性の重視、自由閲達な気風と倉」意工夫に富んだ組織風土・文化の定着に向けた取り

: 組みを図つたか。

12.職 員の意識向上への取り組み

1  職員として各階層に求められる能力や知識の習得に合わせ、企画、サービス向上、コンプライ

| アンス、個人情報1呆護、レセプト点検、保健事業等の重点的な分野を定め、研修等により人材育

1 成のための取り組みを図ったか。

|

13.支部との連携強化への取り組み

1  本部と支部の適切な支援・協力関係、本部と支部を通じた内部統制 (ガバすンス)、 支部内の

1 部門間連携を強イじするとともに、必要に応じ組織体制を見直し、組織運営体制の強イじを図ったか。

② 個別的な評価は、以下の判定基準に基づく5段階評価とし、原則としてその

理由を付記するものとする。
(半り定基準)

「S」 :平成22年度計画を大幅に上回つている

「A」 :平成22年度計画を上回っている
「B」 :平成22年度計画を概ね達成している

「CJ:平成22年度計画をやや下回つている

「D」 :平成22年度計画を下回つており、大幅な改善が必要

③  個別的な評価に当たつては、以下の点に留意する。
・ 業務実績の数値目標がある場合にはその達成度合、定性的な目標の場合

には具体的な業務実績を把握 して評価するものとする。

・ 業務実績については、数量だけで判断するのではな く、その質について

も考慮するものとする。
・ 業務実績に影響を及ぼした要因 (予期せぬ事情の変化等)についても考

慮するものとする。
・ 業務実績と平成 22年度計画との間に乖離が生じた場合にはその発生理

由等を把握 し、妥当性等について評価するものとする。
・ 経年比較が可能な事項については、適宜その結果を参考に して評価する

ものとする。

・
(2)総合的な評価

総合的な評価は、(¬ )の個別的な評価の結果を踏まえ、協会の平成 22年度計

画の達成状況について、まとめの評価を行うものである。



《目標指標》 数値目標の達成状況による評価

サービススタンダードの違守
健康保険辛6付の受付から振込 までの日数の目標 (10営業日)の達成率

保険綸付の受付から振込までの日数

格 1青 報の取得から保険証送付までの平均日数

ロサービス全体としての満足度

21年 度の状況よ り改善

接態度に対する満足度

窓□での待ち時間の

'■

足度

被保険者 45%、 被扶鵬者 55%
事二主

“

1診のデータの取込率事■主Fl診 の実施

被保険者 371%、 被扶晨者 324%
メタボリックシンドローム該当者及び予‖み群の減少率 度において対20年度10%

生活召慣病予防健診検百項目別指彎区分の改芭状況
1年度の状況より改善

生活習18角 (間診掌区分)の改善度

背適正化関係指標

レセプト点検効果額

破保険苦1人当た り貫格点検効果額 1年度実1責 を上回る

被保険百1人当たり内容点検効果額 1年度実績を 15%以上上回る

被保険者 1人当たり外lt点検効果額 1年度冥i高 を20%以上上回る

ジェネ リック医薬品使用割合ジェネリック医薬品の使用促進 用割合の伸び率を21年度の3倍に1曽加

平成22年度全国健康保険協会業績評価項目一覧 (健康保険 )

平成22年度全国健康保険協会業績評価項 目一覧 (健康保険 )

《検証指標》 実施状況(対前年度実績との比較含む)に対する評価等

項 目 内 容

詈種サービスの利用1犬況
インターネ ットによる医始彎通知の利用割合

任意 |‖続被保険者の口座振督利用率

準務処理誤りの防止 「 事務処理誤り」発生 1牛数

お客様の苦情・ 患見 き1ん
。意見の受付件数とその内容

ホームページの利用 ホームベージヘのアクセス件数 (平 日における 1日 当たり平均アクセス件数 )

申請 届出の彙β送化 申請・届出の郵送化率

業務の効率化 経費の 肖」減

・随モ契約の
=」

含 (件数)、 内訳

・コピー用紙等の消耗品の使用状況



平成 22年度全国健康保険協会業績評価項 目一覧 (船 員保険 )

数値目標の達成状況による評価

船員保険の評価項目については、健康保険
と同様に事業計画の項目(目 標指標、検証
指1買)とした。

サービススタンダードの連守
険職務外給付の受付から振込までの日数の目標 (15営業日)の達成率 (22年度上半期から段階的に向上し、)22年

度下半期|こ おいて10o%
船員保険職務外給付の受付から振込までの日数 3月時よ り減少

資格情報の取得 (年金事務所からの回送)から保険証送付までの平均日数

疾病lI忌継続被保険者の保険証の交付 豪厚堅≦霧需9言雰唐曇早認鷲y石ぶ但騰摺悪言凛損釜塁8曇零秀季鱈習象
取得

申請 手続き方法に対する満足度

調査項目について整理レ 満足度調査の実施lc

ついて22年度に検言」

員の応接態度に対する満足度

サ ービス全体と しての満足度

被保険者 450%、 被扶【者 526%

員所有者健診のデータの取込率

被保険者 324%、 被扶員者 324%

レセプト点検効果額

被保険 者 1人当た り翼格点検効果額

21年度実績を上回る被保険者 1人当た り内容点検効果額

被保険者 1人当た り外傷点検効奨額

平成 22年度全国健康保険協会業績評価項 目一覧 (船 員保険 )

《検証指標》 実施状況(対前年度実績との比較含む)に対する評価等

項 目 内 容

)務処理誤 りの防止 「 事務処理誤り」発生件数

お客様の苦 1合 ・忌見 舌11 ■見の受付件数 とその内容

業務の効率化 経費の削減

・随忌契約の害」合 (件数)、 内訳

コピー用紙等の消耗品の使用状況



平成22年度全国健康保険協会業績評価項 目一覧 (共通 )

《全体的な取り組み》 協会全体としての取組みに対する評価等

項 目 内 容

組織の活性化への取り組み

協会のミッシ ョンや目標の徹医

職場におけるコミュニケーションの強化、人材育成

自由F‐3達な気風と言」意工夫に富んだ組織風土 文 1じの定盲

熾員の意識向上への取 り組み

各階層に求め られる能力や矢0識の習得

コンプライアンス、個人情報保護

業務分野等、研 1参 などlcよ る人材育成

支部 との連携強化への取 り組み

本音1と 支 gβの支援・協力

本音1と支部を通 じたガバす ンス

支音1内の部 P日間の連携の強イヒ



適切な広報等とともに 加入者

の家族の受診券の支付手続きを簡

素 1し す る取組みを全国展開するな

どして、加入者への定着を進める

など、健診の実施促菫を図つたか。

)36菫以上の方に対しては,生活習慣病予防健診を実施しており、特定●康診査 (41蔵 以上)を包括して行つている。21年度は、健験機関を2465機 関に増やす
(前年度比150増 )等 して、■F機会の拡大に努めた。しかし、協会は、健康保険組合や夫済組合0と 彙なり、事業所規模が小さく、勤務形態が多様、かつ広い
,=に 点在しており、効果的な受診勧奨が饉しいこと年により目様に属かなかった。

22年度も健お機関を2120機関に増やした く前年度比155増)が ,23年底に向けても、健診機関の選定条件を緩和して付加掟じや蝠人科検診等が実施できない●
機関であつても一般健Fを実施できれば真部の割晰で契約をできるようにするなど.掟

"機
関のll加 によリー層の受診機会の拡大に努めている。

また、支IF幹部が●0と なって地域の0業主0集まる機会や事業主を性訪して、受移動奨や健診をPRし、健鰺案籠率の向上を図っている。

篠法菫
=】政管から毬会に移行した20年 10月 からホ稲的に取組みを始めたため、鋼農や受謗手続の周知が十分でなかったことなどが原国となって目標を大きく下回つた。

受診手続きについては、制底が開始した20年 4月 の政管時代より、按扶姜者から●拿
=を

通 して曼鰺券申靡書を担出いただいていたが、21年目は、これを目■
し、モデルケースとして、精島、山築、長野の3支部の一部において受鰺分申ヨ■の提出を省略して晏静券を発券 送付した。

く委員ご意見>

ううヽ

41合健保やステ網合と比較して特定■0実歯率が低い

「
ロ

'ζ

 事彙所燿颯の小ささや、助蒻移態が,構 広

“

に点をし
ているr‐ め、効果的な晏彗●量が難しいことが■日かどう
,ヽ 籠臓が●■である.

撻ゆ機関を増加させれば曼鰺率がll加するのが、検壺が必
Eである。コスト増につながるが、腱諄内書の九実の検llも

ll●との■●をはじめ、広薇の薇本的強化、事彙主への
う強化、燎挨姜者●受じ手饉さ0● 3化などの振本的な
あ゙■である.●支

“

諄腱会での17●

"の
紹介や縄麟禽

どを通し、事彙主 枚保餞■の理解 ●及活動を,つ て

・たとえば、一まも量滲してない

べき.不定期に受けている方には、T:
より、億鰺螢0フ ォローを薇産すべき.

ド (彙●EEが記録されている)を ,行するなどに
つ腱

“

状凰φ把■に,め、実●●の自■を目指すべ



業績評価の取りまとめに向けた今後の進め方 (案 )

次国の業績評価検討会のご議論を踏まえ、以下の手順で最終評価

を取りまとめ、11月 下旬を目途に厚生労働大臣より協会に業績評価

の結果を示すこととしてはどうか。

① 第 3回 業績評価検討会開催 (10月 6日 予定)

・ 全国健康保険協会より評価シー トの「事業報告 (概要)」 及

び「自己評価」欄についての説明

・ 委員の方と協会との質疑応答

② 検討会の開催後、委員の方に評価シー トの「委員ご意見」を

ご記入いただき、事務局にご提出いただく

③ 事務局では、ご提出いただいた評価シー トのご意見を踏まえ、

「最終評価」(案 )を作成

④  「最終評価」(案)を委員の方にご確認いただき、「最終評価」

を確定

⑤ 厚生労働大臣より業績評価を通知した後、結果を公表



考資料2

平成 22年度

全国健康保険協会

事業計画及び予算

対象期間:平成 22年 4月 1日 ～平成 23年 3月 31日

dP協会けんぽ



全国健康保険協会の理念

○ 協会は、保険者として健康保険及び船員保険事業を行い、加入者の健康増進を図

るとともに、良質かつ効率的/‐3医療が享受できるようにし、もつて加入者及び事業

主の利益の実現を図ることを基本使命としている。

○ 協会としては、こうした使命を踏まえ、民間の利点やノウハウを積極的にとり入

れ、保険者機能を+分に発揮し、次の事項を基本コンセプ トとして運営してしヽ<。

・加入者及び事業主の意見に基づく自主自律の運営

・力0入者及び事業主の信頼が得られる公正で効率的な運営

・加入者及び事業主への質の高いサービスの提供

・被用者保険の受け皿としての健全な財政運営

事 業 計 画

○ 協会は、標準報酬の大幅な落ち込み等により、21年度末に準備金残高が大幅7‐●
赤字となるなど、極めて厳ししヽ財政状況にあり、保険料率を大幅に31上げさるを得
ない。22年度から24年度までの3年間におtlて、赤字を首実に解消して財政再建
を図り、中小企業等で働く方々の健康と暮らしを守る被用者保険としての機能が果
たせるよう、本部と支音口が一体になつて全力で事業運営に取り組む。

○ 家計や経営環境が厳ししヽ状況の中において、保険料率を大幅に引上|プざるを得な
いことにつしヽて、加入者・事業主の応展の理解と納得が得られるよう、周知広報に
万全を期す。

○ 中期的な財政見通しを踏まえ、保険料員13をできるだけ軽減できるよう、医療費
の適正イし、業務改革、経費の百1減等のための取組みを3螢イじする。また、国庫補助率
の引上げを含めた抜本的なA‐

j策が講じられるよう国及び関係方面に31き続き働き
かけてしヽく。

○ また、力o入者の疾病の予防や健康増進、医療の質の向上等のため、21年度から
おおむね2～ 3年程度を集中的な保険者機能強イヒの取組期間として位置づけてお
り、22年度においても取組みを総合的に推進するものとする。

○ こうした観点から、「保険者機能3鉗ヒアクションプラン」を改定し、調査研究の
成果、パイロット事業等を踏まえ、実施していく。

○ あわせて、都道府県支部間の医療貴の地域差の状況に鑑み、その差の縮小に向け
て、医療費の低い支gβ等に関する情報を収集し、他の支部において参考にできるも
のはf■極的に取入れることができるよう、レ要な支援を行ってい<。

○ また、協会の組織面においても、実績や能力本位など民FB5にふさわしい人事制度
や組織基盤を定着させていくとともに、協会のミッションの徹底や、人材育成等を
通じて、職員の意識改革を進め、新たな組織文イヒ`風土を形成してしヽく。

○ 協会の運営については、情報発信を強ィじし、スピード感をもって実行に移してい

【健康保険事業関係】



くとともに、指標 (数値)イしを行い、定期的に公表を行うものとし、運営委員会及

び評議会を基軸として、加入者及び事業主の意見に基づき、PDC∧サイクルを適

切に機能させていく。

O また、22年 1月から日本年金機構が保隕料収納や保険証交付の前提となる被保

険者資格の確認などを担うことを踏まえ、事業の実施に当たつて同機構との連携を

深め、円滑な事業実施を図る。

I.重点事項

1.保険運営の企画

(1)保険者燿●0発揮による●合的な取組みの推壼
.地 域の医療費や健診データを分析するとともに、地域の実情を踏まえ、加入

者の疾病の予防や健康増進、医療の質の確保、医療費適正化のため、以下のよ

うな取組みを総合的に推進してしヽく。

○医療lL関する情報提供

OPIl係万1Elへの積極的な発信

○保健事業の効果的な推進

○ジェネリック医薬品 (後発医薬品)の使用促進

○効果的なレセフト点検の推進 等

医療費適正化に向け、パイロット事業等の成果を全国的に普及する。

② ジェネリックE薬品の更なる使用促遭

22年度診療報酬改定によるジェネリック医薬品の選択をより容易にする仕

組みの導入を踏まえつつ、加入者の視点から、ジェネリック医薬品の使用を促

進するための各般の方策を進める。また、生活習慣病に重点を置き、ジェネリ

ック医薬品|こ切り替えた場合の自己負担額の削減効果等を通知するサービスの

全国展開の定着を図る。あわせて、ジェネリック医薬品の在庫の確保など、使

用{足進のための環境整備を関係方面に働きかけていく。

0)田係方面へ0積極的な発信

保険者間の連携のもと、医療貢や健診データの分析結果を活かし、中央社会

保険医療協議会をはじめ関係方面に対して、加入者・事業主の立場に立った保

険者としての意見を積極的に発信してい<。

0日 査研究の推菫●

これまでの調査研究の成果を踏まえ、次期の医療・介護の報酬改定に向けた

調査研究を行う。調査研究に当たつては、医療の質の向上、効率化等の観点か

ら、医療費等に関するデータベースの充実を図ることもに、加入者に対して、

レセプト情報等に関してさらに詳細な情報が提供できるよう、先進的な取組み

事例も踏まえ、検討する。また、医療費分析マニュアル等を拡充し、支部等に

おける活用を推進する。

③ 加入者に■く広報の推遣

加入者及び事業主に対する情報提供や広報については、ホームページのほか、

支部ごとに定期的なお知らせを実施するとともに、携帯サイトを活用し、加入

者の視点から積極的な情報提供を行う。また、テレビ・ラジオ、新間・雑誌な

どメディアヘの発信力を強化する。

ヽ モニター制度や対話集会をはじめ加入者から直接意見を聞く取組みを進め、

これらの方尺の意見を踏まえ、創意工夫を活かし、わかりやすく、迅速に加入

者・事業主に響く広報を実施する。

救急医療をはじめ地域の医療資源が公共性を有するものであり、また、有限

でもあることlcついて、加入者の意識が高まるよう広報に努める。

C6)的磁な財u曽
'健 康保険財lTAについては、財政運営の状況を日次・月次で適切に把握 検証

するとともに、直近の経済1青 勢や医療費の動向を踏まえ、財政運営を図る。各

支音Bの自主性が発揮され、地域の医療費の適正イじのための取組などのインセン

ティプが適切に101く ような都道府県単位の財政運営を行う。

2.健康保険綸付等

(1)サービス向上のための取組
.加 入者等のご意見や苦情等を迅速に、また、正確に現場にフィードバックし、

サービスの改善に結びつける。さらに、お客様満足度調査等を実施し、加入者

等の意見やニーズを適切に把握しサービスの改善や向上に努める。その際、各

支部の創意工夫を活かしていく。

健康保険給付につしヽては、申請の受付けから綸付金の振込みまでの期PB5をサ

ービススタンダードとして定め、その状況を適切に管理し、着実に実施する。

教育研修の実施等を通して、加入者本位の理念について職員への一層の徹底

を図るとともに、お客様に対する接遇の「00上 を図るなど、お客様の満足度を高

める。

年金事務所の協力・連携や公昇lcより、健康保険委員 (健康保険サポーター)



の委嘱を進め、各支部の健康保険事業に関する広報、相談、各種事業を推進し
ていく。

申請書等の様式や記載要領、パンフレット等については、カロ入者等の立場か
らみてわかりやすく改善するとともに、手続きの商素イしを進める。

各種広報や健康保険委員による相談対応、申請書類の配備場所の拡大、わか

りやすい記載要領の作成等を通じて、郵送による申請や電子申請の促進のため
の環境整備を進める。

インターネットを活用した医療費の情報提供サービスや、任意継続被保険者
保険料の日座振替の利用の促進を図る。

(2)菫ロサービスの日■

各種申請寺の受付や相談等の窓ロサービスlcつぃてl_I、 地域の実情を踏まえ、
創意工夫を活かして、年金事務所等への職員の巡回や外部委託を適切に組み合
わせ、効率的かつ効果的にサービスを提供する。

また、届書の郵送化の進捗状況や窓日の利用状況を踏まえ、支部窓日のサー

ビスの充実を図りつつ、年金事務所等の窓□のあり方を検討する。

(31被扶義者責格の再■日

被扶養者資格の再確認につしヽて、被扶養者に該当しなくなつた者による無資
格受診の防止や、力0入者数に応して負担することとなっている高齢者医療費に

係る拠出金等を通正なものとするため、日本年金機構との連携の下、的確に行
つていく。

④ 適正な綸付彙Bの推遭

バイロット寧業の成果を踏まえ、不通切な申請事例へ対処するため 効果的な
審査・調査手法を全国的に実施してt・ lく 。

(Dレセプト点検の効果的な推菫

23年 4月からのL/セ フトの電子イしに向け、システムにより点検できるレセ

プトの範囲や項目を大幅に拡充し、点検業務を充実強イじする。

故た、各支部の点検効果向上にF03けた改善、査定事例の共有化、研修の充実、

点検員の勤務成績に応じた評価のξ入等により、点検技術の全国的な底上げを
図るとともに、点検効果額を大幅に∃1上 |ずる。

(1)保健事業の構合的かつ効果的な推進

加入者の疾病の予防や健康の増進を目指し、健診及び保健指導を中核として、
その他の保健事業を適切にlEみ合わせ、保健事業の総合的かつ効果的な推進を
図る。その際、支音口ごとの「健康づくり推進協議会」などにおいて、保健事業
に関する全体像などを1苗 く。

保健事業の効果的な推進を図るため、本部と支部の共同で実施したバィロッ
ト事業の成果を広めてしヽく。

(a特定健康静壺及び特定保健指導の推差

特定健康診査及び特定保健指導については、適切な広報等とともに、加入者
の家族の受診券の交付手続きを簡素化する取組みを全国展開するなどして、加
入者への定着を進めるなど、健診受診率や保健指導の実施率の向上を図る。

事業主健診については、事業所に対する意識啓発及d特 自建康診査との共
通検査データを保険者として取得する方法を工夫するなどにより、その特定健
康診査実施目標の至」達に努めていく。

保健指導については、生活習慣病のリスクに応じた行動変容の状況や予防の
効果をiE握、評価、検証し、より効果的な保健指導に向けた取組みを進める。
また、保睦指導や生活習慣の改善が継続されるよう、事業の実施方法を工夫す
る。

C3)各種事業の晨田

保険者協議会や地域・職域連携推進協議会等の場を通して自治体や他の保険
者との連携を推進し、健康づくりや生活習慣改善に関する教育や相談、普及啓
発など、地域の実情に応じて、倉J意工夫を活かし、保健事業を推進する。

国の施策との連携のもと、肝炎やエイズに対する正しい理解や予防のための
普及啓発を推進する。

4.組織運営及び業務改革

(1)II●や人事

“

度の適切な運営

◇ 組日運営体制の強1し

本部と支部の適切な支援 協力関係、本部と支
=口

を通じた内部統制 (ガバ

ナンス)、 支音口内の部Fヨ間連携を強1しするとともに、必要に応じて組織体制を
見直し、組織運営体制の強化を図る。

◇ 実錮や能力本位の人事の推進

3.保健事業



.目 標管理制度を活用した人事評価制度を適切lc実施するとともに、必要に

応じて制度の見直しを行しヽ、実績や能力本位の人事を推進する。

◇ 新たな組機風土・文化の定書
.協 会のミッションや目標の徹底、職場におけるコミュニケーションの強イし、

人材育成、働きがいを実感できる臓揚づくりを行うとともに、仕事を通じて

臓員の意識改革を更に進め、力D入者本位や、主体性と実行性の重視、自由聞

達な気風と創意工夫に富んだ組織風土・文化の定着を図る。

◇ コンプライアンス 。日人情報保護等の●店
.法 令等規律の遵守 (コ ンプライアンス)については、内部・外部の通報ホ」

度を実施するとともに、研修等を通じて、その道守を徹底する。また、個人

情報保護やセキュリティlLついては、各種規程の順守やアクセス権限、パス

ワードの適切な管理等を常時点検し、徹底する。

◇ リスク管理
.リ スク管理については、適切な運営を脅かす様展なリスクの点検や分析、

リスク管理能力の向上のための研修の実施、平8意からの訓練やリスク管理委

員会の開催など、リスク管理体制を整備する。

C)人村青成の推菫

職員として各lll層 に求められる能力や矢口識の習得に併せ、企画、サービス

向上、コンプライアンス 個人情報保護、レセプト点検、保健事業等の重点

的な分野を定め、研修等を通じて人材育成を推進する。

(3)彙薔取車の推差
.よ りよいサービスの標準イヒを目指し地1或の実情を踏まえて、複数の支音β単

位で設置された業務改革会議等により、各支部の創意工夫を提案・検討でき

る機会を作り具体的な改善を実現していく。

入力業務等の定型的な業務や繁忙期の業務については、アウトソーシング

を一層推進するとともに、業務プロセスや職員の配置等の不断の点検等を通

じて、贈員のコア業務や企画的業務への重点イしを進める。

ITガバナンスのもと、レセプトの原則オンライン化などの医療の IT化

に適切に対応するとともに、業務処理の状況等を踏まえたシステムの改善を

推進する。さらに効果的な IT活用の在り方を検討する。

0饉 彙の節減中の推進

職員のコスト意識を高め、競争入札や全国―括入札、適切な在庫管理等に

より、経費の節減に努める。

調達や執行については、調達審査委員会のもと、これらを適切に管理する

とともに、ホームベージにより調達結果等を公表することにより、li■明性の

確保に努める。

本部及び支部に帰属する経費の明確イヒ等により、支部BJの財務状況の適

時・的確な把握に努める。



【目標指標】

サービススタンダード

の運守

健康保険給付の受付から振込までの日数の

目標(10営業日)の達成率
100%

健康保険給付の受付から振込までの日数 10営業 日以 内

保険証の交付
資格情報の取得から保険証送付までの平均

日数
2日 以内

お客様満足度

窓ロサービス全体としての洒足度 21年度の状況より改善

時員の応接態度に対する満足度 21年度の状況より改善

訪問目的の達成度 21年度の状況より改善

窓口での待ち時間の満足度 21年度の状況より改善

施設の利用の満足度 21年度の状況より改善

健診の実施 特定健康診査実施率
被保険者 45%

被扶養者 55%

事業主腱診の実施 事業主健診のデータの取込率 211k

保撻指導の実施 特定保健指導実施率
被保険者 371%

被扶養者 324%

保健指導の効果

メタボリックシンドローム該当者及び予備群の

減少華
(24年 度),0%

生活習慣病予防健診検査項目別指導区分

の改善状況
21年度の状況より改善

生活習慣病 (問診票区分)の改善度 21年 度の状況より改善

レセ引ヽ 点検効果額

被保険者1人当たり賛格点検効果額 21年度を上回る

被保険者1人 当たり内容点検効果額 21年度を 15%以 上上回る

被保険者1人 当たり外傷点検効果額 21年度を20%以上上回る

ジェネリック医薬品

の使用促進
ジェネリック医薬品使用害1合

使用割合め伸び率を 21年

度の3倍に増加

協会の運営に関する各種指標 (22年度数値)に ついて

道宮状況を数値により検証、確認することが必要と考えられる指標をまとめたものであり、運営
状況を踏まえて、今後、適宜、追加

【検証指標】

各種サービスの利用状況

インターネッHこよる医療費通知の利用割合

任意継続被保険者の回座振替利用率

事務処理誤りの防止 r事務処理誤り」発生件数

お客様の苦情 意見 苦情 意見の受付件数とその内容

ホームページの利用 ホームページヘのアクセス件数

申請 届出の郵送化 申請 届出の郵送化率

業務の効率化 経費の削減

健康保険給付担当職員の1人当たり給付業務処理件数

随意契約の割合(件数)、 内訳

コピー用紙等の消耗品の使用状況

ついては、日欄の設定が馴染まない又は具体的な数値目標の設定が困難で



工.事業体系 を代行機関として利用)

○胃部 胸部レントゲン検査、手tがん・子宮がん検査、肝炎

ウィルス検査を実施する。

【目標】 特定健康診査実施率 1623%
(被保険者6b O%、  被扶賛者550%)

保健指導

O被保険者については、保健師が事業所を訪問し、健診結果

に基づき保健指導 (情報提供、動機づけ支援、積極的支援、

そODlb支援)を実施する。

○被扶養者l_ついては、他の保険者と共同して地域の医師会

等と契約し、利用券を配布し、地域の特定保健指導機関で

保健指導が受けられるようにし、その費用の一部を負担す

る。

【日標】.特定保健指導実施率 :359%

(被保険者371%.被扶養者324%)

健康づ<り 事業
0健康増進や疾病予防のための運動プログラムの実施や教

育、相談、普及啓発のための広報等を行う。

情報提供 ○健康増進や疾病予防に関する情報提供を行う。

福祉事業 高額療養費等の貸付
○高額療養賢や出産費用の貸付けを行う。

貸付予定鉢 約 29億円

その他
健康保険委員の委

嘱 等

○健康保険委員の委嘱を行う。

O保険料の納付に関する広報や勧奨を行う。

項事 容内

保険運営の

企画

運営委員会,評議会

の運営

○本部に運営委員会、各都道府県支部に評議会を設置し、そ

の運営を行う。

保険料率の設定

財政運営

○都道府県単位保険料率を設定する。

○健康保険の財政運
=を

行う。

○力0入者の疾病の予防や健康増進、医療の質の確保、医療費

適正1し や業務改革、サービス向上等に問する企画を行い、

保険者機能の発揮による取組みの統合的な推進を図る。

運営の企画

調査分析・統計
○医療費等に関する調査分析を行うとともに、統計を作成す

る。

広報 情報発信等 〇広報、関係方面への情報発信や情報提供を行う。

健康保険綸

付等

保険証の交付
○ 保険証の交付や被扶費者資格の再確認等を行う。

被保崚芭数 :19田7千人、被扶養者数 :1512Ю 千人

保険給付

〇健康保険の綸付を行う。

・硯物綸付 (保険医療機関等に司しては社会保険診療報酬支払基

金を通して医療責の支払いを行う。雷査支払手数料は 114円

20銭 (うち電子媒体請求促進分は 108円 20銭、オンライ

ン請求促進分は 104円 )

現金48付 (傷病手当金、高額療量賓、出産手当金、出産育児―

時金、家族出産育児一時金、療景費等)

しセプトの点検

○レセプ トの資格点検・内容点検・外傷点検を行う。

レセプト件数 :365,440干件

レセプト電子化に対応

任意継崎被保険者業務
○任意継続被保険者の資格の登録、保険料の収納等を行う。

任意継続被保臓者 :494千 人

窓ロサービス・相談
〇支部の窓□や職員の巡回、外部委託により各種申請等の受

付や相談等の窓ロサービスを行う。

情報提供
0医療費通知やインターネットを活用した医療費に関する

情報提供等を行う。

保健事業 健診

〇被保険者 (35歳以上の者)については、健診機関と契約

し、被保険者に対して生活習慣病予防健診を行い、その買

用の一部を負担する。

○被扶養者については、地の保険者と共同して地域の医師会

等と契約し、受診券を配市し、地域の特定健康診査機関で

健診を受けられるようにし、その費用の一部を負担する。

(健診費等の支払については、社会保険診療報酬支払基金



【船員保険事業関係】

I.事業運営の基本方針

【二本的な考え方】
協会が保味昔として船員保険事業を運営するに当たつては、lFI会の理念 (基本便

命・基本コンセフト)に立脚した上で、「船員保険事業を通じ、わが国の海運と水
産を支える船員と家族の皆様の健康と福祉の向上に全力で取り組む」という基本的
な考え万1L立って事業運営に取り組む。

【平成 22年度の事業運営の基本方針】

協会における安定的な船員保険事業運営基盤の早期確立を目指以 運営初年度で
ある平成 21年度との連続性にも配慮した上で、次の基本方針のもとに事業運営を
行う。

(1)ニーズを薔まえた加入者本位のサービスの提供

船員保険の特性に応じた事業ニーズを十分に踏まえるとともに、利用者の視点
に立ち、常にサービスの向上に努める。

O 船員労働の特性に応じた事業ニーズヘの的確な対応
・ 職務外の疾病給付、 ILO条約や船員保険法に基づく独自給付を迅速かつ確

実に給付する。

無緑医療助言事業や洋上救急事業等の船員に文」する医療、巡回健診による保

健事業、保養施設による保責事業などの保健・福祉夢業を適切に実施する。

・ 加入者のニーズや船員関係者のご意見を踏まえ、保健・福祉事業がより実効

性のあるものとなるよう、常に、事業内容の見直し・改善に努める。

O 加入者の視点に立ったサービスの向上

・ 加入者のご意見や要望等を適切に受け止め、業務やサービスの改善に反映さ

せる。

・ 事業運営の効率性を図る観点から、協会本部 (船員保険部)での業務の集中
的な執行・管理を行うことを基本とし、システム化による本音3-括処理による
事務処理の迅速イしに努める。併せて、全国各地の加入者に制度利用上のご不便
力性 じなly lよ う、最大限の工夫を行う。

(21透明かつ公正で効率的な事業運営

積極的な広報 情報開示を行うとともに、船員関係者のご意見を適切に反映し、

信頼に応えられる事業運営に努めるとともに、PDCA(計 画、実行、。T価、改
善)サイクルの適切な機能等を通じ、事業運営の効率化を図る。

○ 積極的な広報と情報開示

・ ホームページ等を活用し、市J度 を正しくご理解、ご利用いただけるよう積極
的な広報を行うとともに、事業運営に関する船員保険協議会などの場での議論
を迅速に公表するなど積極的な1育報開示に努める。

○ 船員関係者の意見の適切な反映
, 船員保険協議会における十分な議論などを通じ、船員関係者のご意見が事業
運営に適切に反映されるよう努める。

 ヽ 船員関係者のご意見の適切な反映を基本としつつ、協会の運営委員会での議
論などを通じ、公正で幅広い信頼に応えられる事業運営に努める。

○ 効率的な事業運営
・ 協会内部におしヽてガバナンス機能が適切に機能する組織運営に努めるととも

に、船員保険協議会等の議論の事業運営への反映などを通じ、PDC∧ サイク
ルを適切に機能させる。

(31保険者としての健全な財政運営

保険者としての健全な財政運営に努める。

○ 保険者としての健全な財政運営

'疾 病給付費や保険料lll入の動向の的確な把握など、健全な財政運営の基盤と
なる基礎データの収集・分析に努める。

・ 毎事業年度の事業計画・収支予算に基づく事業・予算の執行管理の適正を期
するとともに、必要に応じた保険料率の見直しと積立金の適正な管理を通じ、
保険者としての健全な財政運営に努める。

(41安定的な事業運営基盤の早期の建立

安定的な事業運営基盤が早期に確立されるよう関係機関との円滑な連携体制
の構築などに努める。

O 関係機関との連携
・ 制度改正に伴い、市」度ごとに手続きを行っていただく必要があることも踏ま

え、カロ入者にご不便が生じないよう、労働基準監督署や日本年金機構等の関係
機関との円滑な連携体制を構築する。



O 組織基盤の確立

・ 非公務員型の組織としての協会の組織文イし・風土に立脚し、船員保険部P5に

おいても、コミュニケーションやチームワークを重視する組織運営やスタッフ

ヘの積極的な研修などを通じ、組織基盤の確立に努める。

■.重点事項

1.保険運営の企画・実施

(l)悧険者としての総合的な取組みの権違

加入者の疾病の予防や健康増進、医療費適正化のため、以下のような取組み

を総合的に推進していくものとする。

O医療に関する情報提供

○保健事業の効果的な推進

○レセプト点検の効果的な推進 等

(2)新たな保険肛への切書えの円滑・着実な実鮨

現在の保険証の有効期限が平成22年 8月末日とされてしヽることから、平成

22年 8月 までの間に十分な周矢Dを図り、新たな保険証への切替えを円滑かつ

首実に実施する。

C3J情報提供・広報の充実

・ 加入者や船舶所有者に対する情報提供や広報については、ホームページによ

り、加入者の視点からわかりやすい積極的な情報提供を適切に行う。

`ホ ームベージに「船員保険マンスリー (仮称)」 を掲載し、力0入者や船舶所有

者等への積極的かつ定期的な情報提供を行う。

関係団体の協力を得て、船員間1系機関誌や海運関係機関誌等による情報提供

を効果的に活用するなど、定期的かつ効率的な広報を実施する。

C41健全かつ安定的な財政菫曽の確保

船員保険財政については、財政運営の状況を通切に把握・検証し、医療費の

適正イし、業務改革、経費の削減等のための取組みを強イじするとともに、加入者

の疾病予防、健康増進、医療の質の向上等のための取組みを総合的に推進し、

安定的な財政運営を確保する。

⑤ 準備金の安全確実かつ有利な管理・運用

船員保険の準備金については、安全確実かつ有利な管理・運用を行う。

讀た、運用状況については定期的に船員保険協議会において報告する。

2.船員保険綸付等の円滑な実施

(1)保険給付費の適正かつ確実な支払い

職務外疾病部P5、 職務上特別給付部P5、 経過措置として協会が支給すること

とされた晴務上年金などの保険給付を適正かつ確実lc支払う。

(2)サービス向上のための取組

船員保険職務外綸付につしヽては、サービススタンダード (申請の受付けから

給付金の振込みまでの期間 :15営業日)の状況を適切に管理し、平成 22年
度下半期には 100%の達成率を目標に、着実に実施する。

加入者等のご意見や苦1青等を迅速にサービスの改善に結びつける。

教育研修の実施等を通じて、加入者本位の理念につしヽて職員への一層の徹底

を図ることもに、カロ入者等に対する接遇の向上を図るなど、力0入者等の満足度

を高める。

申請書等の様式や記載要領等については、加入者等の立場からみてわかりや

すく改善するとともに、手続きの簡素イしを進める。

(3)各種申請等の受付体制事の整備

各種申請等の受付や相談等の窓CIlサービスについては、都道府県支部及びコ

ールセンター機能等を活用し、効果的かつ効率的にサービスを提供するととも

に、関1系機関との連携体制を確立する。

(4)レセプト点検の効果的な推進

平成 23年 4月からのレセブトの電子化に向け、システムにより点検できる

レセプトの範囲や項目を大幅に拡充し、点検業務を充実強イヒする。

また、点検効果向上に向けた改善、査定事例の共有イし、研修の充実、点検員

の勤務成績に応じた評価の導入等により、点検技術の底上げを図り、効果的な

レセプト点検を推進する。

3.保健・福祉事業の普実な実施

(1)保健事業の効果的な推進

保健事業については、船員労lllの特殊性を踏まえたサービスの向上を図るよ

う、外部委託事業者のノウハウを活用し、健診及び保健指_i3を 中核として、保



健事業の効果的な推進を図るものとする。

(2)特定健康診査及び特定保健指導の推進
. 特定健康診査及び特定保健指導については、外部委託事業者のノウハウを活
用し、適切な広報を通じて、被扶費者への定着を進めるなど、健診受診率や保
健指導の実施率の向上を図る。

被扶養者については、申込者に対し受診券 (利用券)を交付し、地域の診療
所等で健診が受診できるようにするなど、受診しやすい健診とする。

(3)福祉事業の着実な実施

無線医療助言事業の運営及び洋上救急医療の援護を行うなど、船員労働の特
殊性を踏まえ、福祉事業の盾実な実施を図る。

船員の海上勤務の特殊性を踏まえて、疲労回復、静養,家族との国業の場の

提供を目的とした事業を通し、力0入者等の福利厚生の向上を図る。

(4)保健・福祉事業のあり方の検討

被保険者及びその家族の健康の保持増進のために実施すべき事業、福祉の増
進のために実施すべき事業を利用者のニーズに沿ったかたちで実施してtlく た
め、これまで実施してきた事業についてのデータ収集、調査・分析等を行うた
めの検討作業チームを設置し、定期的にその検討内容を船員保険協議会に報告
する。

4.組織運営及び業務改革、その他

組織運営及び業務改革等については、健康保険部P3と の連携及び1青 報共有を適切に
図り、一体となって取り組むものとする。

(1)リ スク管理

リスク管理については、通切な運営を脅かす様々なリスクの点検や分析、リ
スク管理能力の向上のための研修の実施、平時からの31練やリスク管理委員会

の開催など、リスク管理体制を整備する。

(2)経費の削減等の推進

職員のコスト意識を高め、競争入札や適切な在庫管理等により、経費の削減
に努める。

.調 達や執行については、調達審査委員会のもと、これらを通切に管理すると
ともに、ホームページにより調達結果等を公表することにより、透明性の確保

に努める。

(31コ ミュニケーションやチームワークを重視する組織運営
コミュニケーションやチームワークを大切にし、一人ひとりのスタッフがEll

きがしヽを持ち、意欲と能力を発揮できる組織文化 風土の早期確立に努める。

(4)ス タッフに対する研修の積極的な実施

スタッフに対する研修の計画的・積極白」な実施を通じ、組織としての専門性
や業務・サービス水準の向上に努める。

(5)適切な事業運営の実施

法令等規律の遵守 (コ ンプライアンス)及び個人情報保護の徹底や、内部監
査及び外部監査などを通じ、適正な事業運営に努める。

(6)制度改正関係の記録の整理等

今般の船員保険制度の改正及び事業運営主体の変更を契機として、19年度
改正にかかる船員保険制度改正関係の記録の整理や船員保険関係者による座談
会の開催、船員保険のシンボルマークの公募等の実施を検討する。



【目標指標】

‐ ビス関係指標

サービススタンダード

の連守

船員保険職務外給付の受付から振込までの日数

の目標(15営業日)の達成卒

(22年度上半期から段階

的に向上し、)22年 度下

半期において 100%

船員保険職務外給付の受付から振込までの日数 22年 3月 時より減少

保険証の交付
資格情報の取得(年金事務所からの回送)から保

険証送付までの平均日数
5日 以内

疾病任意継続被保

険者の保険証の交

付

資格取得申請の受付または勤務していた船舶所

有者における資格喪失情報の取得(年 金事務所

からの回付)のいずれか遅い方から保険証送付ま

0平 均B数

5日 以内

お客様満足度

申請 手続き方法に対する満足度
調査項目について整理し、

満足度調査の実施につい

て 22年度に検討

職員の応接態度に対する満足度

電話連絡 電話照会目的の達成度

サービス全体としての満足度

保健事業関係指標

特定健診の実施 特定健康診査実施率
被保険者 450%被 扶養

者 526%

7.t舶所有者健診の

実施
船舶PJl有 者健診のデータの取込率 20%

保健指導の実施 特定保健指導実施率
被保険者 324%、 被扶養

者 324%

医療費適正化関脈指標

レセJヽ点検効果額

被保険者1人 当たり資格点検効果額 21年度を上回る

被保険者1人当たり内容点検効果額 21年度を上回る

被保険者1人 当たり外傷点検効果額 21年度を上回る

協会の運営に関する各種指標 (22年度船員保険関係数値)について

運営状況を数値により検証、確認することが必要と考えられる指相をまとめたものであり、運営
状況を踏まえて、今後、適宜、追加予定

肛.事業体系

項事 容内

保険運 営の企

画 実施

飴員保険協議会

の運営
O船員保険協議会の運営を行う。

保険料率の設定

財政運営

O必要に応して、一般保険料率 嫉 病保険料率・災害保健

福祉保険料率)及び介謹保険料率の見直しを行う。

O船員保険の財政運営を行う。

運営の企画

○力日入者の疾病の予防や健康増進、医療費適正化や業務改

革、サービス向上等に関する企画を行い、保険者として

の取組みの統合的な推進を図る。

統計 ○船員保険事業に関する統計を作成する。

広報 情報発信等 〇広報、関係方面への情報発Eや情報提供を行う。

船員保険481」 等

保険証の交付

○保険証の交付を行う (平成 22年 8月末までに、順次新

たな保険証への切替えを行う)_

被保険者数 :63千人、被扶量者数 :83千人

保険給付

○船員保険の給付を行う。

【職務外疾病総付】

現物給付 (保険医療機関等に対しては社会保険診療報酬支払

基金を通して医療費の支払いを行う。審査支払手数料は

114円 20銭 (うち電子媒体請求促進分は 108円 20銭、

オンライン請求促進分は 104円 ))

現金綸付 (傷病手当金、高額療贅費、出産手当金、出産育児

-0寺金、家族出産育児一時金、療療費 等)

【独自綸付〕

休業手当金、下船後の療養補償、隠務上年金 (上乗せ綸付)、

行方 不明 手当金  等

レセブトの点検

Oレセプ トの資格点検・内容点検 外li点検を行う。

レセプト件数 :1,388千 件 (年間)

レセフトォンライン化に文」応

〇疾病任意継続枝保険者の資格の登録、保険料の収納等を

行う。

疾病任意継続被保険者 i3千人

疾病II意継続被

保険者業務

相談等
○支部の窓□やコールセンター機能を活用し、各種申請等

の受付や相談等を行う。

情報提供 ○医療費通知 (医療費に関する情報提供)等を行う。

保健 .福祉事業 健診
○外部委託事業者への委託により健診事業を実施する。

被保険者 (35歳以上の者)については、生活習慣病

【検証指標】

事務処理誤りの防止 「事務処理誤りJ発 生件数

お客様の苦情 意見 苦情 意見の受付件数とその内容

業務の効率化 経費の削減

船員保険給付担当時員の1人当たり給付業務処理件数

随意契約の割合(件数)、 内訳

コピー用紙等の消耗品の使用状況

については、日標の設定が馴染まない



保健指導

無線医療相談事

業等

特別支給金等の

支結

高額療姜費等の

貸付

保養事業

予防健診を行しヽ その費用の一部を負担する。

被扶養者 (40歳以上 74歳まで)については、特定

健康診査を行しヽ その費用の一部を負担する。

被保険者に対し、胃部 胸
=Bレ

ントゲン検査、乳がん

子宮がん検査、肝炎ウィルス検査を実施する。

【目標】・特定健康診沓実施率 :被保険者450%
被扶豊者526%

(船員健康証明からの情報提供 :被保険者 20%)

○外部委託事業者への委託により特定保建指導を実施す

る。

健診結果に基づき保健指導 (情報提供、動機づけ支援、

積極的支援、その他支援)を実施する。

〔目標】 特定保健指導実施秦 :被保険者324%
被扶姜者324%

○無線医療助言事業や洋上救急事業等を行う。

壼1:::iな並堂:妻
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○保養施設による保養事業などを行う。

その他
保険料に係る広

報 等
○保険料の納付に関する広報や勧奨を行う。

〔予算〕

1 予算総則

平成22事業年度における全国健康保険協会の予算総則は次のとおりとする。

(1)収 入支出予算

全国健康保険協会の平成 22事業年度の収入及び支出は「収入支出予算」に掲げる
とおりとする。

(2)債務負担行為

全国健康保険協会の財務及び会計に関する省令 (以下「省令」という。)第 8条の

規定により債務を負担する行為をすることができるものは、次のとおりとする。

事 項 限度饉 (百 万円) 年 限 理 由

システム経費
平成 22年度以

降4か年度以内

複数年度にわたる契約等を締結す

る必要があるため

賃貸借経費
平成 22年度以

降 5か年度以内

複数年度にわたる賃貸借契約を締

結する必要があるため

事務機器等リ

ース経費

平成 22年度以

降 5か年度以内

複数年度にわたるリース契約を締

結する必要があるため

業務委託経費 4,997
平成 22年度以

降3か年度以内

複数年度にわたる業務委託契約を

締結する必要があるため

保険契約に係

る経費

平成 22年度以

降 3か年度以内

複数年度にわたる保険契約を締結

する必要があるため

(3)流用等の制限

省令第 9条で指定する経費は、業務経費及び一般管理費とする。

なお、健康保険勘定と船員保険勘定間における流用は行うことができないものとす
る。

(4)繰越制限

省令第¬0条で指定する経費は、人件費及び福利厚生費とする。



2収入支出予算(平成22年 4月 :日 ～平成23年 3月 31日 )

(単位 :百 万円)

区 月1 予算額

収 入

保険料等交付金

任意継続複保険者保険料

国庫補助金

国庫負担金       .
貸付返済金収入

運用収入

短期借入金

寄付金

雑収入

準備金戻入

計

7,072,148

133,336

1,164、 134

12,021

2、 907

36

932.227

0

17,147

0

9、 334.457

支 出

保険給付費

拠出金等

前期高齢者納付金

後期高齢者支援金
老人保健拠出金

退職者給付拠出金

病床転換支援金

介護納付金

業務経費

保険給付等業務経費
レセプト業務経費
保健事業経費

福祉事業経費

その他業務経費
一般管理費

人件費
福利厚生費
一般事務経費

貸付金

惜入金償還金

雑支出

予備費

準備金繰入

翌年度繰越

計

4.555,058

2、 838,761

1,212,399

1,421,880

83

204.230

168

694,862

102,301

9,477

5.437

85,345

6

2,037

27,364

:5,319

89

11,956

2,907

932.677

3,674

0

176,352

0

9,334,457

(単位 :百万円)

区 予算額

収入

保険料等交付金

疾病任意継続被保険者保険料

国庫補助金

国庫負担金

職務上年金給付費等交付金

貸付返済金収入

運用収入

寄付金

雑収入

準備金戻入

計

35,552

:,531

2,942

204

7 799

1

48,672

支出

保険給付費
拠出金等

前期高齢者納付金
後期高齢者支援金
老人保健拠出金
退職者給付拠出金

病床
=換

支援金

介護納付金
業務経費

保険給付等業務経費
レセプト業務経費
保健事業経費
福祉事業経費
その他業務経費

一般管理費
人件責
福利厚生費
一般事務経費

貸付金
雑支出

予備費
準備金繰入
翌年度繰越

計

28,899

11,126

4,631

5,500

16

978

1

3.230
2,921

171

33

520

2,185

13

1,120

383

4

733

1

46

310

1,018

0

48,672

(注)予備費は保険給付費等の 1%を計上




